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上司と一緒に深夜残業




「うーん、やっと終わった～」

　定時過ぎにメールの処理を終え、パソコンの電源を落とす。親友に【仕事終わった】とＬＩＮＥを送ったら、背後から誰かに肩を叩かれた。

「いいタイミング」

　振り返ると、ＬＩＮＥを送信した相手がいた。

　彼女は渡わた辺なべ咲さき。総務部にいる私の同期で大学時代からの親友。ライトブラウンでショートボブの髪型がよく似合う彼女は小柄だが、しっかり者で姉御肌。

　かくいう私は藤ふじ原わら梨り乃の、二十七歳。身長は百六十センチで細身。髪は長く、栗色のストレートヘア。美人の母に似て目はぱっちり二重だ。

　日本最大の自動車メーカー『OKITA』に勤めるＯＬで、本社の海外企画部に在籍。欧州で展開する商品の企画やプロモーションを手掛けている。

　OKITA は年間売上高三十兆円を超え、その子会社や関連会社は二百以上、従業員数はグループ会社も合わせると約三十万人という大企業。本社は東とう京きょう・丸まるの内うちにあり、三十七階建ての自社ビルには約九百人もの社員が勤務している。

　仕事はしっかりやるけれど、家に帰ればぐーたら女に変貌する私。会社の人が家で寛くつろぐ私の姿を見たら、きっとその目を疑うだろう。

　会社ではファッション誌からトレンドを取り入れつつオフィスカジュアル系のコーディネートでできる女を演出しているけれど、家では下着姿でゴロゴロしているのだ。

　そんなだらしない女であることを隠して周囲には愛想よく振る舞う私を、親友の咲は「梨乃は八方美人」と言って冷やかす。

「ビックリした。咲、早い。六時前にもう片付けてたでしょう？」

　クスッと笑みを浮かべる私を見て、彼女は悪いた戯ずらっぽく目を光らせた。

「ケーキバイキング行くの待ちきれなくて。うちの部長には内緒よ」

「私、今日のために一週間甘い物我慢してたの。もう十個くらい食べちゃおうかな」

　今は十月中旬。栗やさつまいも、洋梨に柿といった秋の味覚をふんだんに使ったスイーツがいっぱい並んでいるところを想像し、ニンマリしながら椅子から立ち上がったところで、佐さ藤とう課長に声をかけられた。

「藤原さん悪いんだけど、カタログの発送作業頼むよ。栗くり田たさんに頼んでおいたんだが、用事があるって帰ってしまってね」

　課長は四十代半ばで髪は白髪交じり。細身で目はつり目。仕事をバリバリするタイプではなく、ただ部下に命令するだけの人だ。

「え？　今からですか？」

　突然の話に驚いて確認すると、課長は困った顔をして頷うなずいた。

「明日の朝発送しないとマズいからさあ」

　カタログはもう一週間前から届いていて、隣のミーティングルームに段ボールが積んである。

　なのに、今言うのか。

　文句を言いたくなるが、所詮私は一平社員。上司の命令に従うしかない。

　横にいる咲が〝断れ〟と念を送ってきたけれど、彼女のように強く出られない私は笑顔で引き受けた。

「はい、わかりました」

「じゃあ頼むよ。なるべく遅くならないようにね」

　課長は私の肩をゆっくりと叩たたいて、どこかへ消える。

　働き方改革だかなんだか知らないが、最近は残業しにくい状況になった。

　上からはできるだけ残業するなというお達しが出ているけど、毎日定時で帰れるわけがない。深夜残業をしても上司に睨にらまれるのが嫌で申請をせず、ただ働き。これが現実。

　つくづく世の中って不条理だと思う。

　残業がダメなら定時後に仕事を振らないでほしいな。

「もう、断ればいいのに。栗田さん、コネ入社だからって調子に乗りすぎなのよ。全然仕事しないじゃないの。いつも爪磨いてるって誰かが言ってたわよ」

　彼女の批判を否定せず、ハハッと苦笑いする。

　そう。栗田香かおりさんは専務の親戚のお嬢さんで、今年うちの部に入った新人。

　髪はパーマがかかったセミロングで顔はかわいく、男性社員には愛想がいいが、女性社員にはぶっきら棒。

　専務の派閥に属している課長は栗田さんに「仕事しろ」と強く言えないから、彼女の仕事が他の社員に回ってくる。

「結局うちの部でやらなきゃいけない仕事だから。今日行けなくなってごめん！」

　咲に向かって手を合わせると、彼女は恨みがましく私を見て盛大な溜ため息をついた。

「梨乃のいいカッコしい。わかった。誰か他の子捕まえて食べに行ってくる。あんま遅くならないようにね」

「うん。本当にごめん。この埋め合わせは必ずする」

　もう一度謝ると、彼女はひらひらと手を振って去っていった。

「さあて、早く済ませて帰ろう」

　席を立ち上がって隣の部屋に行き、積んであった段ボールを開けて丸テーブルの上に新製品のカタログと封筒、宛名シールを置く。

「えーと、一箱五百部で、四箱で二千部。先は長いな」

　思わずハーッと溜め息をついた。

　椅子に座ってまずはカタログを封筒に入れていく作業をしていたら、打ち合わせに行っていた朝あさ井いくんがひょいと顔を出す。

「あれ？　藤原さん、ケーキバイキング行くって言ってませんでした？」

　茶髪の癖っ毛にまん丸の目。子猫のように愛くるしい顔をした彼、朝井圭けい佑すけはうちの部の美形三人衆のひとり。性格も温厚で、誰にでも優しく、女性社員に人気がある。

「それがね。課長にカタログの発送作業頼まれちゃって」

　手を動かしたまま朝井くんに目を向けると、彼は顔をしかめた。

「ひっで～。それ栗田さんが頼まれてたやつですよ。なんで藤原さんが尻拭いをするんですか？」

　自分の代わりに周囲が文句を言ってくれると、胸の中のモヤモヤが不思議と消えてちょっと寛大な気持ちになれる。

「まあ、仕方ないよ。明日には発送しなきゃいけないし」

「だったら課長が責任取ってやれって話ですよ。上におべっか使うだけでなにもしないんですからあの人。僕も手伝います」

　優しくそう申し出てくれたが、彼の予定が気になって確認した。

「あっ、でもこれから滝たき川がわさんと接待じゃなかった？」

「はい。だから、手伝えるの十五分くらいですけど。すみません」

　申し訳なさそうに言いながら朝井くんは私の隣に座って、カタログを封筒に詰めていく。そんな彼にニコッと微ほほ笑えんだ。

「謝らないでよ。忙しいのにごめんね」

「藤原さんも謝らないでくださいよ。僕も海外企画部なんですから」

　せっせと手を動かし、人懐っこい顔で微笑む彼。その笑顔にちょっと癒やされた。

「そうだったね」

　悪戯っぽく笑う私を見て、彼はわざと拗すねた。

「優秀な後輩を忘れないでくださいよ」

「はい、はい。朝井くんは優秀、優秀」

　軽くあしらう私を彼はじっとりと見る。

「あー、なんですか？　その反応。僕、うちの部のホープですよ。ところで、ケーキバイキング行って、何個くらいケーキ食べるんですか？」

「うーん、大きさにもよるけど、六個とか七個とか。苦しくなったら途中シャーベットやフルーツでお口直ししたり」

　いつもの流れを思い出しながら説明したら、彼は驚きの声をあげた。

「苦しくなっても食べるんですか？　藤原さん細いのによくそんな食べられますね。胃袋はブラックホールとか？」

「朝井くんも言うね。もうなんとでも言って。ケーキ好きだもの。それに今日のために一週間おやつ我慢してたのよね。結局行けなくなっちゃったけど」

「ご愁傷さまです。今度僕ケーキバイキング付き合いましょうか？」

　せっかく彼が私を気遣ってくれたのだが、丁重に断った。

「その気持ちだけ受け取っておくね。一緒に行ったら絶対に朝井くん引くよ」

「藤原さんがケーキ爆食いするとこ眺めてみたいですけどね」

「見世物じゃないわよ」

　そんな雑談をしていたら、部長代理の滝川さんの楽しげな声がした。

「おーい、朝井～、どこ行った？　十秒以内に現れないと、冬のボーナス減額するぞ～。一、二、三、……」

「あっ、ヤバイ。藤原さん、途中ですみません」

　慌てて席を立って私に謝る朝井くんに、笑顔で礼を言った。

「ううん。ありがとね、朝井くん」

「じゃあ、行きます。滝川さーん、朝井圭佑、参上しました！」

　私の顔を見て頷くと、彼はミーティングルームを出て行く。

「朝井～、ひとり隠れんぼか？」

「そんなんじゃありませんって。ちょっと野暮用で」

「野暮用って逢あい引きか？」

「いや、仕事ですよ」

　滝川さんと朝井くんのテンポのいいやり取りが聞こえてきて、思わずクスッと笑ってしまう。

　その後、黙々と封筒詰めの作業を進め、ふと気付くと周囲は静かになっていた。

　腕時計を見たら、午後十時半過ぎ。

　多分、部内で残っているのは私だけだろう。

　封筒詰めの作業は少し前に終わって、今は宛名シール貼りの作業に進んでいる。

「日付が変わるまでには帰れるかな」

　ハーッと溜め息をつきながらそんなことを呟つぶやけば、カツカツと靴音が聞こえて、ミーティングルームのドアがガチャッと開いた。

「藤原？　まだいたのか？」

　現れたのはうちの部長の北ほう條じょう優ゆう、三十歳。

　百八十五センチはありそうな長身に、艶のある漆黒の髪。それにギリシャ彫刻のような綺麗な顔。瞳はブランデー色で、目つきは鋭く、どこかミステリアス。

　少女漫画に出てきそうな完璧な容姿をした彼は、社内一のモテ男でうちの美形三人衆のふたり目だ。

　国内最高峰の大学を首席で卒業し、本社に入社後間もなくニューヨーク支店に赴任、今年の四月に本社に戻り、うちの部長になった超エリート。ちなみにニューヨーク支店への赴任は役員昇格への既定路線で、北條部長は次の人事で専務になると噂うわさされている。

　顔よし、学歴よし、収入よしと三拍子揃った超優良物件で、過去に有名モデルや女優と付き合っていたという噂もある。

　今日は客先で接待だったはずだけど、なにか忘れ物でもして戻って来たのだろうか。

「すみません。もうちょっとしたら終わりますから」

　気にせず帰ってください。

　詳細は語らずそう返したら、北條さんが部屋に入ってきた。

「すぐ終わるって、十分とかじゃないだろう？」

　テーブルの上の状況を見て突っ込む彼。

「まあ……そうですが、大丈夫ですので」

　曖昧に笑ってごまかそうとしたが、北條さんは帰るどころか、ドアを大きく開けてストッパーで止めると、私の向かい側の椅子に腰を下ろした。

「俺も手伝う」

　彼の思わぬ言葉に一瞬思考が停止した。

　え？　嘘でしょう？

　部長が宛名シール貼るの？

「あの……その……本当にお気持ちだけでいいですから。北條さんにこんな雑務をさせられません」

　丁重にお断りするが、彼は引き下がらなかった。

「これはうちの部の仕事だ。部長の俺がやってなにが悪い？」

「それはそうですけど……でも、北條さんも明日の仕事があるでしょうし……」

　とても有能な人だけに北條さんと話すのは緊張して疲れるから、できればひとりでやりたい。

　なにかと理由をつけて帰ってもらおうとしたが、思い通りにいかなかった。

「そういう藤原も明日仕事があるだろう？　ほら、時間がもったいない。早く終わらせるぞ」

　リーダーになる人というのは、今の彼のように自分の意のままに人を動かす力があると思う。

　もう反論するだけ無駄だ。北條さんを言い負かすことなんてできない。

　黙って手を動かす私に、北條さんは事の次第を確認してきた。

「これは藤原の仕事ではないな。佐藤課長に頼まれて残業しているのか？」

　私の返答で課長が部長に注意されれば課長に睨まれる。

「これはうちの部の仕事です。誰かがやる必要があるんですよ」

　課長をかばったわけではないが、あえて肯定しなかった。

「優等生の答えだな。まあいい。藤原が言わなくても、どういう経緯でこうなったのか容易に想像がつく」

　ふっと笑う彼を見て、背筋がゾクッとした。

　北條さん、怖い。

　この人はなんでもお見通しなのだろう。

　きっと明日、課長と栗田さんは北條さんから注意を受けるに違いない。そしたら結局私はふたりから恨まれるのか。

　その展開を考えて憂鬱になる。

　これ以上話しかけられたくなくてビクビクしながら作業を進めていたら、ギュルルッと私のお腹なかが盛大に鳴った。

　絶対に北條さんに聞かれた。

　あ～、恥ずかしい～。この場からパッと消えてしまいたい。

　赤面を通り越して顔面蒼そう白はくになる私。

　今日は厄日かも。なにか言ってごまかさなきゃ。

　でも、なんて言えばいいの？

　ひとりパニックになっていたら、北條さんがクスッと笑った。

「ひょっとしてまだ夕飯食べてないのか？」

「は、はい。すみません。変な音聞かせてしまって。ケーキバイキングに行くはずだったんですけど、こんなことになるなんて思っていなくて。すみません」

　狼狽うろたえていたせいか、どうでもいい話をする私を見て彼は優しく目を細めた。

「ケーキバイキングに行けなくて残念だったな」

「あの……ケーキバイキングは忘れてください。へ、変なこと言ってすみません」

　あたふたする私に、彼は落ち着いた声で返した。

「いや、謝るのは俺の方だ。藤原にだけ残業させてすまなかった。今日の残業はちゃんと申請しろよ」

「え？　でも……それだと北條さんの立場が悪くなりませんか？」

　会社としても残業はあまり認めたくないんじゃあ。

「藤原、今まで残業申請してなかったのか？」

　驚いた顔をする上司を見て、失言だったと悟る。

　残業をごまかすためにパソコンの起動時間の修正なら申請したんだけど、それを言ったら説教されそうな雰囲気。

　てっきり部長が課長に圧力かけてると思ったのに、この反応だと違うようだ。

　うわ～、マズッた。お腹が鳴ったせいでもう冷静に考えてしゃべれないよ。

「そんなことは……」

　動揺しながら否定すると、彼はそれ以上追及してこなかった。

「俺の立場は考えなくていい。ちゃんと働いた分は金を貰もらえ」

　落ち着いた口調で言いながら、彼は宛名シールを封筒に貼っていく。

　出世のことしか考えていない人かと思っていたけど、どうやら違ったようだ。

　ちゃんと部下のことも考えているんだ。

　そもそも自分のことしか頭になかったら、シール貼りなんて退屈な仕事手伝わないわよね。課長なら絶対にやらないもの。

「どうした？　俺の顔になにかついてるか？　手が止まってるぞ」

「い、いえ、なんでもありません」

　慌てて手を動かし、そのまま集中してやっていたら、また靴音がした。

　だが、またすぐに音はしなくなった。

「誰か忘れ物でもしたんでしょうか？」

　ちょっと気になってそんなことを口にしたら、北條さんは少し険しい表情になる。

「さあ、どうだろうな。とにかく女の子が深夜にひとりで残業するのは危ない。今後は気をつけるように」

　なるほど。ドアを開けておいたのは、私を気遣ってのことだったのか。

「はい。すみません」と謝ったら、また違う靴音がして部長代理の滝川さんが入ってきた。

「こんな遅くまでなにやってんだ？　ひょっとして逢い引き？」

　長身で茶髪のウルフヘアにシャープな顔立ちの彼は滝川健けん人とといって、うちの部の美形三人衆の最後のひとり。

　部長の同期で、うちの部のムードメーカー。仕事はできるが女たらしなのが欠点だ。

　ニヤリとして私たちを弄いじる滝川さんの言葉を真顔で否定した。

「滝川さん、冗談はやめてください。カタログの発送作業をやっているんです」

「ふーん、こんなかわいい子とふたりで作業なんて、羨ましいなあ、部長」

　滝川さんが北條さんを見て悪戯っぽく目を光らせると、北條さんは澄まし顔で命じた。

「くだらないこと言ってないでお前も手伝え」

「はいはい。わかりましたよ。でも、なんでこんな事態になるまでやらなかったの？」

　北條さんの横の席に座ってシール貼りをしながら、滝川さんは私に目を向ける。

「それはですね……」

　あー、私に聞かないでください。

　返答に困っている私を見て、北條さんが助け船を出す。

「滝川、察しろよ。藤原が最初から担当していたなら、普通に定時内に終わってる」

「確かに。藤原さん、つまんないこと聞いて悪かったね」

　滝川さんが私に謝ると、北條さんも真摯な目をして告げた。

「藤原、もう変な残業はさせないようにするから安心しろ」

「……ありがとうございます」

　少し驚きながらお礼の言葉を口にする。

　今まで業務報告以外で話をしたことがなかったからわからなかったけど、北條さんって理想的な上司かもしれない。

　その後、滝川さんが加わったこともあって十一時二十分に作業は終了。やはりこういう単純作業は人数が物を言う。

　帰り支度をしてビルの正面玄関前で、北條さんと滝川さんに深く頭を下げた。

「今日は遅くまでありがとうございました。おふたりとも忙しいのにすみません。では、私はこれで」

　逃げるように帰ろうとする私の腕を北條さんが掴つかむ。

「待て。ちょっと付き合えよ」

「え？」

　ポカンとする私の手を北條さんが引いて、そのまま会社からワンブロック先にあるラーメン屋に連れて来られた。

　この店は、ランチの時間は激混みでなかなか入れない。

　そのまま店に入り、奥のテーブルに着く。

　しかし、四人掛けのテーブルに私と北條さんが並んで座り、私の前の席に滝川さんが座っていてなんだか落ち着かない。

　これから尋問を受けそうな感じがする。

「ここ、いつも混んでるから初めて来ました。深夜だと割と空いてるんですね。でも、おふたりとも接待でもう夕飯は召し上がったんじゃ……」

　多分、北條さんは私のお腹が鳴ったから連れて来たのだろう。

　気を使わせてしまって申し訳ない。

「接待ではそんなに食べてないから気にするな。ケーキバイキングじゃなくて悪いが、好きなの頼むといい。滝川はなににする？」

　恐縮する私に北條さんはメニューを見せ、滝川さんに目をやった。

　しっかりケーキバイキングのこと覚えてますね。

「いつものとんこつに餃ギョー子ザ」

　滝川さんがテーブルに頬ほお杖づえをつきながら答えると、北條さんは私に視線を移した。

「俺もそれにする。藤原は？」

「では、私もとんこつで」

　メニューをあまり見ずに返答する私に、北條さんが保護者のように突っ込む。

「それで足りるか？　餃子とかチャーハンは？」

　上司たちの前でガツガツ食べられないし、餃子は大好きだけどニンニクの臭いが気になる。そんな私の思考を読んだかのように、女慣れしている滝川さんがおちゃらけた様子で言った。

「あっ、ひょっとして餃子の匂いとか気にしてる？　大丈夫。みんなで食えば、匂いも気にならないよ」

　ここまで言われて断るのも失礼だろう。

「はい、……では、餃子も」

　苦笑いしながら頼むと、北條さんが店員を呼んで注文した。

「おふたりはよく来られるんですか？」

　モデルみたいにカッコいいふたりがこの店を選んだのが意外で尋ねる。

「ああ。残業した日とかに滝川と来る」

「そんな待たずに食えるしね」

　北條さんが先に答えて、滝川さんは補足説明と息がぴったり。同期にしてもふたりのやり取りはすごく自然で、遠慮なく物を言い合う仲に見えた。

「仲がいいんですね」

　なにげなくそんな言葉を返したら、「滝川と俺は中、高、大学と一緒だったから」と北條さんが答える。

「それで就職先と配属先も一緒なんてすごいですね。どちらの学校だったんですか？」

　ラーメンが運ばれてきたが、ふたりの関係に興味が湧いてすぐに手をつけずにさらに質問した。

「中学と高校は英えい光こう学園だ」

　北條さんが割り箸を割りながら淡々とした口調で返すが、その返答に驚かずにはいられない。

「う……そ」

　私と出身校同じじゃないの。

「その反応、ひょっとして藤原さんも英光出身？」

　目を大きく見開く私を見て、滝川さんがクスッと笑う。

「はい。先輩だったなんて知りませんでした」

　ようやくラーメンを口にしながら返事をすると、滝川さんはおもしろそうに目を光らせた。

「こんな身近にかわいい後輩がいたとはね」

「確か秘書室の朝井さんも英光で、大学も一緒で、ＯＧ訪問ではすごくお世話になったんですよ」

　秘書室の朝井さんはうちの部の朝井くんのお姉さんで、美人で有能な社長秘書。

「朝井さんと俺たちは同級生だよ。高校、中学と生徒会メンバーでさあ」

　滝川さんの話に学校のある伝説を思い出した。

　生徒会メンバー……。

　北條さん、滝川さん、朝井さん……あー、学園でも伝説になってたメンバーだよ。

　三年違うからピンとこなかったけど。そうか。この人たちが英光の伝説だったのか。

　みんな文武両道に秀いで、美形メンバーって言われてたんだよね。

　ふたりが伝説の先輩と知った衝撃で残業の疲れも忘れた。

「藤原……兄弟いる？」

　北條さんが不意に箸を止めて、私を見る。

「はい。兄がいます。私と違ってできがいい兄です」

　そう。私には三歳年上の兄がいる。優しくて頭もよくて、いつも私を守ってくれた。

　兄は今、有名大学の准教授をしている。

「藤原さんだって優秀だよ」

　滝川さんが褒めてくれたが、小さく笑って否定した。

「兄に比べたら全然ですよ。ここ、ラーメンも餃子も美味しいですね」

　子供の頃のことを思い出してしまい、少し胸が痛む。

　笑って話を逸そらし、それ以上プライベートの話はしなかった。

　食事を終え、会計をしようとしたら、北條さんが私の分まで払ってくれて焦った。

「あの、これ私の分です」

　千円札を財布から抜いて北條さんに差し出したが、断られてしまう。

「いらない。俺が誘ったから」

「でも……」

　千円札を握ったまま困惑する私の肩を、滝川さんがにこやかに叩いた。

「俺も奢おごってもらったし、素直にご馳ち走そうになれば？　ラーメン奢ったくらいで北條は破産しないって」

「……はい。北條さん、ありがとうございます。ご馳走になりました」

　渋々千円札をしまって北條さんに礼を言ったら、彼はクールに返した。

「どういたしまして」

　店を出て、ふたりに「今日はありがとうございました。遅くまで付き合わせてしまってすみません」と謝ったら笑われた。

「それ、部下が上司に言うセリフじゃないな」

「そうそう。藤原さんってホント真面目だね」

「あ……すみません。あの……では、今度こそこれで失礼します」

　これ以上変なことを言って笑われないうちに帰ろうとすると、再び北條さんに腕を掴まれた。

「そう慌てて帰るな。タクシー呼んだから」

「ヘ？」

　間抜けな声を発したその時、タクシーが二台やって来た。

「あの……私は家が遠いので電車で」

　最寄り駅の方に顔を向けるが、北條さんは腕を離してくれない。

「遠いならなおさらタクシーで帰れ。業務命令だ」

「そうだよ。もう日付変わってるし」

　ニコニコしながら滝川さんも相あい槌づちを打つものだから、強く言い返せない。

「いや……でもタクシーだと高くつくんですけど」

　遠回しに断ろうとしたが、やはりふたりが相手だと自分の意思を押し通すのは難しかった。

「つべこべ言わずに乗って帰れ。タクシーチケット渡してあるからお金の心配はしなくていい」

　北條さんに優しく肩を叩かれて、そのままタクシーに乗せられた。

「食事をご馳走になった上に、タクシーにまで乗せていただいてすみません」

　軽く頭を下げると、ふたりは小さく手を振った。

「気をつけて帰れよ、藤原」

「藤原さん、お疲れ～」

　タクシーが発進して後ろを振り返ると、ふたりはまだ私のタクシーを見送っていた。

　こんなところを北條さんと滝川さんのファンに見られたら睨まれそう。

　でも、家は西にし国こく分ぶん寺じだからタクシーで帰らせてもらって正直助かった。

　家に着くのは深夜の一時過ぎかな。

　バッグからスマホを取り出すと、兄からのメッセージが来ていた。

【報告したいことがあるから、明日の夜会えない？】

　兄は忙しい人で、いつも直前に連絡してくる。

「報告ってなんだろう？　結婚とかじゃないよね？」

　兄は顔も整っていて北條さんや滝川さんのようにモテるのだが、恋愛よりも遺跡に夢中で彼女がいたことがない。

【いいよ】と返すと、一分も経たないうちに返事が来た。

【明日また連絡する】

　お兄ちゃんからすぐに返事が来るなんてめずらしい。いつも数時間放置されるんだけど。

　クスッと笑ってスマホをバッグにしまい、車のシートに身を預けてアパートに着くまで眠った。

「お客さん、ここでいいですか？」

　運転手さんに声をかけられてパッと目を開けると、すぐ先に自分の住んでいるアパートが見えた。

「はい、ここでいいです。ありがとうございます」

　タクシーを降り、アパートの階段を上る。

　二階の一番右端が私の部屋。築二十五年の木造アパートで外観はボロボロ。

　その代わり家賃が安く、１Ｋで収納がいっぱいあるし、就職してからずっと住んでいるからそれなりに気に入っている。

　鍵を開けた時、違和感を覚えた。

「あれ？　今カチャッって鍵が開く感触がなかったような。疲れてるのかな。シャワー浴びて早く寝よう」

　ドアを開けて中に入り、玄関のすぐそばの洗濯機を見て思い出す。

「あっ、そう言えば、下着洗って脱水したままだった」

　慌てて上がって洗濯機の蓋を開け、中を覗くと、下着がない。

　あれ？

　首を傾げながら部屋の中に入ったら、洗濯物干しにしっかり下着が干してあった。

「私ボケてるのかな？　ちゃんと干してあるじゃない。記憶はないけど、いつもの習慣で干したんだな、きっと」

　そう結論づけて、シャワーを浴びるとすぐにベッドに入った。

　今日はいろいろあって疲れた。

　明日北條さんに会ったら改めてお礼を言わないと……。

　それにしても、北條さんと滝川さんが私の先輩だったなんて世の中狭いな。

「お兄ちゃんに会ったらこの話……しよ……う」

　もう……ダメ。電池切れ……。

　あまりに疲れていて、その夜は横になってすぐに眠りについた。










上司の家に居候することになりました




「あれっ、今日藤原さん眼鏡なんですね。なんか藤原女史って呼びたくなります」

　次の日、客先から戻ってきた朝井くんが私を見てそんなコメントをする。

「今日は目がちょっと痛くてコンタクトできなかったの」

　実は朝寝坊してコンタクトと化粧をする暇がなかったなんて恥ずかしくて言えない。

　メイクは会社に着いてからしたけど、朝バッタリ滝川さんに会ってノーメイクの顔を見られた。

『寝坊した？　藤原さん、メイクしてないと高校生みたいだね。かわいい』

　まあ面と向かって不細工とは言えないよね。

　フェミニストの彼なりの優しさだったんだと思う。

　もう恥ずかしくて滝川さんになにも言い返せなかった。

　朝井くんに突っ込まれたくなくて、すぐに話を変える。

「昨日は、発送作業手伝ってくれてありがとね」

「いえいえ、あんまり手伝えませんでしたけど。昨夜は結局何時に帰ったんですか？」

　優しい彼は、私がどれだけ残業したか気になるのだろう。

「北條さんと滝川さんが手伝ってくれてね、日付変わる前には帰ったよ」

　私の話を聞いて、朝井くんは興奮気味に言う。

「それはすごいメンツですね。光速で終わらせそう。その場にいたかったな。内職みたいな作業するふたりは滅多に見られないし」

「かなりレアだよね。上司にやらせるのが申し訳なくてずっと緊張してたよ」

　それできっとあんな大きい音でお腹が鳴ったんだわ。

　今思い出しても恥ずかしい。あのお腹の音を、社内一の美形エリートの北條さんに聞かれたなんて……。

　彼の記憶を消しゴムで消したいよ。

　その北條さんは滝川さんから聞いた話によると、昼休みに佐藤課長をミーティングルームに呼んで、一部の社員だけを贔ひい屓きするなと注意したらしい。

　私が逆恨みされないよう配慮してくれたのだろう。直接残業のことを注意すれば、私が北條さんに告げ口したように課長に思われるから。

　北條さんの心遣いに感謝だ。平和に仕事ができるのが一番だもの。

「なにがレアなんだ？」

　突然目の前に北條さんが現れてドキッとした。

　彼は朝から会議や打ち合わせがあって、今日顔を合わせるのは初めて。

「いえ、なんでもありません。昨日はいろいろとありがとうございました」

　緩んだ表情を引きしめながら礼を言うと、彼はふっと微笑した。

「眼鏡だとますます優等生に見えるな。今日は残業せずに帰れよ」

　北條さんにも寝坊したってバレてそう。

「はい」

　苦笑いしながら頷くと、彼は滝川さんに呼ばれて行ってしまった。

「北條さん、あんな風に笑うんですね。いつも無表情なのに」

　北條さんの後ろ姿を見送りながら朝井くんが少し意外そうに言う。

「私も昨日一緒に仕事して印象変わった。ここだけの話、今まで結構苦手だったんだけど、発送作業のような仕事も手伝ってくれていい上司だなって見直したよ」

　声を潜めてそんな話をすれば、朝井くんは悪戯っぽく目を光らせた。

「惚ほれました？」

「それはないよ。上司は異性として見ないし、それに私は恋愛とか結婚に興味ないから」

　表情を変えずに即答すると、彼は驚いた顔をする。

「え？　じゃあ、今恋人いないんですか？」

「いないし、今後も作る気はないの。ひとりの方が気楽だもん」

「ふーん、でもまだまだ若いですし、考えも変わるかもしれませんよ。北條さん、超優良物件じゃないですか」

　朝井くんの言葉を聞いても、心は少しも動かなかった。

「でも、どんなにイケメンでお金や地位があっても、愛がなければ不幸になるよ。それに……永遠に続く愛なんてない」

　ポツリと呟いたその時、栗田さんがやって来た。

「朝井さーん、今度合コンやりませんか？」

　彼女は慣れ慣れしく朝井くんの腕に手を絡めるが、彼はその手を外しながらにっこりと微笑んだ。

「悪いけど、今欧州の商品発表の準備で忙しいから、またの機会にね」

「あー、残念。次は絶対ですよ」

　少し拗ねた様子で念押しする彼女を、彼は笑顔で軽くあしらう。

「はいはい」

　さすが朝井くん。女の子への対応慣れてるな。

「あっ、藤原さん、今日私テニススクールがあるんで、資料の取り纏まとめをお願いします。今さっき、メールで資料送っておきました」

　テニススクールに行くのは、個人の趣味であって仕事ではない。

　自分の仕事は最後まで責任を持ってしなさい……と言いたいところだけど、専務の親戚にあたる彼女に強く言えば私の身が危なくなる。

　私にはもう頼れる実家なんてないから、会社を首になるわけにはいかないのだ。

「そう。じゃあ、私の方でやっておくね」

　笑顔を作って返事をすると、彼女のメールをチェックした。

　添付ファイルを開けば、なにもやっていない資料ばかり。でも、中途半端な状態で渡されるよりはいいかも。

　そう前向きに考えて、資料をさっさと纏めていく。

　今日は兄との約束もあるし、深夜まで残業する気はない。

「いいんですか？　引き受けちゃって。明日のプレゼン資料だってありますよね」

　朝井くんが心配そうな顔をするので笑ってみせた。

「プレゼン資料の作成はもう終わってるから大丈夫。それに、私がやらなくても、結局誰かがやる羽目になるでしょう？」

「まあそうですけど、先輩甘すぎですよ」

　彼は栗田さんにチラッと目をやり、軽く溜め息をついた。

　甘いんじゃない。自分を守りたいだけのズルい女なんだ。

　こんな自分は嫌なのに、もう別の生き方はできない。

　その後、定時過ぎに仕事を終えると、兄からＬＩＮＥが来ていた。

【十九時にイタリアンの店を予約したから来て】

　文面はそれだけで、店の名前と地図が添付されていた。

　店をちゃんと予約して連絡くれるなんて、約束や時間にルーズなお兄ちゃんにしては上出来。

　メッセージを見てクスッと笑う。

　店は銀ぎん座ざにあり、うちの会社から十五分ほど歩いたところにあった。

　地下へ続く階段を下りると、重厚な赤いドアがあって黒いスーツに身を包んだ男性に「いらっしゃいませ」と丁重に迎えられる。

「藤原の名前で予約してあると思うんですけど」

　そう伝えて案内されたのは、四畳くらいの広さで壁がドームになっている個室。

　中に入ると、兄……藤原亮りょう太たが奥の席に座っていて、私に気付いて手をあげた。

「よお、久しぶり」

　シルバーフレームの眼鏡に、黒髪の天然パーマでちょっとボサボサの頭は相変わらず。髪に関しては無頓着だけれど、兄は服装にはこだわりを持っている。

　千鳥格子のエルボーパッチ付きジャケットにジーンズというのが、兄のお気に入りのスタイル。

「お兄ちゃん久しぶり。変わりなさそうだね」

　兄の対面の席に座るが、フォークやグラスは三人分セットされていて不思議に思った。

「他に誰か来るの？」

　私が尋ねると、兄はにこやかに答える。

「ああ。親友も呼んだんだ」

「お兄ちゃんの親友？」

　なんでお兄ちゃんの親友も来るんだろう。

　首を傾かしげてさらに説明を求めたら、兄はコクッと頷いて突然声をあげた。

「そう。お前も知ってる奴。あっ、来た！」

　私も知ってる？　そのヒントじゃ全然わからないんですけど。

　兄の声に反応して入り口の方に目を向けると、思わぬ人物がいた。

「北條……さん？」

　口元に笑みを湛たたえながら、私の隣の席に座る北條さんを呆あっ気けに取られながら見つめる私。

「今日は残業にはならなかったようだな」

　私を見てクスッと笑う北條さんに、兄が声をかける。

「お前も時間通りでよかったよ。紹介は必要ないよな？」

「ああ。ついさっき会社で会ったし」

　北條さんが私をチラッと見て兄に返事をするが、私はまだこの状況についていけずにいた。

「え？　え？　北條さんは私が親友の妹だって知ってたんですか？」

　半ば混乱した頭で北條さんに問えば、彼はニヤリとした。

「昨日藤原が同じ学校の出身って聞いてピンときた」

　ああ！　ラーメン屋にいる時、兄弟がいるか聞いたのは、お兄ちゃんを知っていたからだったんだ。

「俺も今朝優から話聞いた時は驚いたよ。ホント、偶然ってあるんだな。梨乃と優の勤務先が同じで、しかも梨乃の上司が優なんてさあ」

　兄が私と北條さんを見て大おお袈げ裟さに驚いてみせるが、その目は笑っている。

　この目。ひょっとして兄はずっと前から知っていたのかも。

　考えてみたら、兄と北條さんは同い年。

　兄も中、高と生徒会の役員をしていた。ということは、滝川さんとも顔見知りか友達なのだろう。

　北條さんたちの勤務先くらい知っていたはず。

　兄は私にそのことを教えるタイミングを逃してしまって、なんとかごまかそうとしている……といったところか。

「でも、どうして今日は北條さんも呼んだの？　私をビックリさせるため？」

　咎とがめるような口調で聞いたら、兄はもったいぶった言い方をした。

「いや、お前に報告することがあってさ」

　それは昨夜のＬＩＮＥで知っているが、どんな報告かは想像つかない。

「結婚とかじゃないわよね？」

　あり得ないと思うが一応確認すると兄は爆笑し、あっけらかんとした顔で告げた。

「その報告は多分、一生ないな。実は俺、恩師に呼ばれてイギリスの大学で教きょう鞭べんを執ることになったんだ」

　その報告に一瞬頭が真っ白になる。

「イギリスに行くの？　いつから？」

　北條さんの存在を忘れ、テーブルに身を乗り出しながら兄を質問攻めにする。

「うん。明日から」

　驚く私とは対照的に落ち着いた様子で答える兄。

「そんなに早く……。でも、お兄ちゃんずっとイギリス行きたかったもんね。おめでとう！　祝杯あげよう！」

　とびきりの笑顔で言って、ドリンクのメニューを手に取った。

　かなりショックだったが、イギリスに行くのは兄の夢だったし、笑って兄を送り出そうと思ったのだ。

　でも、私の心情は兄にはバレバレだったようで……。

「そんな寂しそうな顔するなよ。お前のことを頼みたくて優を呼んだんだ」

　兄の意図がイマイチわからず、メニューを持ったままキョトンとする。

「私のことを頼む？」

「お前、俺しか頼れないだろ？　でも、イギリスに行ったら、なにかあってもすぐに駆けつけてやれないからさ」

　実は私の両親は離婚していて、父も母も再婚してそれぞれ新しい家庭を持っている。

　私が小学四年生の時に両親は別居し、その一年後に離婚した。その時父にも母にももう恋人がいたこともあって、中学くらいからほぼ兄とふたり暮らしの生活をしていた。それからは、兄が私の保護者だったんだ。

　私が就職をしてアパートを借りる時も、兄は保証人になってくれた。

　でも、私ももう子供じゃない。二十七歳の大人だ。

「お兄ちゃん、大丈夫だよ。ひとりでちゃんとやっていけるから」

「まあまあ、そうムキになるな。兄ちゃんの自己満足だよ。優に任せておけば、安心してイギリス行けるからさあ」

　兄はそう言うが、多分私のことがすごく気がかりなんだと思う。

　今までどれだけ兄の存在に助けられたか。

「……お兄ちゃん」

　少し涙ぐむも、兄の次の発言で涙が一気に引っ込んだ。

「ってことで、ふたりとも連絡先交換しといて」

「あっ、会社に行けば、北條さんの公用携帯の番号わかるから」

　慌てて断ろうとしたが、私と兄のやり取りをずっと静観していた北條さんが口を挟んだ。

「登録してなきゃ意味がない。ほら、スマホ出せ」

　上司に命令されては仕方がない。

「……はい」

　バッグからゆっくりとスマホを取り出す私を見て、北條さんはボソッと言った。

「……嫌そうだな」

「いえ……その……北條さんに迷惑をかけたくなくて」

　できれば仕事以外であまり接したくない。だって、北條さんのファンに睨まれる。

　本音は口にせず、そう言い訳したら彼は穏やかな声で告げた。

「親友の大事な妹だ。迷惑だなんて思わない。俺を本当の兄と思えばいい」

　それはかなり無理があるんですけど。

　血も繋つながってないし、おまけに上司ですよ。

　多分、実際に頼ることはないだろう。

「はい。北條さん、どうもありがとうございます」

　彼のメンツを潰しては悪いと思い、それ以上反論せずに礼を言う。

　それからシャンパンを頼んで祝杯をあげ、食事を楽しんでいたのだけれど、不意にあることが気になって兄に尋ねた。

「ねえ、お兄ちゃんが高校の時、友達のお母さんがくれたって言ってコーンクリームコロッケとか、肉じゃがとかよく持って帰ってきたじゃない？　その友達ってひょっとして北條さん？」

　兄は友達の家から帰るといつも大量の料理を持って帰ってきた。

　お袋の味的な筑ちく前ぜん煮にや玉子焼きから、お洒しゃ落れなビーフストロガノフや自家製ローストビーフまで様々な料理で、私も兄もお代わりできないのが悲しかったくらい喜んで食べたものだ。

「ああ。優にはうちの家庭の事情話してあってさ。そしたら優のお母さんが『家で妹さんと食べて』ってお邪魔するたびに持たせてくれたんだ」

　昔を懐かしむように語る兄の話に相槌を打った。

「そうだったんだ。北條さんのお母さまって料理上手ですね」

　北條さんに目を向けると、彼は少し苦笑いしながらお母さまのことを語った。

「料理が趣味みたいなものだからな。俺に試食させたくてしょっちゅう電話がかかってくる」

「仲がいいんですね。羨ましい」

　私の母は電話すらかけてこない。

　胸がチクッとするのを感じながらもクスッと笑ってそんなコメントをしたら、北條さんは悪戯っぽく目を光らせた。

「うちの母親貸そうか？」

「本とかじゃないんだから貸し借りできませんよ」

　ハハッと笑って返すが、本気でレンタル母を考えようかと思った。

　たまに食事とか買い物に行けたら素敵だな。

　レンタル彼氏とかは聞いたことあるけど、母親のレンタルもあるんだろうか？

　そんな想像をしてひとりニンマリしていたら、兄に突っ込まれた。

「お前、昔はお母さん子だったもんな。本気で優の母さんレンタルしたら？」

「いや、そんなの親友のお母さんにだって頼めないよ」

　きっぱりと断るが、北條さんもふっと笑みを浮かべてからかってきた。

「遠慮しなくていいのにな」

「北條さんもやめてくださいよ」

　お酒を飲んで少し気が大きくなってしまったのか、つい北條さんの背中をバシッと叩いてしまった。

　ハッと我に返ったが、彼は気を悪くした様子もなく、おもしろそうに声をあげて笑う。

「藤原の妹って清せい楚そなお嬢さんタイプかと思ったら、結構元気なんだな」

「うちの梨乃は猫かぶりなんだよ」

　兄も私の本性を暴露するものだから焦った。

「ちょ……ちょっとお兄ちゃん！　北條さんの前で変なこと言わないで。私の上司なんだから」

　私に注意されても、兄は平然とした顔で言い放つ。

「今はプライベートな時間なんだから、いいじゃないか。ただの優と梨乃でさ」

「確かに」

　北條さんも笑顔で兄の意見に同意するが、私はそんなふたりをじっとりと見た。

　兄がいなければ、私と北條さんはただの上司と部下ですよ。

「あっ、デザートワゴンが来たけど、梨乃なににする？　洋梨のタルトとかモンブランもあるぞ」

　兄の声で個室の入り口に目をやると、店員さんがワゴンを運んできてパッと笑顔になる。

　本当は全部と言いたいところだが、やはり北條さんの存在が気になった。

　きっと全種類食べたら引かれるだろう。

「洋梨のタルトで」

　グッとこらえて答える私を見て、兄はニヤニヤしながら呟いた。

「ひとつだけなんてめずらしい」

　そんな兄をギロッと睨みつけていたのだが、洋梨のタルトが目の前に置かれて思わずニンマリした。

　昨日ケーキバイキングに行けなかったせいだろうか。ケーキが神々しく見える。

「いただきます」

　兄と北條さんを放置し、タルトをパクッと口にする。

　ああ～、美味しい。洋梨の甘さと、タルトの生地のサクサク感がたまらない。

　幸せに浸る私を北條さんが興味深げにジッと見ていたことにも気付かず、タルトを堪たん能のうする。

　その後、兄がタクシーを呼んでくれて、店の前で兄と北條さんと別れた。

「梨乃、これ、お小遣い」

　兄が長財布から五万円抜いて、私に差し出す。

「いいよ。私も働いてるし」

　断るが、兄は強引に私の手にお金を握らせる。

「いいから受け取っておけ。兄ちゃんにもいいカッコさせろよ」

　ニパッと笑う兄を見て、また涙が込み上げて来た。

「お兄ちゃん、イギリス行ってもあんまり夜更かししちゃダメよ」

　兄は集中して仕事をしていると、時間を忘れて文献を読み漁あさる。

「うん」

「ちゃんとベッドで寝るのよ」

「うん」

「食事するの忘れないでね」

　思いついたことを言うが、兄はニコニコしながら返事をした。

「うん。お前もあんまり頑張りすぎるなよ。なにかあったら必ず優を頼れ」

　兄はクシュッと私の頭を撫なでて北條さんに目をやる。

「そうそう。第二の兄だから、どんな我わが儘ままでも聞くぞ。この年になって妹ができるとは思わなかったが」

　北條さんと滝川さんのコンビも息がピッタリだと思ったけど、このふたりも相当仲がいいのだろう。同じノリで私を弄る。

「北條さん、妹が欲しいならよそを探してください。じゃあ、お兄ちゃん、気をつけて行ってきてね」

　少し呆あきれ顔で北條さんに言って、兄に別れの挨拶をする。

「お前も身体に気をつけろよ。あと、結婚が決まったらすぐに連絡くれよ」

「それは待つだけ無駄。北條さん、今日もありがとうございました」

　軽く頭を下げると、北條さんは穏やかな目をして私に告げた。

「ああ、また明日」

　彼の顔を見て頷いて、タクシーの運転手に声をかけた。

「西国分寺までお願いします」

　タクシーが静かに発進し、兄と北條さんの姿が少しずつ遠ざかる。

　車のシートに持たれかかりながら、夜の街の風景をぼんやりと眺めた。

　最近お兄ちゃんと頻繁に会っていたわけではないけれど、お互い都内にいたからいつでも会えるという安心感があった。

　でも、兄は明日イギリスに発たつ。

　私……ついにひとりになっちゃうのか。

　頑張らないとね。

　もう頼れるのは自分だけ。もっと強くならなきゃ。

　心の中でそう誓った。




　次の日、いつもと変わらない日常がやって来た。

　今日は北條さんも滝川さんも茨いばら城きにある工場の生産ラインの確認に行っていて、終日不在。

　ふたりがいないと、俄が然ぜん元気になるのが佐藤課長。

「藤原さん、これやっといて」とアンケートの調査結果の集計を頼まれる。

　これも入社一年目の新人の仕事だが、栗田さんは席を外していた。

　どこで油を売っているのだろう？

　課長も北條さんが注意したはずなのに全然懲りていないようだ。それはバックに専務がいるからだろうか？

　ああ～、そんな疑問を持つ時間ももったいない。

　黙々と仕事をして午後十一時半に終わらせた。

「あー、なんか目がチカチカする」

　席から立ち上がり、両目を押さえていたら、靴音が聞こえてハッとした。

　今、このフロアに私ひとりしかいないせいか、普段気にしない音にも敏感になってしまう。

　誰かの影が入り口のガラス窓に映ったような気がしたが、誰も入ってこなかった。

　警備員さんかな？

　一瞬そう考えたが、少し怖くなってバッグを持って慌てて部屋を出ると、誰かにドンとぶつかった。

「キャッ！」と声をあげてよろける私。

　力強い手に支えられ、不審者かと思って咄とっ嗟さに身構える。

　その時、北條さんの声が耳元で聞こえた。

「藤原？　そんなに急いでどうした？」

　なんだ。北條さんか。

　彼の顔を見てホッとする。

　北條さんの隣には滝川さんがいて、少し怪け訝げんな顔をしていた。

「藤原さん、少し顔青いけど、なにかあった？」

「すみません。男性の靴音がしてちょっと怖くなって……」

　顔を引きつらせながらふたりに説明すると、北條さんが私の腕を掴んだ。

「またこんな遅くまでひとりで残業するからだ……ってお前を責めても仕方ないな。佐藤課長に頼まれたんだろ？　滝川、俺は彼女を送っていくから、報告書をメールしておいてくれ」

「はいはい。藤原さん、お疲れ」

　ふたりの間で勝手に話が進み、北條さんに地下の駐車場に連れて行かれる。

「ほら、早く乗って」

　白いドイツ車の前で彼に言われたが、躊ちゅう躇ちょした。

「あの……私はひとりで帰れますから。それに家は西国分寺で遠いんです」

　動揺していてそのままついて来てしまったけど、うちまで送ってもらうのは申し訳ない。

「そんな血色のない顔で言われても説得力がない。それに遠いならなおさらひとりで帰せないだろう？」

　厳しい顔で北條さんに問われ、「はい」と小声で返事をする。

　助手席側の後部座席のドアを開けたら、彼が眉間にシワを寄せながら突っ込んだ。

「なぜ、助手席に座らない？」

「え？　あの……助手席に座ったら彼女さんが嫌がるかなって」

　私……なにかおかしな行動した？

　恐る恐るそんな理由を口にする私に向かって、彼はクスッと笑う。

「変な心配するな。今彼女はいないから」

　彼の言ったことが信じられなかった。

「いないんですか？　北條さんなら五、六人くらいいそうなのに」

　私の発言に北條さんは一瞬目をパチクリさせた。

「お前の中で俺はそんなイメージなんだな。それだけ女がいたら、彼女とは言えないだろ？」

　彼の話に素直に頷けばよかったのだけど、いろいろ疲れていて余計なことを口にしてしまう。

「あの……北條さんや滝川さんはすごくモテそうだから」

「それはどうも。随分高く評価されたものだな」

　北條さんの皮肉にマズいと思って謝った。

「……すみません」

　もう言い訳も思いつかない。

　口を開けば失言ばかり。

　しゅんとする私を見て、北條さんは溜め息交じりに命じた。

「梨乃、乗れ」

　へ？　梨乃？

　首を傾げる私に彼は穏やかな声で告げ、腕時計に目をやった。

「もう仕事は終わった。今からお前は俺の妹だよ。いいから、乗れ。もう駐車場に着いて五分経たっている」

「はい」

　とりあえず返事をして車に乗り、シートベルトをする。だが、隣に上司がいるというのが落ち着かない。

　やっぱり後部座席の方がよかったな。うちのアパートまで一時間はかかる。

　そんな長い時間、彼と密室にいることに耐えられるだろうか？

　これが本当にお兄ちゃんなら、家まで寝てられるのに。

「梨乃、すごく困った顔してる。カーナビに住所入力するから教えて」

　北條さんの言葉にギクッとする。

　私ってそんなに顔に出てるのだろうか。

「国分寺市西にし恋こいケが窪くぼ五丁目です」

　北條さんはカーナビに住所を入力すると、車を発進させた。

　シートは革だし、見るからに高級そうな車だ。

「北條さん、車好きなんですか？」

　なにか話そうと思いついたことを口にしたら、彼は正面を見据えたまま言った。

「まあな。その北條さんとか言うの、会社にいない時はやめろ。仕事を思い出す。優でいい。俺もお前を梨乃と呼ぶから」

　絶対に無理。

　それにしても北條さん、兄との約束を守るなんて律儀すぎるよ。適当に聞き流してくれればいいのに。

「ちょっと……待ってください。そんなの無理ですし、兄の頼みなんて忘れてください。北條さんに迷惑はかけたくありません」

　私なりに気を使ったつもりだが、彼は嫌味なくらい冷淡な口調で言い返した。

「何度も同じことを言わせるな。今は仕事も終わったし、切り替えろよ」

　頭ごなしに言われてカチンときたが、反論したらまた言い返される。

　黙って口を閉じていたら、北條さんの運転がうまいせいか不覚にもうとうとしてしまい、アパートに着くまでそのまま寝てしまった。

「……梨乃、着いたぞ」

　北條さんに肩を叩かれ、パッと目を開ける。

　……嘘。寝てた？

「すみません。寝ちゃって。送っていただいてありがとうございました」

　恥ずかしくて北條さんの顔も見られない。

　手て櫛ぐしでさっと髪を直し、シートベルトを外して車を降りる。

「おやすみなさい」

　ペコリと頭を下げて自分の部屋に向かうが、北條さんの車はまだあった。

　多分、私が部屋に入るまで見届けるつもりなのだろう。

　ホント紳士だわ。

　親友の妹だからってそこまでしなくてもいいのに。

　バッグから部屋の鍵を取り出してドアを開けようとするが、すでに鍵は開いていた。

　今朝しっかり鍵を閉めたはずだ。それはちゃんと覚えてる。

　なのに、なんで鍵が開いているの？

　ドアノブに手をかけ、ドアを十センチほど開けてみたら、男性物のシューズが玄関にあるのが見えて、血の気が引いた。

　兄はイギリスに行ってしまった。

　じゃあ、この靴は誰の？

　視線を部屋の奥に向ければ、後ろ姿で顔は見えないが、男性が私の愛用のマグカップでなにかを飲みながらテレビを見て寛いでいる。

「ど、泥棒～！」

　思わず叫んだら、男は窓をガラッと開けてベランダへ逃げた。

　それを見て玄関前でへなへなと倒れ込んだら、北條さんがやって来た。

「どうした？　なにか叫んでいたようだが」

「ど、泥棒が私の部屋に……窓から逃げて……」

　ショックを受けながらポツリポツリと話すと、彼は私の部屋に靴を脱いで上がって窓の外をチェックする。

「……もういないな。テレビはつけっ放し、なにか飲んだのかマグカップもある」

　そう呟いて北條さんは私のところに戻って来た。

　玄関のシューズを見て、「これどう見ても梨乃のじゃないな。お前の兄の物でもないだろう？」と私に尋ねる。

「……はい」

　呆ぼう然ぜんとしてしまって、それしか言葉が出なかった。

「部屋は荒らされてないけど、警察が来るまでこのままにしておこう」

　北條さんはスマホを取り出して、警察に連絡する。

　十分ほどで警察がやって来ていろいろ聞かれるが、頭が混乱していてうまく答えられなかった。

「数日前も……鍵が開いていたかもしれないです」

　私の話を聞いて警察の人は、「鍵を変えた方がいいですよ。ただの空き巣ではないかもしれないので、しばらくはご家族と暮らした方がいいですね」と私にアドバイスする。

　犯人は逃走中。

　兄はイギリスに行ってしまって頼れる人はいない。

　それに犯人は私のことを知っているかもしれないけれど、私は犯人の顔すら見ていないのだ。

　そう考えるとブルッと身体が震え、この部屋に入るのも怖くなった。

　物を盗むんじゃなくて、私の部屋で寛いでいた。怖いし……気持ち悪い。

　それに、空き巣は私の持ち物すべてに触れたかもしれない。

　しばらくすると、北條さんが呼んだのか、大家さんと鍵屋も来てドアの鍵を取り換えてくれた。

　ずっと放心していた私に北條さんが優しく声をかける。

「梨乃、貴重品と数日分の着替え用意して」

　言われるまま機械的に動いてスーツケースに荷物を詰め込むと、彼は私の手を掴んだ。

「行くぞ」

　なにも考えずにまた北條さんの車に乗り込む。

　頭の中は真っ白。

　彼がなにか言っても、全然頭に入ってこなかった。

　これは……夢なんだ。

　現実にこんな怖いことがあるはずない。

　自分に暗示をかけるように、何度も言い聞かせる。

　気付けばどこかの地下駐車場に車が停められていた。

　シートベルトを外しながら北條さんが「着いたぞ」と私に声をかける。

　だが、私はすぐに反応できず、正面を見据えたままシートに座っていた。

　痺しびれを切らした彼が、助手席のドアを開けて私を車から降ろす。

「ほら、しっかりしろ」

　彼に手を引かれ、駐車場からエレベーターに乗って最上階へ。

　ある部屋の前で立ち止まり、北條さんが慣れた手つきでドアを開ける。

　おそらくここが彼の家なのだろう。

　豪華な高級マンション。

　ようやく頭が働くようになったのか、急に周囲の景色が目に飛び込んできてハッとする。

　私……気が動転していてなにも考えずについてきてしまった。

「さあ、入って」

　トンと背中を押されても、動けなかった。

「あの……お邪魔するのは申し訳ないので、どこかホテルに泊まります。今日はいろいろご迷惑おかけして……！」

　頭を下げてこの場から去ろうとしたが、彼に急せかされ玄関に入ってしまった。

「いいから、早く。グズグズしてると靴脱がすぞ」

　この人なら本当にやりそうだ。

「……はい」

　もう今は抵抗する気力もない。

　観念してパンプスを脱いで中に入ると、広いリビングに通された。

　三十畳くらいありそう。

　ドアの前で突っ立っていたら、彼が目の前のブラウンのソファを指差した。

「そこ座ってて」

　逆らわずにバッグを持ったままソファに腰かける。

　私のアパートにいたあの男、いつから部屋に侵入するようになったのだろう。

　考えてみたら、洗濯物を干したのだって今日後ろ姿を見たあの空き巣かもしれない。

　いったいなにが目的だったのか。

　部屋のものはなにも盗まれていなかった。

　でも、知らない人が私のいない間に部屋に頻繁に侵入していたと思うと、ゾクッとする。

　犯人が捕まってないから、アパートには怖くて帰れない。でも、私には頼れる実家なんてない。

　これからどうしたらいい？

　自問自答する私の視界に北條さんの顔が映った。

「これ飲めよ。少しは落ち着くから」

　彼が私に差し出したのは、マグカップに入ったココア。

　甘い匂いに心が少し癒やされる。

「……ありがとうございます」

　礼を言ってココアを受け取り、口に運ぶ。

　ほんのり甘く、ちょっとビターで大人な味。

「今日はそれ飲んだら寝ろ。もう午前三時過ぎだし、ホテル探すとか言うなよ。そっちの方が俺にとって迷惑だから」

　俺様な言い方だけど、私を気遣っているのだろう。

「すみません」

「謝るな。俺がいてまだよかったよ。梨乃ひとりだったら途方に暮れていただろ？」

　北條さんの言う通り、警察や鍵の手配は彼がやってくれた。

　彼がいなかったら、アパートでずっと放心していたかも。

　ココアを飲み終えると、北條さんはリビングの隣にあるゲストルームに案内してくれた。

「ここ、昨日亮太が泊まった部屋。シーツの替えを持って来るからちょっと待ってろ」

　踵きびすを返す彼に向かって慌てて断った。

「いえ、いいです。すぐに横になりたいから」

「そうか。洗面所は向かい側だ。なにも考えずに寝ろよ。おやすみ」

　クシュッと彼が私の頭を撫で、私のスーツケースを運び入れてから部屋を出て行く。

　ゲストルームは十畳くらいでベッドが置かれただけのシンプルな部屋だった。

　スーツケースを開けて部屋着に着替え、洗面所で歯磨きをすると、ゲストルームのベッドに横になる。

　ベッドは見るからに高級そうで寝心地はいい。それに、私の安いアパートと違って物音はしない。

　とても静かだ。なのに、頭がパニック状態で眠れない。

　ひとりになると急に涙が込み上げてきて、むせび泣いた。

　怖い思いをしたせいだろうか。

　いつもより身体が冷たく感じた。

　空き巣がうちでテレビを見ていた光景が、何度も頭に浮かぶ。

　考えるだけで怖くて……気が変になりそう。

　こんな風に泣いたのは、父が家を出て行った日以来かもしれない。

　あの時はとにかく自分を責めた。

　私がお兄ちゃんみたいに頭がよかったら、父と母は笑っていられたのにって……。

　私の存在が家族を不幸にした。

　今、私の身に起きていることは、その報いなんだと思う。

　両親が離婚したのは私のせい。

　私がいなければ兄だって父と母と仲よく暮らしていたかもしれない。

「私なんか……生まれて来なければよかった」

　生きている価値なんてない。

　嗚お咽えつを漏らしながらそんな言葉を口にしたら、突然部屋のドアが開いて、北條さんが入ってきた。

「梨乃？」

　彼に名前を呼ばれたが、自分の激情を抑えることができなかった。

「……生まれなければよかったのに！」

　大人になっても抜け出せない心の闇。

　拳を握ってベッドを叩く私の頭を、北條さんがベッドに腰かけて優しく撫でた。

「怖かったよな。好きなだけ泣けよ」

　自分が嫌いだ。

　私の存在をこの世から消せたらって何度思っただろう。

　彼の言葉が胸に染みて、その夜は涙が枯れるまで泣いた。










彼と過ごす休日




『お父さん、見て見て～。今日の算数のテスト、百点だったよ』

　夕飯を食べ終え、リビングのソファでテレビを観ていた父に学校から持って帰ってきた算数のテスト用紙を見せた。

　いつも深夜に帰宅する父が、私が起きている時間に帰ってくるのはめずらしい。

『おっ、すごいじゃないか、梨乃。頑張ったな』

　父が優しく微笑んで私の頭を撫でると、その隣で参考書を読んでいた兄が顔を上げて私に目を向けた。

『梨乃、父さんに褒めてもらいたくて頑張ったもんな』

『うん。お父さん、今度私に勉強教えて！　大きくなったら私お父さんの仕事手伝いたい』

　私の将来の夢を語ると、父は嬉うれしそうに頬を緩めた。

　エリート弁護士の父は私の自慢。パラリーガルになって、大好きな父と一緒に困っている人を助けたい。

『そうか。じゃあ、たくさん勉強しないとな』

『約束よ、お父さん』

　父と指切りをしようとしたら、キッチンで後片付けをしていた母に注意された。

『梨乃、無理言わない。お父さんは忙しいんだから。宿題は終わったの？』

『お、終わったよ』

　母の言い方がキツくて少しビクビクしながら答える。

　最近、母は私に厳しくなった。

　昔は優しかったのに、今は顔を合わせれば怒ってばかり。

　兄が誤って皿を割っても叱られないけれど、私がやると雷が落ちる。

『だったら自分の部屋で明日の予習でもしてなさい』

　私を見据えてどこか苛いら立だたしげに命じる母を父が窘たしなめた。

『おい、まだ梨乃は四年生だぞ。宿題が終わっていればいいじゃないか』

『梨乃はお兄ちゃんと違って理解力が足りないの。今のうちからちゃんと勉強をしないといい中学に入れなくなるわ』

　母がリビングにやって来て反論すると、父は冷たく言い放った。

『お前、神経質になりすぎだ。梨乃がかわいそうだろ』

『私が神経質ですって？』

　父の言葉がショックだったのか、母は声を荒らげた。

　その声を聞いて身体が強こわ張ばる。私のことで両親が揉もめるのは嫌だった。

『梨乃、おいで』

　兄が空気を察して私の手を掴み、二階にある自分の部屋に連れて行く。

『なにか音楽でも聞く？　梨乃の好きなアイドルでもいいよ』

　兄が温かい目で私を誘うが、その時両親が激しく言い争う声が階下から聞こえてきて、思わず耳を塞いだ。

『私が神経質ならあなたは無神経よ。わ、私はいつだって家族のことを考えてきたわ。どうして……そんなひどいこと言うの！』

『それならもっと梨乃に優しくしろよ』

　強く耳を塞いでもふたりの声は聞こえてきて、身体がブルブルと震えた。

『梨乃、梨乃って私のことは全然気にしてくれないのね！』

　感情的になって責める母に、普段温厚な父は激げき昂こうする。

『もういい年して子供みたいなことを言うな！』

『よその女の人には優しいくせに！』

『なんだと！　それはお前が俺を束縛するからだろ！』

　ヒートアップする両親。私はなにもすることができなかった。

　ただただ怖くてどうしていいかわからない。

『私のせいだ。私のせいでお父さんとお母さん……喧けん嘩かになっちゃった』

　嗚咽を漏らして自分を責める私を、兄はそっと抱きしめた。

『聞いちゃダメだ。梨乃のせいじゃない』

　兄は否定したが、私は罪悪感に襲われた。

　私がお兄ちゃんみたいに勉強ができたら、お父さんもお母さんも喧嘩なんてしなかったに違いない。

　次の日、父は家を出て行き、両親は別居。父は私に別れの挨拶もしなかった。

　泣きじゃくる私に、母は冷たい視線を投げて言った。

『梨乃がいなければ、こんなことにはならなかったのよ』

『ごめ……ん……なさい。ごめん……なさい』

　泣きながら母に必死に謝る私。

『あんたなんて生まなきゃよかった』

　憎らしげに母が言って、そこでパッと目が覚めた。

　なにか冷たいと思ったら、涙で枕が濡れている。

「……夢か」

　ゆっくり起き上がると、手で涙を拭った。

　両親が離婚するきっかけを作ってしまった時のことをまた夢で見た。

　後で兄に聞いた話だが、当時父は浮気をしていて、母はそのことを知っていたのに離婚したくなくて見て見ぬ振りをしていたらしい。いつか父の気持ちが自分に戻ってくると思ったのだろう。だが、父は浮気相手と関係を続け、母には素っ気なく接した。

　父の愛情を得られなくなった母は父親似の兄を溺愛したが、私には冷たかった。きっと父が私には優しかったから嫉妬したのだ。母は私のことを自分の娘というよりは、恋敵のように見ていたのかもしれない。

　今考えると、母は父に愛されようと必死だった。だって、毎晩父の大好きな食事を作って、帰りを待っていたのだから。だが、父が母の手料理を食べることはほどんどなくて、その怒りの矛先は常に私に向けられた。

『ホント、お兄ちゃんと違って梨乃はできが悪いわね。お父さんが家に帰ってこないのは、あんたの成績が下がったからよ！』

『ごめんなさい、お母さん。次のテストは頑張るから』

　泣きながら謝るが、母に毎日怒られ続けてすっかり萎縮してしまった私は、次のテストもいい点が取れず、母に『あんたは本当に馬鹿よね。救いようがないわ』と罵られた。

　父は父でなにかと煩うるさく言ってくる母に嫌気が差したようだった。

　あの日、互いにずっと溜め込んでいたものが爆発して、大喧嘩した両親。きっかけを作ったのは私だ。

　兄が『遅かれ早かれ離婚してたよ。あの時より前に夫婦関係は破綻していたんだ。父さんと母さんの寝室別々だったしね』と私を慰めたが、心は少しも軽くならなかった。

　私がいなければ、家族は崩壊しなかったかもしれない。父が浮気相手と別れて、母とやり直した可能性もあったと思う。

　それに、父は離婚する時、私を引き取ってはくれなかった。父は私のことを大切に思っていると信じていたのに……。

　父にも母にも愛されなかった私。

　母の言葉じゃないけれど、どうして生まれてきてしまったのか。

　ああ、いけない！　もう昔のことは考えるな。

　パチンと頬を叩いて自分を叱しっ咤たする。

　昨日うちに空き巣が入って……嫌なことをいろいろ思い出してしまった。

　北條さんのマンションに連れて来てもらっても、ショックが大きくて泣いてしまったんだっけ。

　それで彼に慰められていつの間にか眠ってしまったようだ。

　北條さんを頼ることなんてないって思ってたのに、早速お世話になっちゃったな。

　今、何時だろう？

　カーテンの隙間から差し込む日差しはとても明るい。

　視線を彷徨さまよわせて時計を探したら、向かい側の壁に掛け時計があった。

「十一時……五十八分！」

　時刻を見て思わず目を疑う。

　今日は土曜で仕事は休みだけれど、上司の家に泊まった上に、お昼まで寝てるなんて私は馬鹿か！　図々しいにもほどがある。

　慌ててベッドを出て身支度を整えると、リビングに行って北條さんの姿を探した。

　北條さんは白いシャツに黒のジーンズというシンプルな出で立ちでソファに座っている。

　アウトドア系の雑誌を読んでいる姿がモデルみたいにカッコよくて、思いがけず見み惚とれてしまった。

「あっ、起きたのか？」

　北條さんが私に気付き、雑誌を閉じて横に置いた。

「はい。すみません。北條さんの家でこんなに寝ちゃうなんて」

　人の家でなにやってるんだろう。

　もう思い切り罵ってください。

　頭を下げて謝るが、北條さんは怒らず優しく私の身体をいたわる。

「それだけ疲れてたってことだ。気にするな。腹、減ってないか？」

　打ち合わせに遅れるとギロッと睨んで怖いのに、今日はとってもマイルド。

　北條さんに問われ、お腹に手を当ててしばし考えた。

「あまり空いてなくて……。あの、気にしないでください。後でコンビニでなにか買いますから」

　昨日の夜からなにも食べていないけど食欲はない。食べようとしても多分胃が受け付けないだろう。うちに空き巣が入ったのだから、食事どころではない。

　犯人は捕まっていないし、これからどうしたらいいのか。

　そんな私の不安を察してか、彼は元気づけるように言った。

「それじゃあ、いつになったら食べられるかわからない。スープでも飲んでおけよ。朝作っておいたんだ」

「いや、そんないいですよ」

　北條さんの手料理を私ごときがいただくなんて、身のほど知らずもいいとこだ。

　荷物まとめてすぐに出て行かないと。

「俺のスープは怖くて飲めないか？」

　北條さんのスーッと目を細めた表情が怖くて、渋々折れた。

「……飲ませていただきます」

「じゃあ、持ってくるから座って待ってて」

　言われるままソファに腰かけて、改めてリビングをじっくりと見る。

　テレビは五十インチ以上ありそう。

　壁には星や月の写真が何枚か飾られていた。

　天体が好きなのかな？

　ジッと月のパネルを眺めていたら、北條さんがスープカップを手に戻ってきた。

「さあ、どうぞ」

「ありがとうございます。壁の写真って北條さんが撮られたんですか？」

　パネルに目を向けると、北條さんは穏やかな目で微笑んだ。

「ああ、俺の趣味。ひとりで山に行って撮るんだ」

　夜とか毎晩パーティに行って女性をエスコートしているイメージなのに意外だ。

「素敵な趣味ですね」

「星とか眺めてると落ち着くんだよ。仕事でいろいろストレスもあるし」

　なにげなく言った彼の言葉に驚いて声をあげた。

「北條さんにもストレス、あるんですか？」

「上からのプレッシャーが半端ない。特に会長がな。まあ、俺のストレスの話はどうでもいい。昨日も言ったが、名字で呼ぶなよ。家なのにリラックスできないだろ？　あと、うちで敬語禁止」

　名前の呼び方や言葉遣いを注意されるが、素直に従えなかった。

「待ってください。目上の人に敬語を使わないのは抵抗がありますよ」

「だから、今の俺は梨乃の兄だって言っただろ？　亮太に敬語使うか？　当分うちに住むことになるだろうし、慣れるんだな」

　決定事項のように北條さんが言うのでギョッとした。

「当分って……これいただいたら、出て行きますから」

　これ以上北條さんに迷惑はかけられない。

　自分の主張を通そうとする私を、彼は呆れ顔で見る。

「梨乃は危機管理能力なさすぎ。今のアパートで暮らすのは許可できないし、すぐに条件の整った新しいところを探すなんて無理だろ？　それに、犯人はまだ捕まっていない。ひとりでいるのは危険だ」

「でも……北條さんに迷惑が」

　反論しようとしたら、彼は話を逸らした。

「だから、優だって何度言ったらわかる。呼んでみろ」

　怖い顔で言われ、小声で彼の名を口にする。

「ゆ、優……さん」

「『さん』付けは違和感があるから『優』でいい。もう一度」

　ダメ出しされるが、もう抵抗する気も失せて素直に従った。

「……優」

「それでいい。冷めないうちに飲めよ」

　優は満足げに頷いて、スープカップを指差す。

　そもそもこの人相手に反論する方が無謀なのかもしれない。

　社内一と言われる交渉術で海外の販路をたった半年で二倍に増やしてきた人に、私のようなひよっこが勝てるわけがない。

「いただきます」

　手を合わせてスープを飲むと、とても美味しかった。身体もあったまる。

「優さ……優も料理上手ですね……あっ、料理上手」

　ぎこちない口調で褒めたら、彼はニコッとした。

「梨乃の口に合ってよかったよ。それ食べたら出かけるから」

「え？　どこへ？」

　彼のペースについていけず、思わず聞き返した。

「ショッピングモールかな。いろいろ揃そろえる必要があるし」

「いろいろ？」

「日用品とか食器とか。今まで気ままなひとり暮らしだったからな」

　その言葉でピンときた。

　多分私のものを買うつもりだ。

　そこまで上司にさせるわけにはいかない。すでに多大な迷惑をかけているのだ。

「いや、私のためだったら、いいです。貴重な週末なので、優はゆっくり家で……！」

「俺も買いたいものがあるから、梨乃のはそのついでだ」

　私の言葉を遮ってふっと笑う彼。

　強引に事を進めても、気を使わせないようにするところはさすがだ。

　その後、優の車で郊外のショッピングモールにやって来たのだが、周囲を気にしながら彼から数歩離れて歩いていたら、怪訝な顔をされた。

「なんでそんな離れてる？」

「あの……その……会社の人に会ったらマズいと思って」

　今こんなやり取りをしているところも、誰か会社の人に見られているかもしれない。

　ハラハラしている私とは対照的に、優は平然としていた。

「別に不倫してるわけでもないし、会っても問題ないが」

　この人は……全然わかっていない。

「大問題です！　自分がどんなにモテてるか自覚ありますか？」

　優を真まっ直すぐに見据えて問うが、彼の答えを聞いてクラッとめまいがした。

「いや。まったく。学生時代はそれなりにモテていたが、今は告白もされてないからな」

　それでモテてないと解釈する優ってかなり鈍感なの？

「それは優が会社の偉い人だから、みんな告白は遠慮してるんです。うちの会社の女性社員の半分は優のファンですよ」

　語気を強める私を見て優はニヤリ。

「それ、ちゃんと統計取ったのか？　海外企画部にいるなら数字はちゃんと把握しろよ」

　急に上司口調で彼が突っ込むものだから、思わず引いた。

「と、取るわけないじゃないですか。社内の雰囲気でわかるんですよ」

「いいから、行くぞ。そんな離れてたらはぐれる」

　彼が私の腕を掴んで歩き出すが、私はなおも立ち止まって周囲を見回した。

「だから、会社の人に見られます」

「はぐれたら迷子の呼び出しするけど、それでもいいのか？」

　悪戯っぽく目を光らせる彼の脅しに閉口する。

　まったく、人を従わせることに長たけている人だ。

　しばらく無言で彼と歩いていたが、不意に彼が有名ブランド店が並ぶエリアで立ち止まった。

「好きなブランドとかあるか？」

「ブランド？　これといってないですよ」

　彼の質問の意図がわからず、少し首を傾げながら答える。

　化粧品も服も周りの友人に比べ、特にこだわりはない。

「じゃあ、適当に」

　優に連れて行かれたのは高級ブランド店。

「彼女のサイズで部屋着からオフィスカジュアルな服まで適当に揃えてくれませんか？　あと靴も」

　彼が店員に柔らかな笑顔でそう告げるものだから、慌ててしまった。

「ちょっと待って！　私、こんな高いブランド買えないですよ」

「問題ない。万が一の時のためのお金を亮太から預かっている」

　涼しげな顔で返す優の言葉に驚いて、つい彼の腕をギュッと掴んでしまう。

「そうなんですか？　いつの間に」

「イギリスに発つ前の日にうちに泊まったから、その時にな」

　そう言えば、昨日私が使わせてもらったゲストルームにお兄ちゃんが寝てたって……。お兄ちゃんのお金なら、有り難く使わせてもらおうかな。

「そうなんですね」

　正直、今着ている自分の服だって犯人が触れたかと思うとゴミ箱に捨てたいくらいだ。

　店員が選んで持ってきてくれた洋服や靴は、どれも素敵で目を引かれた。

　派手ではなく、落ち着いていて、色使いもシック。

　やっぱりブランド物はデザインがいい。それに、このブランドのテイストは私の好みだ。全部買うのは無理でも……。

「ここで一着なにか買って、後はネット通販で適当に買えばいいかな。あー、どれもいいから迷う～」

　ひとりそんな算段をしていたが、横から優が口を出す。

「全部買えばいいじゃないか。すみません。全部包んでください」

　財布を取り出し、クレジットカードを抜いて店員に渡す優に、声を潜めて文句を言った。

「全部なんてひと財産使っちゃいますよ」

　私は冷や汗たらたらで焦っているのに、優はブランド物の買い物は慣れているのか普段と変わらない様子。

「そういう心配は俺と亮太がする」

　化粧品を買う時も、雑貨を買う時も、終始そんな感じで物事が進んだ。

　根っからの庶民だからか、こんなにたくさんブランド物を買ったことに罪悪感を覚える。

「私、これから夕食はコンビニのおにぎり一個にします」

　そんな誓いを立てたら、優にすぐに却下された。

「見てるこっちが悲しくなるからやめろ」

　眉間にシワを寄せる彼を見て思わず噴き出す。

　ちょっと会社では見られない顔。彼と話すたびに印象が変わる。

　誰もが認めるエリートで、部下に厳しく、傲慢な人だと思っていた。

　でも、実際は部下思いで、優しい。それに、お兄ちゃんよりも過保護な感じ。

「なにがおかしい？」

　少し顔をしかめる彼に、笑いをこらえながら答えた。

「今、優がとってもかわいく見えました」










束の間の自由




　ピピッ、ピピッ、ピピッとスマホのアラームが鳴る。

　ベッドの中、手探りでスマホを探してアラームを解除した。

「……もう朝か」

　高級ベッドで寝ているのに、やはり自分の家ではないせいか疲れがよく取れない。

　その上、社内一のモテ男でしかも上司の家にいるのだ。いくら兄と思えと言われても、緊張しないわけがない。男の人の家に泊まること自体初めてなのだから。

　大学時代、友達にしきりに勧められて先輩とデートしたことはあっても、過去のトラウマがあって一回で終わり、家を行き来するような仲にはならなかった。

　どんなに愛し合って結婚したって、私の両親のようによそに好きな人ができて別れる。だったら、恋愛なんてしない方がいいし、したくない。

　自分の父にさえ愛されなかったのだから、血の繋がりもない男性が私を愛することなんて絶対にない。

　男の人と個人的に関わり合うのは今まで避けてきたのに、人生ってなかなか思うようにいかない。

　空き巣の犯人も捕まっていないし、優が兄に事件のことを報告してしまったものだから、結局彼の家にしばらく置いてもらうことになってしまった。

　兄は心配して電話をくれた。

《優をお前に紹介してよかったよ。犯人捕まるまでは絶対に優のところにいろよ。でないと、兄ちゃん心配で夜も寝られない》

　実の兄と自称の兄の圧力に負けた。

　ただで置いてもらうのは申し訳なくていくらか部屋代を払おうとしたら、優に『必要ない』と断られた。

『だったら、この家の家事、私にやらせてください。でないと私の気がすみません』

　困った末に優にそう申し出たら、彼は渋々といった様子で折れた。

『わかった。でも、無理はしなくていい』

　それで家事は私が担当することが決まり、朝は六時に起床。

　ひとりで暮らしていた時、朝食はシリアルかトーストだけだったからもっと遅く起きていた。だが、さすがに上司に普段のダラダラ生活は見せられない。

　自分のアパートよりも会社に近いのに、朝食を作るためにいつもより三十分早く起きる。それは私にとっては結構辛つらい。朝は五分でも長く寝ていたいから。

　何度も欠伸あくびをしながら身支度を整えて、キッチンへ行く。

　ここのキッチンはアイランド型で調理器具はレストランで使うような高級品だし、使い古された鍋なんて置いていない。

　まさにセレブの生活。

『大企業の部長クラスだと生活もこんなに違うんですね』

　そんな話を優にしたら、『このマンションはじいさんが所有してるから安く借りてる』と言われた。

　都心の一等地にマンションを所有してるなんて相当の資産家だ。

　多分優はいいところのお坊ちゃんなのだろう。

　普通の人にはない風格とオーラがあって、佇たたずまいが綺麗だし、ただそこにいるだけで絵になる。

「さあて、なにを作ろうかな」

　昨日の朝はパンだったから、今日はご飯にした。

　炊飯器やオーブンレンジの使い方は優に教えてもらったからバッチリ。ただこの家には玉子焼き器がなかった。

「玉子焼きはできないから目玉焼きにして、焼き魚にお味噌汁にお漬物、あと昨日作り置きしておいた煮物で充分かな」

　優に食事を出すことにちょっとドキドキするが、兄と一緒に住んでいた時は私がずっと食事を作っていたので、手際はいい方だと思う。

　六人掛けの大きなダイニングテーブルに食事を並べていたら、優がやって来た。

「ブリの照り焼きか。いい匂いがする」

　ブルーのシャツにスーツのズボンという出で立ちで現れた彼は、オフィスにいる時と違ってネクタイもしていないし、シャツのボタンを外していて少しラフな格好。

　スーツのジャケットとネクタイを椅子の背もたれにかけ、隣の椅子に腰かける。

「シャケにしようとも思ったんですけど、ブリが食べたくなって」

　そんな説明をしながら優の向かい側の席に座ると、彼がジッと私を見た。

「俺もブリ好きだし大歓迎だが、相変わらず敬語だな」

「そこは大目に見てください。下の名前で呼ぶだけでもかなり頑張ってるんです。それに、仕事では上司なんですからそんな器用に切り替えできないですよ」

　必死で言い訳したら、彼はクスッと笑って許してくれた。

「仕方ないな」

　ふたり揃っていただきますをして食べ始めるが、私が目玉焼きにウスターソースをかけたら優が驚いた顔をする。

「目玉焼きにソースかけるのか？」

「え？　かけませんか？」

　優の意外そうな反応に戸惑い、聞き返す私。

「普通、塩と胡こ椒しょうとか醤しょう油ゆじゃないか？」

　彼の話に思わず声をあげた。

「え～、ウスターソース最高ですよ。うちはずっとソースでした」

　私の主張を聞いて、彼は新発見でもしたかのように返す。

「へえ、家によって違うのか」

「ぜひソース試してください。さあさあ」

　ウスターソースを勧めたら、彼は少しためらいながら目玉焼きにかけてひと口口に運んだ。

「……合わなくはないが、違和感はある」

　神妙な顔をする優がなんだかおかしくて笑ってしまった。

「慣れですよ」

　そんなたわいもない話をして朝食を食べ終わると、彼も後片付けを手伝ってくれた。

「今日は接待でしたっけ？」

　予定を確認したら、優は淡々とした口調で答えた。

「ああ。帰りは深夜になるかな。俺のことは気にせず寝てていいから」

　週の始めから接待なんて大変だな。でも、帰りが遅くなるなら、彼が帰るまでこの家でゆっくりできる。

「はい」

　ついニンマリする私を見て、優はスーッと目を細めた。

「なんだか嬉しそうだな」

「そ、そんなことありません。じゃあ、私は先に行きます」

　ハハッと笑ってごまかして玄関に行こうとする私の腕を彼が掴んだ。

「ちょっと待て」

「いや、もう行かないと遅刻します」

　チラッと腕時計を見て優に訴えるが、彼は腕を離してくれない。

「まさかと思うが、電車で行くつもりじゃないだろうな？」

「他になにで行くんです？　徒歩ではちょっと時間かかりますよ」

「今日は客先に行くから一緒に行けない。梨乃はタクシーで行け。安全のためだ。お金のことは考えるな」

　いろいろ突っ込みたいところはあったのだけれど、少し怖い顔で言われ、なにも言い返せなかった。

　タクシーを呼んで会社に出勤し、朝から仕事をこなしていくが、栗田さんがずっとスマホを見ていて全然仕事をしていないのが気になった。

　すごく注意したいがグッとこらえる。なにか言えば専務の逆げき鱗りんに触れて、あらぬ言いがかりをつけられ、辞めさせられるかもしれない。ここは見て見ぬ振りだ。

　そんな私とは対照的に、隣にいる朝井くんは彼女を見て顔をしかめた。

「また栗田さんスマホ見てますよ。ちょっと注意してきます」

　スッと席を立って彼は栗田さんのもとへ行き、彼女のスマホを指差して先輩らしく釘を刺す。

　そのやり取りを見て感心せずにはいられなかった。

　朝井くん、強いなあ。私も彼のように強くなれたらいいのに。

　そう思うが、自分を変えるのは難しい。人にどう思われるか気になって尻込みしてしまう。

　朝井くんにちゃんと仕事をするように言われて栗田さんは怒ると思ったが、意外にも素直に謝った。彼女が仕事に取り掛かると、彼が戻ってきて席に着く。

「すごいね。朝井くん、どんな魔法使ったの？」

　声を潜めて尋ねると、彼はふっと笑った。

「別になにも。でも、最近北條さんや滝川さんが注意しても反抗しないので、僕も大丈夫かなって」

　ああ。みんな美麗ですものね。

　美形の言うことなら栗田さんは素直に聞くというわけか。

「今度同じことがあったら、朝井くんにお願いしようかな。私だと角が立つしね」

「お安い御用ですよ……って、あれっ、藤原さん、シャンプー変えました？」

　朝井くんが不意にそんなことを言うものだから、一瞬なんて答えようか迷った。

　優のところに住んでいて同じシャンプー使ってるって言ったら、どういう反応するだろう。

「冗談言わないでくださいよ」って笑うかな。

「それは……前のシャンプーに飽きちゃって、変えてみたの」

　前のはフローラル系でいかにも女の子が使う香りだった。

　でも、優の家のシャンプーは高級ホテルでも使われてるアロマ系の匂いのシャンプーで、香りが気に入って私も使わせてもらっている。

　朝井くん、シャンプーの匂いに気付くなんて鋭すぎるよ。

「やっぱり。よく知ってる人もその香りでちょっとビックリしちゃって」

　よく知ってる人というワードが出てきてドキッとする。

　まさか、優って言うんじゃあ？

「ふーん、そうなんだ」

　心臓はバクバクしていたが、平静を装って相槌を打ったら、彼はデスクに片肘をついて私の方を見た。

「滝川さんと一緒の匂いがするんですよね」

　優の名前じゃなくてホッとする。

　なんだ。滝川さんか。

「俺と匂いが一緒って誰？」

　噂の本人が背後から現れ、ハッとする。隣の席の朝井くんも驚いたようで、滝川さんに文句を言った。

「滝川さん、背後から声をかけないでくださいよ。ビビリますって」

「だったら予告するのか？　で、誰と匂いが一緒だって？」

　滝川さんが朝井くんに顔を寄せる。

「藤原さんのシャンプーの匂いと一緒だって話です。滝川さん、地獄耳ですね」

　ニヤリとする朝井くんに、滝川さんはわざと怖い顔で注意する。

「お前上司に地獄耳はないだろ？　それに女性社員に匂いの話をするなんてセクハラだから気をつけろ」

「はーい。すみません」

　朝井くんが少ししゅんとして謝ると、滝川さんが彼の頭をポンと叩いた。

「ちゃんと反省しろよ。ちなみに部長も同じシャンプーだ。部長の家に泊まった時に気に入って使うようになったんだ」

　優の名前が出てきて顔が引きつった。

「男の人も好きそうな香りですもんね」

　なんとかそんなコメントで切り抜けようとした時、滝川さんの目が悪戯っぽく光った。

「俺と藤原さんが一緒に住んでるって思われたりして」

「それはないですよ」

　真顔で否定したら、滝川さんに笑われた。

「藤原さん、そこは乗ってよ」

「滝川さんのファンに誤解されたら嫌ですもん。あっ、滝川さんさっき企画書メールしておいたので後で見てください」

　話題を変えて仕事の話をすると、彼はパチッとウィンクした。

「了解」

　その後、咲と社食でランチを食べて、ひとり海外企画部に戻ろうと廊下を歩いていたら、突然誰かに手を引っ張られて誰もいない会議室に連れ込まれた。

「キャッ！」と声をあげると、大きな手が伸びてきていきなり私の口を塞がれたものだからビクッとした。

　誰？

　心臓が飛び出そうなほどビックリしたが、すぐに耳元で優の声がして……。

「シッ！　俺だ」

　優？　なんで会議室に？

　そう疑問に思う私の口から手を外し、彼は私にマンションのカードキーを差し出した。

「リビングのテーブルに置きっ放しになってた」

「あっ……。朝慌てちゃって、すみません」

　謝りながら鍵を受け取り、服のポケットにしまう。

「次からは気をつけろよ」

　ポンと私の頭に手を置き、彼はふっと微笑した。

「はい」

「先に行け」

　優に言われ、彼から離れてドアを開けると、すぐそばに滝川さんがいた。

　うわっ、どうしてこのタイミングで会うの～！

「た、滝川さん？」

　驚きで声がうわずる。

　早くドアを閉めればよかったのに、手が動かなかった。

「藤原さん、部長見なかった？　さっきまで海外企画部にいたんだけどなあ……って、いるじゃないか。なに、密会？」

　滝川さんが寄ってきて、優が会議室にいるのがバレた。

　どうやってごまかそう。

　優の家に一緒に住んでいることを知られたらちょっと厄介だ。

　空き巣のことを話さなくてはいけないし、滝川さんにも心配をかけてしまう。

　必死に言い訳を考えていたら、優が平然とした顔で答えた。

「また今日も佐藤課長に残業を頼まれてないか藤原に確認してた」

「ふーん。なにか怪しいな。お前と藤原さんが同じシャンプーを使ってるって知って余計にね」

　キラッと滝川さんの目が光って思わず彼から視線を逸らしたが、事情を知らない優は首を傾げる。

「どうしてシャンプーが出てくる？」

「俺も北條も藤原さんも同じシャンプーを使ってることが、今日わかったんだよ」

　滝川さんの話に優は冷ややかな反応を示した。

「くだらない話だな。それよりもビックリすることがあるぞ」

　楽しげに頬を緩める優に滝川さんが尋ねた。

「なに？　ビックリすることって？」

「藤原は亮太の妹だよ」

　私をチラッと見て優がそのことを伝えると、滝川さんも私に目を向けた。

「え？　あ～、言われてみれば、目が亮太に似てる。亮太～、会いたかった～！」

　両手を広げて私に抱きつこうとする滝川さんの首根っこを、優がすかさず掴んで窘める。

「やめろ！　亮太の妹だって言ってるだろ？　会社で堂々とセクハラするな。管理職だろ？」

「はいはい。冗談だよ。そう言えば、亮太、イギリス行ったんだよな。藤原さん、俺のこと第二の兄と思ってくれればいいから」

　優と同じこと言ってる。

「すみません。すでに第二の兄はいるので、滝川さんは第三の兄になりますね。では、失礼します」

　ニコッと笑って訂正したら、滝川さんはポカンとした顔で「え？」と首を傾げた。

　彼に詳しい説明はせずそのままひとりで海外企画部に戻り、午後も平常通り仕事をこなした。

「じゃあ、お先に」

　定時でパソコンの電源を落として朝井くんに挨拶すると、彼はニコニコしながら返した。

「今日の服、初めて見ますけどかわいいですね。ひょっとしてデートですか？」

　彼はよく服装や髪形を見ていて褒めてくれる。優の御ご用よう達たしのブランドショップで買った黒のワンピを早速着てきたのだが、お洒落な彼にはすぐにわかるらしい。

「だから、彼氏いないって。もう今日は家に帰るだけ」

「帰るだけですか？　なんかもったいないな。今度飲みに行きましょうね」

「私は食べるの専門だけど。じゃあ、また明日！」

　バッグを手に持ち、会社を出ると近くのコンビニでおにぎりと梅酒とポテトチップスの梅味を購入し、タクシーで優のマンションに帰る。

「あー、優が帰るまで自由だあ」

　玄関でパンプスを脱いで上がり、シャワーを浴びて下着姿でリビングへ。

　買ってきたおにぎりを五分で食べ終わると、スマホのアラームを十時にセットする。私の至福の時間の始まりだ。

　梅酒を飲みながらポテチを摘み、スマホで電子書籍の少女漫画を読む。ファンタジーも読むが、今はまっているのは学園物。

『クール王子』に出てくる本ほん多だ玲れい人とが、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃカッコいい。御み門かど学園の生徒会長で文武両道に秀でた美形男子。惚れた女は全力で愛す。

「四巻の玲人くん最高！　もうキュンキュンしちゃう」

　ニマニマしながら漫画を読み、梅酒をチビチビと飲む。お酒はあまり強くないけど、梅酒は好き。

　久しぶりのひとりの時間はとっても快適だ。

　これこそが私の日常。

「でも、貧乏性かなあ。私ひとりだとこの家は広すぎる」

　ポツリとそんなことを呟きながら梅酒をまた口にする。

　自分の家族を壊して以来、私は人と接するのが怖くて漫画の世界にのめり込んだ。

　本ならありのままの自分を受け入れてくれる。

　現実世界で恋愛しなくても、本の世界で胸キュンできる。

　そう、私は恋なんてしない。

　もう誰も傷付けたくないし、なにも壊したくないから。

「あー、なんだか梅酒飲んだら眠くなってきた。アラームもセットしてあるし、ちょっとだけ寝よう」

　ソファにゴロンと横になって目を閉じる。

　この数日間いろんなことがあった。

　もとの生活に戻るのはいつになるのだろう。

　そんなことを考えているうちにいつの間にか眠ってしまったらしい。

　スマホのアラームが鳴って解除するが、また目を瞑つむる。

「あと五分だけ」

　あと五分経ったら、ちゃんと服を着て梅酒もポテトチップスも片付けよう。

　ボーッとした頭でそう決めるが、五分経っても、もう目が開かなかった。










彼女は部下で親友の妹　―　優 side




「第二の兄ってひょっとして北條？」

　ヒール音を響かせて廊下をスタスタと歩いていく梨乃の後ろ姿を見送りながら、滝川が俺に問う。

「さあ」

　口元に笑みを浮かべて惚とぼけると、こいつの目が鋭く光った。

「その答え方は北條ってことだな。それで、いつ彼女が亮太の妹だって知ったんだ？」

「つい最近だよ。先週俺たち三人でラーメン食べに行った時、彼女が後輩だってわかっただろ？　それで亮太と名字が同じだし、顔もなんとなく似てたからひょっとしたらと思って、あいつに電話して妹かどうか確認したらビンゴだった」

　その説明を聞いて、滝川は俺の胸板を肘でドンと押した。

「そういうことは早く教えろよ。なんかふたりでこそこそしてて親密な雰囲気だったから誤解しただろ？」

「そう見えたなら亮太の妹だからかもな。なんて言うか、自分の身内に思えるんだ。それに、以前はそんなに気にもしなかったが、あの一緒にラーメンを食べに行った日から、彼女の姿を探すようになった」

　今まで部下のひとりでしかなかったのだが、個人的な知り合いになってから、なにかと彼女が気になる。

「ふーん、お前が女に興味持つなんてめずらしい。まあ、社内恋愛は禁止じゃないし、ぐいぐい攻めるのもいいんじゃないの？　お前に口説かれて落ちない女はいないだろ？」

　ニヤニヤ顔で言う滝川に、冷ややかな視線を投げた。

「早合点するな。亮太は今いないし、第二の兄として見守るつもりだ」

「おっ、案外あっさり第二の兄って認めたな。でも、お前まだなにか隠してそう」

　こいつがジッと俺を見据えるので無表情で返した。

「やましいことはなにもしてない」

「その目が怪しいんだよな」

　梨乃がうちに同居していると言ったら、こいつは俺をますます弄りそうだ。

「勘繰りすぎだ。で、俺になにか用があったんだろ？」

　話を逸らすと、滝川もしつこく追及しなくなった。

「ああ。専務秘書から内線があって後で専務室に来てくれって」

「専務か。なんの呼び出しだろうな」

　彼の言葉を聞いて少し顔をしかめる。

「いい話じゃないのは確かなんじゃないの？」

　茶化すように言う滝川と目を合わせ、ふっと笑う。

「言えてる」

　剛ごう田だ専務は野心家で中国への進出を推進していて、欧米でのシェアを拡大したい社長と意見が対立している。最近は、他の部の部長にも声をかけて自分の派閥に入るよう説得しているようだ。

　会議室の前で滝川と別れて秘書室に向かい、専務秘書を探すがいなかった。

「あら、北條くん、ひょっとして岸きし本もとさんを探してる？」

　俺ににこやかに声をかけたのは、社長秘書の朝井玲れい香か。うちの部の朝井の姉で、俺の同級生でもある。

　才女で中学、高校と一緒に生徒会をやっていたから、お互いのことを知り尽くしていて気の置けない仲間のひとりだ。

　ハニーブラウンのセミロングの髪にすらっとした体型の彼女は、美人で昔から男にモテていたが、性格はかなり男っぽく肝が据わっている。

　ちなみに岸本さんというのは、専務秘書のこと。

「ああ。今専務室に誰かいるか？」

「誰もいないから入っても大丈夫よ。岸本さんには私から伝えておくわ」

　ニコッと微笑む彼女に「頼む」と言って、秘書室から少し離れた場所にある専務室にノックをして入った。

「北條です。失礼します」

　剛田専務は椅子にふんぞり返ってスマホを眺めていたが、俺の姿を見て頬を緩めた。

「忙しいところすまないね。実は北條くんに見合いの話を持ってきたんだ。君は確か独身だったな。もっと上のポジションに行くには早く身を固めておいた方がいい」

　見合いね。頼んでもいないのに余計なことを。

　俺を自分の派閥に取り込む腹か。

「せっかくのお話ですが、結婚を前提にお付き合いしている女性がおりますので、辞退させていただきます。気にかけていただいたのにすみません」

　ふっと笑みを浮かべながらも、つけ入る隙を与えないよう断りの言葉を口にすると、専務は呆気に取られた顔をした。

「そ、そうなのか。式が決まったら教えてくれ。私が仲人をしてもいい」

　顔を引きつらせつつもなんとかそう返す専務に、こちらのペースで話を終わらせる。

「お話はそれだけでしたら、これで失礼します」

「あ、ああ」

　専務が俺の言葉につられて返事をし、そのまますぐに専務室を退出したら、佐藤課長に出くわした。

「ほ、北條部長？」

　俺の顔を見て目を大きく見開く彼。ここで俺に会うのはマズいという顔をしている。

「専務に呼ばれてちょっとね。佐藤課長は？」

　少し威圧的に問えば、佐藤課長はしどろもどろになった。

「私は……あの……その……以前いただいた香典のお礼を」

　香典って最近身内が亡くなった話は耳にしていないがな。

「そうか。お礼は大事だが、自分の職務を忘れないように」

　彼を見据えて少し釘を刺すと、彼の目が泳いだ。

　滝川の話では、佐藤課長は専務に頼まれて中国の高官の接待をアレンジしているらしい。

　ホント、自分の部下の面倒をろくに見ず、点数稼ぎに忙しい奴だ。

　専務室の前ということであまりくどくど言わず、この場を去る。

　彼はうちの部にはいらない人間。そう判断して十月の人事で他の部署に異動してもらおうとしたのだが、専務に反対された。

　まあ、四月にアメリカから戻ってきたばかりだから強く出なかったが、このまま引き下がる俺ではない。剛田専務は最近不審な動きをしており、海外のライバル企業の幹部と頻繁に会っていて、うちの機密情報を流しているという噂もある。

　証拠はまだ掴めていないが、滝川や朝井に頼んで調査させている。佐藤課長は専務の忠実な下僕のようなものだから、彼を見張らせればそのうち尻尾を掴めるだろう。

　来年の四月の異動については口出しできないようにしてやる。

　海外企画部に戻ると、リフレッシュスペースでコーヒーを飲んでいる滝川と朝井を見つけた。

「ふたりとも暇そうだな」

　滝川と朝井に声をかけたら、ふたりは声を揃えて「ちょっと休憩してるだけですよ」と言い訳する。

　周囲には他に誰もいなかったが、ふたりに近付き声を潜めた。

「さっき佐藤課長が専務室に入っていった。朝井、佐藤課長がうちのデータを持ち出してないか調べておいてくれ。滝川、引き続き課長を見張れよ」

　俺がそう指示を出すと、ふたりは俺の目を見て静かに頷いた。

　滝川に課長を見張らせているのは専務の件もあるのだが、他にも理由がある。課長が故意に梨乃を残業させているように感じたのだ。

　俺がカタログの発送を手伝った夜、男性の靴音が聞こえたし、梨乃がひとりで残業していた夜も靴音が聞こえて彼女は怖いというような発言をしていた。その靴音の主は課長ではないかと俺は疑っている。

　梨乃のことがよく視界に入るようになって気付いたが、佐藤課長はよく梨乃を見ている。その視線が同性の俺には不快に感じた。杞き憂ゆうであればいいが、課長がなにかよからぬことを考えているような気がして、滝川に彼の行動を見張るよう頼んでいたのだ。

　その後、取引先の幹部と食事をして午後十一時過ぎに自宅マンションに戻るが、玄関にパンプスが置いてあるのを見て改めて今はひとり暮らしじゃないんだと実感する。

　リビングの灯あかりがついているのに、家の中は静か。

　このパンプスがなければ、電気をつけたまま家を出たのかと思うだろう。

　梨乃は読書でもしているのだろうか？

　正直、彼女が親友の妹と知った時は驚いた。目とか亮太にそっくりなのに、今まで気付かなかったのが不思議なくらいだ。

　だが、ラーメンを一緒に食べに行くまでは、彼女と業務報告以外で言葉を交わしたことはなかったし、問題のある社員ではなかったから特に気に留めることもなかった。

　ただ、彼女の報告書はキチンとしていて、安心して仕事を任せられる部下という印象は持っていた。

　梨乃は物静かなタイプの美人で、勤務態度は真面目で責任感があって面倒見もいい。周りの社員に慕われていて彼女を好きだという男性社員も結構いる。

　梨乃とよく話すようになって、声も綺麗なことに気付いた。透明感があって耳に心地よく、笑い声もかわいい。性格も優しいからモテるのも納得だ。

　そんな親友の妹と空き巣事件をきっかけにして同居生活がスタート。

　空き巣に入られた日にたまたま俺が一緒で本当によかった。多分、俺がいなかったら彼女はあのアパートに住み続けていたかもしれない。

　彼女の家庭は結構複雑で、両親は離婚し、今は父親も母親もそれぞれ再婚して別々の家庭を持っているらしい。亮太ももう何年も親に会っていないと言っていた。それは梨乃も同じだろう。

　帰る実家がふたりにはない。だから、毎年正月はふたりで過ごすと亮太が話していたっけ。

『梨乃が大おお晦みそ日かの夕方からうちに来て年越しそば作ってくれて、で、「紅白」と「ゆく年くる年」観てだらだら過ごす。元日の朝は梨乃の作ったおせち食べて、これがうまいんだ』

　仲のいい兄妹で羨ましい。そう言えば、高校時代、亮太の弁当を作っていたのは彼の母親ではなくて妹の梨乃だったな。

『今日も妹が朝五時に起きてキャラ弁作ってくれた』と満面の笑みを浮かべて言う親友は本当に嬉しそうで、毎日その弁当を見せてくれた。

　高校生でキャラ弁というのは、恥ずかしいもの。でも、亮太の弁当はクオリティが高くて、クラスのみんなが羨ましがっていた。

　かわいい猫、犬、サルといった動物ものが多かったが、いつもひと言添えてあってそれを見て亮太が顔をくしゃくしゃにして笑っていたのを覚えている。

【全部食べてね】とか【ガンバレ】という文字が海の苔りで書かれていたのを見て、『優しい妹だな』と亮太に言うと、彼は自慢げに返した。

『俺の妹だから当然』

　亮太によく妹のことを聞かされていたせいだろうか。彼が渡英することになって『梨乃のこと頼むよ』と彼女のことを任されても、面倒とは思わなかった。

　靴を脱いで家に上がり、「ただいま」と言いながらリビングに入って唖あ然ぜんとした。なぜなら梨乃が白のキャミソールとショーツ姿でソファに横になって寝ていたから。

　彼女の目の下にはうっすら隈くまができていた。空き巣の件もあって俺のマンションに越して来て疲れているのだろう。

　俺が兄のように思えと言っても、彼女の方はそう簡単に切り替えができないようで、俺を下の名前で呼ぶようになったものの、まだ家でも敬語。

　上司の家に居候しているとしかまだ思えないのかもしれない。俺とこの家にいる時の梨乃は居心地悪そうにしている。リビングにいても、『あのう、ソファに座りますね』とか『今からお風呂お借りします』とかわざわざ俺に報告する。

　自分の家と思って過ごしてほしいのだが、彼女は気を使っている。そんなに気を張っていれば疲れるのは当然のこと。

　保護者目線でそう思いつつも、内心彼女の下着姿を見てドキッとした。

　透き通るような白い肌。手足は細長く、桃のように瑞々しい胸の谷間がはっきり見えていて目のやり場に困る。

　過去に若いお手伝いさんが露出度の高い服を着て俺を誘ってきたことがあったが、彼女は違う。子供のように無邪気な顔で寝ている。

　そんな彼女を見てちょっと動揺してしまうのは、最近女を抱いていないせいかもしれない。アメリカにいた頃は適当な相手とそれなりに楽しんでいたのだが、日本に戻ってからはずっと仕事に集中していた。

　高校生のガキじゃあるまいし、落ち着け。

　梨乃は親友の妹だ。手を出すわけにはいかない。

　自分を叱咤して、着ていたスーツのジャケットを彼女にかけた。

「こんな薄着で寝たら風邪を引くだろ。それに無防備すぎる」

　男がいる家で下着姿でいるなよ。

　亮太から聞いていた話だと、大学くらいまではあいつとふたりで暮らしていたはず。

　兄の前でも下着姿でいたのだろうか。

　そんなことを考えたら、なぜだか知らないが少し胸の中がモヤッとした。

　テーブルには梅酒の缶と梅味のポテトチップスが置かれている。どっちも梅。

　そんなに梅が好きなのかと突っ込みたくなる。

　それにテーブルには箸が転がっていた。

　ポテトチップスを箸で食べていたのだろうか？

　あまりその姿が思い浮かばない。

　会社ではおしとやかで何事もキチンとしている印象だったし、俺の家にいる時だってちゃんと部屋着を着ていた。

　きっと、今日は俺が遅くなるから油断していたに違いない。だが、俺がいないことで、少しでもリラックスできたのならそれでいい。

　梨乃を抱き上げたら、彼女が寝言を言った。

「お母さん……ごめん……なさい」

　その声がどこか悲しげで胸が痛くなる。

　どんな夢を見ているのだろう。

　亮太からは、『両親が別居するようになってから、梨乃は毎晩声を殺して泣いていた』と聞いている。

　うちの母親もそんな亮太と彼の妹を気遣って、あいつがうちに来るたびに料理を持たせていた。

　まだ心の傷が癒えていないのかもしれない。

　梨乃を彼女の寝室のベッドに運んで布団をかけた。

「おやすみ」

　彼女の頭に手を当て、そっと呟く。

　早く彼女が過去の悲しみから解放されますように――。

　そう願わずにはいられなかった。










調子に乗ってはいけない




　父が家を出て行ったあの日から、母は私のことを無視するようになった。兄とは会話するのに、私には見向きもしない。

『お母さん……ごめん……なさい』

　何度謝っても母は私を許してはくれなかった。

　元々私の成績が兄より悪くて愛想を尽かされていたのもあるけれど、父と別居することになって、母は余計に私を嫌いになったのかもしれない。

　いや、嫌いというか憎まれていたのかも。愛していた父に捨てられてしまったのだから。

　母に冷たくされて落ち込む私を支えてくれたのは、兄だった。

『梨乃、俺を母さんと思え』

　泣いている私にそう言って、笑わせてくれた兄。

『フフッ、お兄ちゃんは男だもん。お母さんにはなれないよ』

　冗談と思ってそう返したけれど、兄は本気で言ったんじゃないだろうか。

　学校の三者面談も、母になにも伝えないでいたら兄が現れた。

『先生、すみません。うちの親忙しくて、代わりに俺が来ました！』

　ニコッと微笑む兄を見て、担任の先生は『お前なあ。兄が同席って初めてだぞ』と驚いていたけれど、かつては兄の担任もしていた先生だったので、和気あいあいとした面談になった。

　兄には感謝してもしきれない。

　でも、その兄もイギリスに行ってしまった。

　私は……ひとり。

　どこか寂しさを感じたその時、遠くで『おやすみ』と言う優のこの上なく優しい声が聞こえた。

　その声に安心して心が温かくなって……。

　ハッと目が覚め、寝室のベッドで寝ているのに気付いて驚いた。

「いつの間にベッドに？」

　そう呟きながら掛け時計を見ると、もう朝の七時を過ぎていたからギョッとする。

「嘘！　寝坊した！」

　慌てて飛び起き、バスルームに行こうとして、「あっ！」と声をあげた。

　私、下着姿じゃないの。こんな姿、優に見られたら大変だ。

　ん？　ちょっと待って！

　私……リビングにいたのにベッドで寝てた。

　起きた時に感じた疑問を思い出して、昨日の夜の記憶を辿たどる。

　ソファで寝ててスマホのアラームが鳴って……でも、もうちょっと寝て……それでどうしたんだっけ？

　全然思い出せなくて、心臓がバクバクしてきた。

　落ち着け。冷静になろう。

　ソファで寝ていたはずの私が寝室のベッドで寝ていた。

　どうやってベッドに行ったのか。

　可能性はふたつ。

　ひとつは、自分で起きてベッドに行った。

　もうひとつは、優が帰ってきてソファで寝ている私を発見し、寝室に運んでくれた。

　ふたつ目だとしたら、かなりマズい。

　下着姿で寝ているところを見られたってことだよ。おまけにポテチとか梅酒の缶が置きっ放しだったわけで……。

　考えただけで、顔からサーッと血の気が引いた。

　どんな顔して会えばいいの？

　あー、今すぐここから消えちゃいたい。

　だが、そんな現実逃避をしている場合じゃない。時間がないのだ。

　服を着替えて洗面所で身支度を整えると、キッチンに向かう。

　すると、優が慣れた手つきでスクランブルエッグを作っていた。

「おはよう」

　私を見て微笑む彼に、深々と頭を下げて謝る。

「すみません！　朝食作るって言ったのに、寝坊しました！」

「別に謝ることはない。起きられない日だってあるだろう？」

　優はできあがったスクランブルエッグを皿に盛ってテーブルに置くと、エプロンを外して席に着いた。

　彼が昨日私をベッドに運んでくれたのだろうか？

　優を観察するようにジッと見ていたら、「なにボーッとしてる？　早く座ったら？」と声をかけられた。

「あっ、はい。すみません」

　すぐにテーブルに座り、対面にいる彼を意識しつつ、いただきますをする。

　テーブルには焼き立てのクロワッサンとスクランブルエッグにベーコン、サラダ、コーンスープ、コーヒーが置かれていて、美味しそうな匂いがするのだが、昨夜のことがあって食べることに集中できない。

　クロワッサンを食べつつ、昨夜のことで優になにか言われるかと思ってビクビクしていたら、突っ込まれた。

「食欲がないのか？」

「いえ、そんなんじゃありません」

　顔を強張らせながら否定して、スープを啜すすったらすごく熱くて、思わず叫んだ。

「熱っ！」

　舌を火や傷けどして顔をしかめると、彼がクスッと笑った。

「起きるのが遅かったからって慌てて食べるなよ」

　あれ？　おかしいな。

　昨日のことはなにも言わない。

「はい。気をつけます」

　口に手を当てながら優を見ていたら、彼が怪訝な顔をする。

「俺の顔になにかついてるのか？」

「いえ、ついてません」

　すぐに否定して、彼から視線を逸らした。

　これはひょっとして、彼は昨日の私のだらしない姿を見ていないということだろうか。

　あんな姿見たら、ちゃんと服を着ろとか言いそうなものなのに……。

　いつもと彼の様子は変わらない。

　きっと昨夜は自分で起きてテーブルの上のお菓子やお酒を片付けて、寝室に戻ったんだ。その記憶がないのは、梅酒を飲んで酔っ払っていたからだろう。

　その結論に至って、心からホッとする。

　よかった。昨日のあの姿見られていたら、恥ずかしくてもう優を正視できないよ。

　それにしても、酔っててもちゃんと片付けて寝室に戻る私ってすごい。

　欲を言えば、朝のアラームもセットできたらよかったのだけど、これなら会社の飲み会でもっとお酒を飲んでも平気かもしれない。今まですぐに酔っ払うと思って乾杯のビールしか飲まなかったのだ。

「このスクランブルエッグすっごく美味しいです」

　ニマニマしながら言ったら、「急に元気になったな。しっかり食べろよ」と彼が笑った。

「今日は朝から客先ですか？」

　なにげなくそんな話題を口にすると、彼は溜め息交じりに答えた。

「本当なら朝から出社するはずだったんだが、煩いじいさんに呼ばれたから午後から出社する」

「煩いじいさんってこのマンションを所有してるおじいさんのことですか？」

　コーヒーを飲みながら尋ねると、彼はクスッと笑った。

「そう。変に元気だから困る」

「でも、元気なのはいいことですよ」

　資産についての相談かな？　それともただの電球の交換とかだったりして。

　その後、優のマンションを出て出勤すると、海外企画部のドアの前に秘書室の朝井さんがいて驚いた。

「朝井さん、おはようございます。うちになにか用ですか？」

　今日の彼女は濃紺のワンピースを着てとてもシックな感じ。

　いつ見ても素敵だし、仕事もできるから憧れる。

「藤原さん、おはよう。社長に頼まれて北條くんに書類を届けに来たの。彼、今日は朝からいるかしら？」

　彼女の質問に優との会話を思い出しながら答えた。

「今日は午後から出社するみたいですよ」

「そうなんだ？　俺はてっきり朝からいるものと思っていたなあ」

　朝井さんの背後から滝川さんがひょっこり現れた。

「あっ、滝川さん、もう出社されていたんですね」

「藤原さん、おはよう。なんで部長が午後から出社するって知ってるの？」

　あっ……マズい。なんて言い訳しよう。

　仕事のことでちょっと電話したっていうのは不自然だ。

　私の直属の上司は佐藤課長だし、仕事関係で優に直接確認を取ることはまずない。

　だとしたら、兄関連で……。

「あの……その……兄からの伝言を今朝メールで北條さんに伝えたら……そんな返事が来たんです」

　しどろもどろになりながらそう言い返したら、滝川さんが「そう言えば北條が、藤原さんは亮太の妹だって言ってたっけ」と相槌を打った。

「え？　そうなの？　藤原さん、亮太くんの妹だったの？」

　朝井さんもその話に反応して私に確認する。

　おっ、よかった。話が逸れた。

「はい。うちの兄がお世話になってます」

　ペコリと頭を下げると、彼女は笑みを浮かべて兄の思い出話をする。

「亮太くんの自慢の妹が藤原さんだったのねえ。いつも『うちの妹は滅茶苦茶かわいい』って自慢してたの。今度食事でもしましょうよ」

　お兄ちゃんたら、朝井さんになに言ってるのよ～。恥ずかしい～。

「ぜひ」

　少し赤面しつつもニコッと笑顔を作ると、朝井さんは私に「じゃあ」と手を振ってこの場から姿を消した。

　なんとかごまかせたみたい。

　ハーッと胸に手を当てる私を見て、滝川さんがニヤリ。

「北條とうまくコンタクト取ってるみたいで安心したよ。前は正直苦手だったでしょう？」

　うっ、滝川さん……鋭い。

「……はい。部長っていうのもありますけど、有能な方なので違う世界の人みたいに感じていて……」

　素直に認める私を彼はからかった。

「で、業務報告以外で話すのは避けてたよねえ」

「滝川さん！　ちょっ……北條さんには言わないでくださいよ」

　咄嗟に滝川さんの腕を掴んでお願いすると、彼の目が悪戯っぽく光った。

「藤原さんて、観察してみるとおもしろいよね。落ち着いているようで案外そそっかしいし、結構いろいろ顔に出る。さっきの北條の予定の件でもすっごい焦ってた」

　彼の発言に顔面蒼白になる。

　滝川さん、私を観察なんかしないでください。

「今も顔が青い。なにかバレたくないことでもあるのかな？　なんてね」

　滝川さんは謎めいた微笑を浮かべて私の肩を叩き、自席に向かう。

「まあ、なにかあればイケメンエリートの俺に相談して。さあて、仕事、仕事」

　彼の後ろ姿をジッと見ながら、フーッと息を吐いた。

　追及されなかったのはよかったけど、そのうち優の家に同居しているのがバレそう。

　気をつけなきゃ。

　私も自席に座り、いつものように仕事をこなしていく。

　午後になると、優が出社してきて目が合った。

　彼の家に同居する前なら、ニコッと笑顔を作って会釈できたのに、今はどうしていいかわからず固まってしまう。

　そこへ秘書室の朝井さんがやって来て優に声をかけた。

「北條くん、社長が後で部屋に来るようにって」

　美しく微笑む彼女に優はクールに返す。

「わかった。十分後に行くと伝えてくれ」

　なにげないやり取りなのだが、美男美女のふたりだとまるでドラマの一シーンのようだ。ふたりの周囲にバラが見える。

　考えてみたらこのふたり同級生なのよね。

　すごくお似合いに見えるんだけど、恋人だったこととかないのかな。

　そんなことを考えていたら、朝井くんに声をかけられた。

「藤原さん、打ち合わせ始まりますよ」

「ああ。そうだったね」

　慌てて資料を準備して席を立つ。

　午後は三時まで打ち合わせをし、五時からロンドンのスタッフとｗｅｂ会議、その後、欧州で販売する車のコンセプトを朝井くんと考えていたら、あっという間に午後八時になってしまった。

　これ以上遅くなると、課長になにか嫌味を言われそう。

「今日はここまでで終わろうか？」

　腕時計に目をやりながら朝井くんに声をかけると、彼は笑顔で頷いた。

「はい。そうしましょう。腹減ってもういい案が浮かばない」

「じゃあ、なにか食べに行くか？」

　会議が終わったのか、滝川さんが私たちのデスクにやって来た。

　彼の後ろには優がいる。

「いいですね～。僕、無性に焼肉が食べたいです」

「馬鹿者。こういう時は女の子の意見をまず聞けよ。藤原さんはなに食べたい？」

　朝井くんの頭をツンと突つつくと、滝川さんは私に目をやった。

「私はなんでもいいですよ」

　にこやかに返したら、滝川さんが茶目っ気たっぷりに言った。

「そんな遠慮しちゃダメだよ。藤原さんが高級フレンチ食べたいって言えば、タクシー呼んで連れてくし」

「そんな我が儘言いませんよ」

　クスッと笑って言い返すと、優が口を挟んだ。

「藤原は少し我が儘くらいがちょうどいいかもな。じゃあ、行くぞ」

　それから四人連れ立って接待などにも使う高級な焼肉店へ――。

　個室に案内されて私と朝井くんが並んで座り、私の前に滝川さん、朝井くんの前に優が座る。

「なんだか面接受けてるみたいですね」

　私がそんなコメントをすると、朝井くんが「確かに。圧が半端ないです」と同意する。

「じゃあ、俺と藤原さん、場所変わろう」

　滝川さんがにこやかに言って、私と席を変わった。

「これでどう？」

　彼に確認されるが、緊張はあまり解けない。

「うーん、あまり変わらないかもしれません。それに、うちの会社のモテ男三人に囲まれてるんですよ。会社の女の子に見られたら睨まれそうで落ち着かないです」

　私の話を聞いて優がふっと笑った。

「だったら、俺たちも藤原のファンに睨まれるかもな」

　優じゃないんだからそんなファンなんているはずないでしょう！

「私のファンなんていないですよ」

　語気を強めて言ったら、滝川さんと朝井くんが意外そうな顔をした。

「嘘、藤原さん、美人でモテるのに自覚ないんだ？」

「藤原さんに憧れてる奴、僕の同期で結構いますよ」

「そんな嘘言っても信じないですよ。はい、皆さんなに頼みます？」

　みんなの言葉をさらっと聞き流してメニューを見せる。

「えーと、特上カルビ、特上ロース、特上ハラミ、特上タン塩、あっ、サーロインもいい」

　朝井くんがメニューを見て高い肉をあげると、滝川さんが彼の頭を叩いた。

「お前、高いのばっか頼みすぎ。誰が払うんだ？」

「そりゃあ滝川さんと北條さんでしょう？」

　ケラケラ笑いながら朝井くんが言い返し、滝川さんは目をキラッとさせて優に目を向けた。

「当然のように言うな。ここはやっぱり部長が払うものだ」

　滝川さんを冷ややかに見る朝井くん。

「うわー、滝川さんカッコ悪～」

　仲よく言い合ってるふたりを無視して、優が私に確認する。

「藤原、飲み物はなににする？　好きなの頼んでいいから」

　おそらくみんなビールだろう。会社の飲み会での乾杯の飲み物はビールが定番。他の飲み物を頼むと浮いてしまう。

　私もビールでいいと言おうとしたが、少し考え直した。

　せっかく聞いてくれているのだから、飲みたい物を言った方がいいんじゃないの。

　そうだよ。勇気を出して自分の飲みたい物を頼もう。

「梅酒にします」

　私の回答に、優が微かすかに頬を緩めたように感じたのだが、きっと気のせいだろう。

　まだ、滝川さんと朝井さんが軽快なトークをしていて、そっちの声に反応したに違いない。

　いつも部や課の飲み会だと私が店員に注文するのだが、今回は滝川さんが仕切って注文していた。

　まず飲み物が運ばれてきてみんなで乾杯。

「藤原さん、梅酒なんですね。いつもビールだとあんま飲まないからお酒好きじゃないのかと思ったけど、いっぱい飲んで今日は自分を解放しちゃってください」

　朝井くんの言葉に苦笑いする。

「明日も仕事だし、羽目を外して飲むほどもう若くないから」

「藤原、俺と滝川がいるのにもう若くないなんて言うなよ」

　優の指摘にハッとして、慌ててフォローした。

「いえ、あの……おふたりは全然若いですよ」

「三つ下の藤原に言われても、説得力がないな」

　優が少し意地悪く言い、滝川さんも私を見て弄り出す。

「藤原さん、やっぱ亮太の妹だわ。ちょっと墓穴掘っちゃうとことか、愛されキャラだね」

「ふたりしてからかわないでくださいよ」

　顔を赤くして優と滝川さんに言ったら、斜め前にいる朝井くんがキョトンとした顔で滝川さんに尋ねた。

「滝川さん、亮太さんって誰ですか？」

「俺と部長の親友で藤原さんの兄。だから、部長が藤原さんの第二の兄で、俺が第三の兄って話になってるんだよ」

　滝川さんの説明を聞いて、朝井くんは声高らかに宣言する。

「じゃあ、僕も藤原さんの兄になります！　第四の！」

「いやお前、そこは第一の弟だろ」

　滝川さんが真顔で突っ込んだところに、頼んだ肉が次々と運ばれてきた。

「嫌いな肉とかないか？」

　優に聞かれ「ないです」と答えたら、彼が皿にカルビ、ロース、ハラミなどを数枚ずつのせていく。

　なにをしているんだろう。

　不思議に思いながら見ていたら、彼がその皿を私の前に置いた。

「これは藤原の分。遠慮してあまり食べなそうだから」

　私の性格わかってるなあ。

「ありがとうございます」

　少し恐縮しながら礼を言うと、彼は「どういたしまして」と穏やかな目で微笑んだ。

「そこのふたり、勝手にふたりの世界を作らないの」

　滝川さんがニヤリとしながらからかってきたが、優がクールに返した。

「お前と朝井は楽しそうに戯じゃれてたじゃないか」

　そんなやり取りがおもしろくて笑ってしまう。

　いつの間にかリラックスしてきて、いつもの会社の飲み会は苦手なのに、今日は心から楽しめた。

　自然とお酒を飲む量も増えて、なんだか身体がふわふわしてきて……。

「皆さんは、今まで何人の女性と付き合ったんですか？」

　普段絶対に聞けない質問もためらわずに口にすると、滝川さんと朝井くんは指を折って数え出す。

「僕は六人ですね」

　朝井くんが真面目にそう答えれば、滝川さんはニコッと笑った。

「十人くらいかな。北條は？」

　滝川さんに答えを求められると、優は曖昧に微笑んだ。

「さあ。覚えてない」

「ズルいなあ。こいつこんな澄まし顔してるけど、結構遊んでるからね。騙だまされちゃダメだよ、藤原さん」

　滝川さんの言葉にクスクス笑って頷いた。

「はい。優は百人くらいいそうですね。星の数ほどいても驚きませんよ」

　私の発言に一瞬みんな目を大きく見開いたような気がしたが、目がちょっとかすんできたから見間違いかもしれない。

「いっぱい食べてお酒を飲んだからか……眠い」

　瞼まぶたが段々重くなってきて目をこすり、何度も瞬きをした。しかし、長く目を開けていられない。

　このまま寝ちゃいそう。でも、大丈夫だ。私はお酒を飲んでもちゃんと家に帰れる。

「……原、藤原？　目が開いてないけど、眠いのか？」

「……大丈夫。……起きて……ま……す」

　身体の力がスッと抜けると、なにか温かいものにぶつかってそのまま寄りかかる。

　この体勢……楽かも。それになんだか安心する。

「今日は……楽しか……た」

　心地よくなってそのまま意識を手放した。










ずっとこのままでいたい　―　優 side




　焼肉屋で飲み食いしていたら、俺の隣に座っていた梨乃の様子が変わった。

「皆さんは、今まで何人の女性と付き合ったんですか？」

　アルコールが入ったせいか、頬はほんのりピンクになっていて目が据わっている。

　こんな彼女を見るのは初めてだ。

　朝井と滝川はそんな梨乃の変化に触れず、割と真剣に過去の恋人の数を数えている。

「僕は六人ですね」

　朝井が茶化さずに言うと、滝川は数えるのを諦め笑って適当に答えた。

　多分、滝川は両手があっても足りない。

「十人くらいかな。北條は？」

　最初から真面目に数える気もなかった俺は、ふっと笑って返した。

「さあ、覚えてない」

　その返答に滝川の目がキラッと光る。

　お前も両手だけじゃ数えられないだろ？

　彼の目はそう言っていた。

「ズルいなあ。こいつこんな澄まし顔してるけど、結構遊んでるからね。騙されちゃダメだよ、藤原さん」

　滝川が俺の暴露話をすると、酔って目がトロンとしてきた梨乃がご機嫌な様子で返事をした。

「はい。優は百人くらいいそうですね。星の数ほどいても驚きませんよ」

　口調はいつもと変わらないが、ビックリしたのは彼女が俺を『優』と呼んだこと。きっと本人は自分の失言に気付いていない。

　滝川と朝井がどんな反応をするかと少し楽しんで見ていたら、ふたりは「え？」と言葉を発して梨乃の顔を凝視する。

　ほろ酔い状態だった滝川と朝井だが、梨乃の発言で一気に素面しらふに戻ったらしい。

　次にふたりは説明を求めるように俺を見たが、俺は口元に笑みを湛えるだけでなにも言わなかった。

　滝川と朝井が口に出して言わないのは、梨乃がいるからだろう。

　その後、梨乃の口数が減ったのが気になって彼女に声をかける。

「藤原、藤原？　目が開いてないけど、眠いのか？」

「……大丈夫。……起きて……ま……す」

　目を閉じて若干ふらつき気味の彼女はボソッとした声で答えるが、もう起きているのは限界のようで俺に寄りかかってきた。

　身体に感じる彼女の重み。

　普段全力で遠慮されている彼女に頼られているようで、ちょっと嬉しい。

「今日は……楽しか……た」

　無邪気な顔でそんな言葉を口にする彼女を見て、なにか胸に温かいものが込み上げてきた。

「寝ちゃったな」

　そう呟きながら彼女の身体をずらして膝枕し、脇に置いていたスーツのジャケットを彼女にかける。

「お前たちはまだなにか食べるか？」

　にこやかに滝川と朝井に声をかけたら、ふたりが俺をじっとりと見た。

「怪しいと思ったんだ。やっぱりできてるだろ？　お前と藤原さん」

「『優』って、藤原さん、部長のこと呼んでましたよね？　いったいどういう関係ですか？」

　梨乃はうちで同居はしているが恋人ではない。

「第二の兄ってだけで付き合っていない」と言おうとしたら、部屋の戸がガラガラッと開いた。

「あれ？　優？　部屋間違えたな」

　現れたのはうちの会社の社長の沖おき田た光みつ弘ひろ。ちなみに俺の母方の叔父でもある。

「役員と飲み会ですか？」

　社長ににこやかに尋ねると、彼は赤らんだ頬で頷いた。

「ああ。ところで、専務から聞いてるぞ。お前、もうすぐ結婚するそうじゃないか。ひょっとしてその子か？」

　俺の膝枕で寝ている梨乃に目を向ける社長。

「いえ、違いますよ」

　すぐに否定したのに、彼は信じない。

「照れるな、照れるな。お前に恋人が十人いたって驚かないぞ。詳しい話は今度じっくり聞かせてくれよ。仲人は私がしよう。じゃあ」

　社長はニコニコ顔で大きな爆弾を落として、戸を閉める。

　専務には結婚前提でお付き合いしている人がいると言っただけなのに、いつの間にか結婚することになっている。

　専務のおしゃべりめ。口止めしておけばよかった。

　軽く聞き流すと思っていたのにな。

　数日後には社長からうちの両親に話が伝わっているだろう。

「ちょっと面倒なことになったな」

　ハーッと軽く溜め息をついたら、滝川が眉間にシワを寄せながら俺を注意した。

「こら、藤原さんと付き合っておいて面倒とはなんだよ」

「そうですよ。藤原さんと真剣に付き合ってるんじゃないんですか！　藤原さんは遊んでいい相手じゃないですよ！」

　朝井もすごい剣幕で俺を責める。

「ふたりとも落ち着け。俺は藤原とは付き合っていない」

　宥なだめるように言って事実を伝えるが、まだ滝川は信じていないようでスーッと目を細めた。

「つまり真剣交際じゃなくて遊びだと？」

「勘違いするな。親友の妹を弄もてあそぶような真似はしない」

　滝川の言葉をすぐに否定したら、今度は朝井が名前の件を追及してきた。

「じゃあ、なんで藤原さんは部長を下の名前で呼んでるんですか？」

「実は先週、藤原の家に空き巣が入って、彼女をうちにしばらく置いてるんだ」

　俺の話にふたりは目を大きく見開いて、素すっ頓とん狂きょうな声をあげた。

「空き巣～！」

「シッ。声が大きい。ただの泥棒ならまだいいんだが、何度も彼女の家に侵入しているようで、ストーカーの可能性もある。まだ捕まっていないから、安全のために俺のところに来てもらってる」

　俺の説明を聞いて、滝川は親友目線で文句を言った。

「そんなことがあったなら言えよ。道理でふたりでこそこそしていたはずだ」

「悪い。彼女はなにかと俺に遠慮するから、仕事以外では下の名前で呼ばせているんだ。俺の家にいてもいちいち許可を求めて部下としてのスタンスを崩さないし」

　俺の膝の上ですやすや眠っている梨乃を見ながら困ったように言えば、朝井がようやく納得した様子で相槌を打った。

「なるほど。じゃあ、社長が言ってた結婚の相手っていうのは？」

「そんな相手はいない。専務から見合いの話があって結婚前提で付き合ってる人がいるって適当に断ったら、いつの間にか結婚する話になってるみたいだな」

　専務を恨むように言えば、滝川はおもしろそうに笑った。

「どうするつもりだ？　お前来年には式挙げるんじゃない？」

「相手がいないのにか？」

　少しムスッとしながら返す俺を見て、滝川はニヤリとして梨乃に目を向ける。

「相手ならいるじゃないか」

「藤原？　だが、彼女は親友の妹……！」

　俺が反論しようとしたら、滝川は穏やかな声で遮った。

「親友の妹とか部下とかどうでもいいじゃないか。大事なのは、お前が自分の家に彼女を置いているという事実だよ。どうでもいい相手なら自分の家に連れて来ない」

「確かに」

　これは俺の声ではなく、朝井の声。彼は自称『恋の伝道師』の滝川の言葉に聞き入っている。

「お前、すっごい優しい目で藤原さん見てる。今だって膝枕してあげてるじゃないか。そんな風に女に優しいお前を見るのは初めてだよ。まあ、結婚の話は置いといて、本気で藤原さんと付き合えば？　俺はお似合いだと思うよ」

　いつになく真剣な目で俺を言いくるめようとしている滝川の言葉に、苦笑いする。

「俺を焚たきつけるなよ」

「へえ、いつもなら『くだらない』とか一笑するのに、『焚きつけるな』なんてもう彼女に気がある証拠じゃないか」

　俺の揚げ足を取る彼。

「確かに」とまた朝井が相槌を打つ。

「そこ、ふたりで結託するな」

　やんわりと注意するが、滝川と朝井はここぞとばかりに俺を弄った。

「一緒に住んでるんだから、ちゃんと最後まで責任取れよ」

「そうですよ。藤原さん結婚願望ないみたいなこと言ってましたけど、北條さんが幸せにしてあげてください」

　どうしてこんな話になったのだろう。

「藤原にだって男を選ぶ権利がある。勝手に決めるな」

　俺がそう言い返すと、滝川は楽しそうに俺をからかった。

「北條の魅力で落ちない女はいないって」

「また適当なことを」

　呆れるように言ってテーブルに片肘をつく俺に、こいつはまだしつこくけしかける。

「藤原さんもお前のこと意識してると思う。元々なんにでも遠慮する子だからお前がうまくリードしてやれよ」

　もうこれ以上反論するのが億おっ劫くうで軽く聞き流した。

「はいはい」

「北條さん、そんないい加減な返事ダメですよ。藤原さんは僕の憧れの先輩なんですからね。そこは『わかった』と約束してください」

　朝井まで調子に乗って俺に意見してくるので、ハーッと盛大な溜め息をついてネクタイを緩めた。

「お前たちといると疲れる」

「そんなこと言ってこの話題から逃れようとしてるだろ？　今日はこの辺で終わらせてやるけど、またちょくちょく確認するからな」

　いいネタを掴んだとばかりに滝川が嬉き々きとした目で俺を見るので、少しムッとした。

「お前しつこい。もうふたりとも食べないならここでお開きにしよう。彼女を早くベッドで寝かせてやりたい」

「北條さん、そんなこと言って襲っちゃダメですよ」

「朝井も煩いぞ」

　顔をニヤニヤさせる朝井をひと睨みすると、梨乃を起こして店を出た。

「じゃあ、お疲れ」

　滝川と朝井とは店の前で別れ、スマホのアプリでタクシーを呼ぶ。

「あと五分くらいでタクシー来るから」

　半分目を閉じてやっと立っているような状態の梨乃にそう声をかけたら、彼女は急になにかのスイッチが入ったのか、背筋を正してお辞儀をした。

「北條さん、ご馳走になりました。お疲れさまです。また明日」

　踵を返してふらつきながら駅に向かおうとする梨乃を慌てて止める。

「ちょっと待った！　梨乃も一緒にタクシーで帰るんだよ」

「でも、私は家が遠いので電車で帰ります」

　その台詞せりふ、前にも一回聞いた。酔っていてもその言葉がすんなり出てくるのだから、もう身体に染みついているのだろう。彼女らしいが、困ったものだ。

「今は俺の家に住んでいるだろう？」

　梨乃の手を掴んで説明するが、酔っているせいか頓とん珍ちん漢かんな答えが返ってきた。

「北條さん、兄がいつもお世話になっています」

　また頭を下げるが、ふらついて俺の胸に倒れ込む。

「ちょ……危ない！」

　彼女をしっかりと抱き、フーッと息を吐きながら反省する。

　次からは外で酒を飲ませるのはやめよう。記憶も混乱しているし、すぐに眠くなるようだ。

　それからすぐにタクシーが来て、梨乃を乗せて家に向かう。ほどなくマンション前にタクシーが着き、俺に寄りかかって眠っている彼女の肩を揺すった。

「梨乃、着いたぞ。もうすぐベッドで寝られるから頑張れ」

「……ん？」

　彼女はうっすらと目を開け、ボーッとした顔で俺を見る。

「さあ、梨乃、降りるぞ」

　子供に言うように声をかけると、彼女は「はい」と小さく返事をして俺と一緒にタクシーを降りた。

　覚おぼ束つかない足取りで歩く彼女を支え、自分の部屋まで行く。

「ほら、梨乃しっかり」

　玄関にようやく辿り着いたが、梨乃は靴を履いたまま廊下に寝そべった。

「……ただいま」

「こらこら、ここで寝るんじゃない」

　梨乃の靴を脱がして注意すると、彼女は「すみません」と目を瞑ったまま謝った。

「シャワー……浴びなきゃ」

　いきなり立ち上がって、彼女は着ていた服を一枚一枚脱ぎ捨てバスルームに向かう。

　すぐにベッドに行かないんだな。

　酔っ払っているというより、寝ぼけているのだろうか。

　梨乃が倒れないか心配で脱ぎ捨てられた彼女の服を拾い集めて俺も後を追うが、バスルームからすぐにシャワーの音がして少しホッとした。

　バスルームのドアの前で梨乃が出てくるのをずっと待っていたら、身体にバスタオルを巻いたまま彼女が出てきてギョッとする。

　浴場でそのまま寝なくてよかったが、頭はびちょびちょで、水がぽたぽたと滴っている。

「髪濡れたままじゃないか」

　慌てて梨乃を捕まえて洗面所に置いてある椅子に座らせ、ドライヤーで彼女の髪を乾かした。

「ちゃん乾かさないと風邪を引くだろ？」

　俺の声に反応して彼女は「はい」と頷くが、本当に理解して返事をしているかは怪しい。今も梨乃の目はほとんど閉じられたままだ。

　本当に子供みたいだな。会社で見ている彼女とは全然違う。

　綺麗な漆黒の長い髪はまるでシルクのように柔らかく、触り心地がいい。

　考えてみたら、人の髪を乾かすなんて初めてで、この状況を楽しんでいる自分がいる。

　十分ほどかけて髪を乾かし、「終わったぞ」と声をかけるが、「ありがとうございます」という返事だけで動く様子がない。

「……仕方がないな」

　梨乃を抱き上げて寝室のベッドに運ぶ。

　布団をかけようとした時、彼女が急に寝返りを打って俺の手を掴むものだから、俺はそのままベッドに倒れ込んだ。

「ちょ……梨乃。なにを……！」

　苦笑いしながら起き上がろうとしたら、彼女が俺にしがみついてきてドキッとした。

　三十歳の男が親友の妹に翻弄される。こんなにハラハラドキドキしたのは初めてだ。

「俺をどうしたいんだ？」

　梨乃の耳元で囁ささやくように問うと、彼女は俺の胸に顔をすり寄せた。

「……ひとりにしないで……お兄ちゃん」

　その悲しそうな声に胸が痛む。

　またなにか辛い夢でも見ているのだろうか。

「行かない。一緒にいるよ、梨乃」

　亮太の振りをして優しく声をかけ、その華きゃ奢しゃな背中に手を回すと、しばらくしてスーッと彼女の寝息が聞こえてきた。

　あどけないその寝顔。

　女性の寝顔をこんなにじっくり間近で眺めるのも初めてかもしれない。

　人形のようにまつ毛が長く、化粧を落としたその顔はかわいくて、二十歳くらいに見える。

　布越しに伝わってくる彼女の温ぬくもり。それに、俺と同じシャンプーの香り。

　自分の一部のような気がして心が乱される。

　このままずっとこうしていたい。

　そんな感情が湧き上がってくる。だが、兄としてではない。それでは全然足りなかった。

　彼女のことが気になって、そばにいないと安心できなくて……。とことん甘やかして、守りたい。そして、自分だけのものにしたい。

　この気持ちはなんだ？

　兄ならそんな独占しようなんて思わないだろう。それに、彼女に触れたくてたまらないのだ。

　梨乃は親友からの大切な預かりもの。理性で抑えているが、その縛りがなければ彼女を抱いてしまうかもしれない。

　なんせ今腕の中にいる彼女はバスタオル一枚しか身にまとっていないし、それがずれて彼女の素肌が俺に直接触れている。それで欲情しない男なんていない。

　大事に守りたいから手を出さないが、これは誘惑というか拷問だ。この状況に耐えている自分を褒めてやりたい。

「滝川に毒されたかな」

　自嘲めいた笑みを浮かべると、眠っている梨乃の額にそっと口付けた。

「なにもかも忘れてぐっすり眠れ」










優のお母さま




　パラパラと雨の音が聞こえてきて目が覚めた。

　なんだか肩がスースーする。

　それに、人の手が私の腰に回されているのに気付いて、サーッと青ざめた。

　ここは優のマンションで私が使わせてもらっている寝室。だとしたら、腰に巻きついているこの手は優の？

　お化け屋敷に入った時のように恐る恐る背後に目を向けると、優の顔があって絶句した。

　目を閉じて眠っている。

　な、な、なんでこんなことになっているの～！

　しかも、私……裸だ。嘘でしょう？

　頭の中はパニックで、息をするのも忘れそうだ。

　これは夢？

　そう思って何度も目を瞬くが、状況は変わらない。

　現実なんだ、これは――。

　昨日の記憶を辿ろうとするも、あまりに動揺していて冷静に考えられない。

　彼の手が私の腰から胸に移動してきて、思わず奇声をあげた。

「ぎゃあ！」

「……ん？　あっ、おはよう」

　私の声で目覚めた優がゆっくりと起き上がる。

　わー、わー、起こしちゃった！

　髪が乱れていても、無ぶ精しょう髭ひげがあっても美形は美形。

　いつもは身のこなしもエレガントでどこかの王子さまのような風貌の彼だが、今はセクシーな海賊みたいでこれまたドキッとしてしまう。

　彼はまだ昨日のシャツを着ていた。

「……おはようございます」

　布団で胸元を隠しながら起き上がり、条件反射で挨拶を返すも、頭は依然として混乱していた。

　目を大きく見開き優を凝視する私。

　ドッドッドッと鼓動が大きくなって、心臓が胸から飛び出しそうだ。

　どうして優と一緒にベッドにいるの？

　私は裸で……でも彼は服を着ている。

　これはどういうこと？

　昨夜彼となにかあったのだろうか？

　頭の中は疑問ばかり。

　彼と身体を重ねたならなにかしら覚えているはず。ううん、男性経験が一度もないのだ。なんとも言えない。

　なにかあったの？　それともなかったの？

　自問自答する私を見て、優は楽しげに目を光らせる。

「昨日なにがあったか知りたそうな顔してる」

　図星を指されてギクッとしながらも、昨夜の記憶がないことを正直に認めた。

「あの……その……昨日……焼肉屋で食べてからどうしてこうなったのか覚えていなくて……」

　きっと優ならなにがあったかわかっているはず。

「梅酒飲んで梨乃はスヤスヤ寝てたからな」

　ふっと笑って昨夜のことを話す彼。その説明を聞いてひどく落ち込んだ。

　店で寝るなんて……とんだ失態。多分、優たちに気を許してしまって、調子に乗って飲みすぎたんだ。だが、私が知りたいのはその先の話。

「あの……私たちなにかありました？」

　聞くのが怖いが、事実はちゃんと知っておかなければいけない。

「どんな答えを望んでいる？」

　私の質問に質問で返す優。

　その言い方、まるで昨夜身体を重ねたって言っているようなものじゃないの。

「嘘……。私……部長と……寝た」

　優を部長と呼んだことも気にならないほどショックを受けた。

　頭にドンと重い石が落ちたような衝撃を受けて固まっていたら、彼がそんな私を見てクスリと笑った。

「梨乃が想像するようなことはしていない。ただ添い寝していただけだ」

「ほ、本当ですか？」

　思わず彼の腕を掴んで確認すると、彼は穏やかな目で微笑んだ。

「嘘を言っても意味がないだろう？」

「そ、そうなんですね。よかった」

　胸に手を当てて安堵する私を見て、彼が苦笑いする。

「そんな安心した顔をされると傷付くな」

「あの……なんというか、会社の上司と……それも北條さんのようなハイスペックな方とそういう関係になるのは……いろいろとマズいと思いまして」

　必死でフォローするがしどろもどろになるし、彼の表情がなんだか段々険しくなる。

「別に不倫してるわけでもないし、まったく問題ない。だが、いろいろ大変だったんだ。焼肉屋で寝た梨乃を連れ帰ったら、玄関上がって服脱ぎ捨てて、それからシャワー浴びて髪乾かさずに身体にバスタオル巻いて出てきて……」

　優がまだなにか言ってるが頭に入ってこなかった。

　わ～、私……優の前でなにやってんの～。

「……俺が髪を乾かしたらまた寝て、仕方ないからベッドに運んだら、梨乃が俺の手を掴んでベッドに引きずり込んだ」

　再び優の言葉が耳に入ってきて青ざめる。

「ほ、北條さんを襲ったんですか？」

　男なんていらないと思っていたのにそんなことをするなんて、私……相当欲求不満だったの？

　優にこわごわと尋ねるが、もうキャパいっぱいで彼の返答を受け止める自信がなかった。

「襲われてはいないが抱きつかれた。一昨日もリビングのソファで下着姿のまま寝てたから、お酒はほどほどにしておいた方がいいかもな」

　やんわりと注意されたことよりも、さらに知らされた事実に精神的なダメージをかなり受けた。

　チーンと頭の中でお鈴りんが鳴る。

　私の人生終わった。

　上司の家でだらけている姿まで見られていたなんて……。

　一昨日の夜も、きっと優が私をベッドに運んだのだろう。

　それを自力でベッドに行って寝た……なんておめでたい解釈をする私は馬鹿だ。

　もう穴があったら入りたい。

　優の顔を直視できず、俯うつむいたまま謝罪の言葉を口にする。

「い、いろいろとご迷惑をおかけしてすみません。でも、何事もなくて本当によかったです。北條さんはうちの会社一のモテ男だし、なにかあったら会社でもどんな顔して北條さんと接していいのかわからなくなるし……。でも、北條さんは私のような女を抱くわけないからあり得ませんけど」

　この気まずい空気をどうにかしたかったし、沈黙するのが怖かったから、勢いに任せて一気にまくし立てた。

　優のことを何度も『北條さん』と言い間違えた上に、かなり失礼なことも言ったように思うが、頭の中がぐちゃぐちゃで自分でもなにを言っているのかわからない。

「俺がお前を抱くわけがないだって？　試してみようか？」

　その不穏な声の響きにビクッとなり、思わず彼を見てしまう。

「な、なにを言って……」

　彼の目が妖しく光るのを見て言葉を失った。部屋の空気も急に冷え込んだ気がする。

「ここは会社じゃない。今は優だ」

　悪魔のように妖艶に微笑んだかと思ったら、彼が私の顎を掴み、顔を近付けてキスをした。

　突然唇を奪われて面食らう私。

　え？　私……キスされてる？

　この状況が信じられず、思考が急停止する。

　生温かい彼の唇は最初は触れるだけだったが、すぐに私の唇を甘あま噛がみしてきた。

　彼の舌が私の歯列を割って口内に入ってきて、思わず「んんっ！」と声を漏らし、驚きで大きく目を見開く。

　ビックリしたのも束の間、身体がカーッと熱くなって甘い痺れに襲われた。

　お酒を飲んで酔っているかのようなふわふわした感じ。

　とても気持ちがよくて夢を見ているかのよう。

　こんな感覚初めてだ。

　目を閉じて優のキスに応えていたら、彼は私の頭をグイッと掴んだ。

　まるで獣のように私の唇を貪る彼。

　どうやって息をしていいのかわからなくなるくらい激しいキスだったが、不思議と怖いとは思わなかった。

「あん……！」

　初めて知る快感にたまらず声をあげる私を見て、彼がからかう。

「梨乃、いい反応」

　彼に翻弄されていた私は、夢見心地でなにも言い返せない。

　優にベッドに押し倒された時、どこかでスマホが鳴り、彼が舌打ちして私から離れた。

　その音で現実に戻った私。

　胸は露あらわになっていて、髪は乱れている。

　すぐにハッとなって布団を身体に巻きつけたら、彼が私に背を向けて誰かと話していた。

「まだ朝の六時ですよ。そんなことを聞くためにかけてこないでください」

　苛立たしげに言って優はスマホを操作して電話を切る。

　いったい誰と話していたのか。

　いや、今はそんなことを気にしている場合じゃない。

　私……なにやってんの～！　完全に流されてた。

　頭を抱えていたら、優が私の方を振り返りニヤリとした。

「とんだ邪魔が入ったな」

　つい流されてしまったけど、上司と寝るなんてマズい。

　どうやってこの状況から逃げよう。

　男性と親密な関係になったことがないからわからない。布団巻きつけてこの部屋を飛び出すわけにもいかないし……。

　動揺している私を楽しげに眺め、彼は「続きは夜にでも」と言ってチュッとキスをすると、この部屋を出て行った。

　とりあえず彼がまたベッドに戻らなかったことに安あん堵どするが、身体の火照りが収まらない。

　なんなのこれ？

　身体が寂しいというか、あったかい毛布を突然はぎ取られた気分だ。

　彼にもっと抱きしめてキスしてもらいたかった。

　優が触れた唇にそっと指を当てる。

「初めて……キスしちゃった」

　過去に一度だけデートした相手にキスされそうになったが、その時は怖くて相手の顔を思わず平手打ちしてしまった。

　父に捨てられたトラウマもあって、男性とそういう関係になることに抵抗を感じていたのに、相手が優だと嫌だと思わなかった。それに、怖くもなかった。

　むしろ受け入れていた自分に驚く。

　突然のことで私も避けられなかったけど、どうして抵抗しなかったの？

　優を信頼していたからだろうか？

　理由を考えるがはっきりした答えが見つからない。

　それにしても……。

　さっきのキスを思い出して顔の熱が急上昇する。

　あんな自分……知らない。あ～、恥ずかしい。

　もう彼を真っ直ぐに見られないよ。

　催眠術かなにかで優の記憶を操作できたらいいのに。

　それかタイムマシンで過去に戻って「もう梅酒は飲むな」って自分に注意したい。

　そんな現実逃避をしていたら、優の声がした。

「梨乃～、ぐずぐずしてると遅刻するぞ」

「あっ、会社！」

　慌ててベッドを出て服を着ると、洗面所に行って歯磨きと化粧を済ませてダイニングに行く。

　すでにテーブルにはトースト、ソーセージ、目玉焼きにサラダとヨーグルトが並んでいた。

「……今日も用意してもらってすみません」

　合わせる顔がなくて謝ると、穏やかな声が耳に届いた。

「早く座って食べろ。俺も今日は朝から客先だから時間がないんだ」

「はい」

　朝食作るって自分で言ったのに作らせて、ホントただの居候じゃないの。

　不ふ甲が斐いない自分が嫌になる。

　でも、朝起きてあったかい食事が用意されてるって、すごく幸せなことだと思った。

　ひとり暮らしだったら、朝食抜きで会社に出勤していただろう。

「優みたいな嫁が欲しい。でも、お嫁さんもらうような甲斐性ないし」

　そんなことを考えていたら、優に笑われた。

「俺って旦那じゃなくて嫁でしか需要がないんだな」

　どうやら自分の思考をそのまま声に出して呟いていたらしい。

「いえ……その……料理ができてすごいなってことで、深い意味はないんです。優はなにもしなくても結婚相手に困らないと思いますし、気にしないでください」

　無意識に口にしていたからどう弁解していいか困ったが、彼は深く突っ込まなかった。

「結婚相手か。そう言えば、うちの家族が梨乃になにか言ってくるかもしれないが、適当にスルーしていいから」

　優はそんな謎めいた言葉を口にすると、朝食を食べてすぐに家を出た。

　私も戸締まりをしてタクシーを呼んで出勤したが、海外企画部のドアの前で滝川さんと濃紺の着物姿の老人が話をしているのを見かけて不思議に思った。

　この老人は誰だろう。どこかで見覚えがあるけど思い出せない。

　朝一から来客ということはないはず。

　胸に来客用の名札もつけていないから、滝川さんのご家族の方だろうか？

　でも、たとえ部長代理の家族でも、そんな自由にオフィスまで入ってこられないと思う。

「おはようございます」

　とりあえず笑顔を作って挨拶し、そのまま自分の席に行こうとしたら、滝川さんに呼び止められた。

「あっ、藤原さん、待って」

「え？」

　キョトンとして立ち止まる私を、彼は一緒にいた老人に紹介する。

「彼女が例のお嬢さんですよ。藤原梨乃さん」

　例のってなに？

　そう疑問に思って滝川さんの顔を見るが、老人が私の手を両手で握ってきてビックリした。

「お嬢さんが優の。まったくあれもこんな美人をずっと隠しておくとはけしからんな。優のことよろしく頼みます」

　優のご家族？

「……はい」

　相手の勢いに気け圧おされつい返事をするが、わけがわからなかった。

「これでうちの会社も安泰だな。今度食事でもしよう。梨乃さんはしゃぶしゃぶは好きかな？」

　とびきりの笑顔で老人に問われ、「はい。好きです」となにも考えずに答えたら、秘書室の朝井さんが早足でこちらにやって来た。

「会長～、探しましたよ。勝手にいなくならないでください。もう役員は皆さん集まっています」

「朝井さん、悪いね。それでは梨乃さん、近いうちにまた会おう」

　老人……いや会長はにこやかに手を振って朝井さんと一緒にこの場を去っていく。

　彼女は『会長』って言ってたよね？

　会長ってうちの会長？

　それに、あの老人は優のことを親しげに名前で呼んでた。

　それって……。

「あの滝川さん……今の方は？」

　滝川さんに先ほどの老人のことを尋ねたら、私の予想通りの言葉が返ってきた。

「うちの会長の沖田恒つね春はるだよ。あんま会社に来ないから顔見てピンとこなかっただろうけど」

　見覚えがあったのは社内報やニュースで見ていたからだろう。

「その会長が優って仰ってたのは？　優って北條さんのことですよね？」

　重要なのはそこだ。

「ああ。ここだけの話、北條は沖田会長の孫で社長の甥なんだ。周囲には秘密にしてるけどね。名字が違うのは、北條の母方の祖父だからでね。会社で知ってるのも俺と社長秘書の朝井さんだけ。藤原さんもこのことは内緒ね」

　滝川さんは説明しながら人差し指を唇に当てて軽くウィンクした。

「部長が……会長の孫」

　驚くと同時に納得してしまう。

　優の豪華なマンションはおじいさんが所有していると言っていたし、彼の持つオーラとか、普通の人とは違うと感じていた。

「あのう、どうして私を会長に紹介したんですか？」

　優の部下として紹介したんじゃないと思う。

「『優の嫁はどこだ？』って会長に聞かれてさあ。それで、藤原さんを紹介したわけ」

　優の嫁～！

「ちょ、ちょっと待ってください。私は部長の嫁じゃありませんよ」

　顔を青くして反論する私を見て、彼はニヤリとする。

「でも、今北條と一緒に住んでるよね？」

　うわっ、そのこと知ってるんだ。

　多分、昨日酔って寝ていた私を優が連れて帰ったからだろう。

「それは私のアパートに空き巣が……」

　言い訳しようとする私の言葉を滝川さんは遮った。

「理由なんてどうでもいい。北條が藤原さんと一緒に住んでるって事実が大事。あいつ、オススメだよ。料理もできるでしょ？　俺が結婚したいくらいだね」

「私も嫁に欲しいとか思いましたけど……いや、そうじゃなくて、嫁って、北條さんにお付き合いしている人がいるんじゃないですか？　困ります。そんなの」

　必死に訴える私を見て、彼は呆れ顔で言った。

「あのさあ、付き合ってる女がいたら、藤原さんを自分の家に住まわせるなんてあり得ないよ。大丈夫。会長も藤原さん気に入ったみたいだし、安心して嫁ぎなよ。おっ、もうこんな時間。俺行かなきゃ」

　腕時計を見て私の前から去ろうとする彼。

「全然大丈夫じゃありません。ちょっと……滝川さーん！」

　必死で呼び止めようとするも、彼はひらひらと後ろ姿のまま手を振り、「北條に任せとけば大丈夫だよ」と適当なことを口にしてこの場から離れる。

　そんな滝川さんの背中を睨みつけ、ボソッと呟いた。

「だから全然大丈夫じゃありません」

　その後、いつもと同じように仕事に取り掛かろうとしたのだが、いろんなことが起こりすぎてメールを読んでも全然頭に入ってこなかった。

　なぜ優は今朝私にキスしたんだろう。

　だって、美形で地位もあってお金もある彼なら、女なんて選び放題のはず。

　私もどうして拒まなかったのか。経験値の差かもしれない。

　優のキス、なんだかふわふわしててとっても気持ちよかった……って、なにまた思い出してんの！

　あの人、絶対今まで何十人も彼女いたよ。すごく慣れている感じだった。

　でも、テクがすごいから抵抗しなかったわけじゃないと思う。

　三つしか違わないのに大人だし、一緒に住む前はただただ緊張する相手だったけど、今は慣れてきたのか彼といるのが普通になって、安心感さえある。

　多分、本当に兄のような存在になってきたのかも。

　空き巣に入られた時も彼がいて助かったし。

　でも、兄のように思っているならキスに応える？

　考えてもあの時の自分がわからない。

「……さん、藤原さん、百面相しながらキーボード【？】って連打してますけど、なにか仕事行き詰まってます？」

　隣の席の朝井くんが心配そうに私の顔を覗のぞき込む。

　パソコンを見ると、画面が半分【？】で埋まっていた。

「……ホントだ。ちょっと人生に行き詰まっちゃってね」

　自虐的に返す私に、彼はどこか楽しげに目を光らせた。

「そういう時はスーパーマンに相談すればいいじゃないですか」

「スーパーマン？」

　ポカンとする私に彼は顔を近付け、声を潜めた。

「部長ですよ。家でも会社でも一緒なんですから相談しやすいでしょう？」

　君も昨日焼肉食べに行ったもんね。優と同居してるのバレバレ。

　言い訳する気も失せて、溜め息交じりに返した。

「その人が悩みの種なのよ」

「藤原さんはいろいろ深く考えすぎです。結婚考えてないって言ってましたけど、部長はいいと思いますよ。昨日藤原さんが店で寝ちゃった時も優しく膝枕してあげてましたからね」

「膝枕？」

　朝井くんの話にギョッとして、彼にもっと詳しい説明を求めようとしたら、咲が現れた。

「なんだか楽しそうな話してるわね。膝枕ってなに？」

　咲の質問に朝井くんはニコニコ顔で答える。

「昨日の夜、うちの部長たちと焼肉屋に行ったんですけど、途中で藤原さんが寝ちゃって部長が膝枕してあげてたんですよ」

「北條部長とね。超優良物件じゃない。それに、梨乃に合ってる。捕まえてゴールインしちゃいなさいよ」

　ふたりが楽しそうに私を弄るので、ムスッとして言い返した。

「絶対に結婚しません。無責任なこと言わないで」

「そういう人があっさり結婚しちゃうのよ」

　私を見て咲は含み笑いをする。

　結婚をゴールと言うのは間違っている。だが、そんな話をしても場がしらけるだけだろう。

　愛し合って結婚したって、浮気されたら不幸になる。結婚はゴールではない。始まりに過ぎないのだ。

　自分の両親のことを思い出し、ちょっと気分が重くなった。

　その後、気を取り直して仕事をしていたら、お昼過ぎに優が現れた。

　もうオフィスに入ってきただけでわかる。

　いい意味で空気が引きしまるし、まるで探知機でもあるかのように彼の気配を肌で感じるようになった。

　キスのこともあって面と向かって文句を言えず、優にＬＩＮＥする。

【今朝会長に会いました。私のことを将来の嫁と誤解しているようなので、ちゃんと訂正しておいてください】

　朝、うちの家族がなにか言ってきたらって忠告したのは、今考えれば会長のことだったのね。朝の電話も会長からだったのかも。

　せめて会長の孫ってことくらい教えてほしかったな。

　会長が身内だと優が私に内緒にしていたのは、その程度の関係ってことなのかもしれない。

　そう考えて胸がチクッとしたその時、スマホがブルブルと震えた。

　画面を見たら、すぐにＬＩＮＥのメッセージに既読がついて彼から返信が来た。

　数メートル先に優がいるのに、ＬＩＮＥでやり取りするのも変な感じだ。

　なんだかやましいことをしているみたい。

【悪い。じいさんには言っておく。今夜は会議があって帰りが九時くらいになる】

　今夜は九時か。あまりダラける時間はなさそうだ。

　いや、ダラけて梅酒飲んだから困った事態に陥ったのよね。しばらく自重しよう。

【了解しました】

　そう返事をすると、彼と目が合って慌てて逸らした。

　あー、なにやってんだろ。意識しまくりじゃないの。

　ここは会社。ちゃんと仕事しなきゃ。

　自分に活を入れて打ち合わせ、海外支社とのｗｅｂ会議、報告書の作成等の業務をこなし、優のマンションに帰宅する。

　時刻は午後八時過ぎ。

　部屋着に着替え、途中コンビニで買ったおにぎりをソファに座って食べた。

　昨日は焼肉食べたし、夕飯はこれだけでいいや。

　優ももう少ししたら帰ってくる。

　テレビをボーッと観ていたら、玄関のドアが開く音がした。

「あっ、帰ってきた」

　てっきり優が帰宅したと思ってソファから立ち上がったら、女性の声がして固まった。

「優～、お母さんシャインマスカット持ってきたんだけど～」

　お母さん？

　え？　嘘～！

　優のお母さまが来るなんて全然聞いてない。

　どうしよう～！　マズいよ、マズい。どこかに隠れてた方がいい？

　リビングのドアを見つめ、狼狽える私。

　あっ、でも玄関には私のパンプスがある。今さら隠せない。

　え～、どうすればいいの？　私、今部屋着なのに～！

　こんな格好で玄関に出て行ったら、だらしない女って思われるよ。

　それに、優のお母さまは私がいてビックリするんじゃない？

　優がお母さまに私のことを話しているとは思えない。

　あたふたしながらスマホで優に聞こうとしたら、リビングに彼の母親が入ってきた。

　年は五十くらい。細身でミディアムヘアの美人だ。

「優～？　まだ帰ってきてないのかしら……って、えーと、あなたはどなた？」

　優のお母さまと目が合って一瞬思考が停止した。

　こういう場合、どうしたらいいの？　今こそ優に電話で指示を仰ぎたい。

　なんと答えたらいいだろう。

「……こんばんは。藤原梨乃です。兄が優さんの親友で、わけがあってこちらにご厄介になることになりまして……」

　ニコッと笑顔を作るが顔が強張る。

　その説明で納得してもらえるか非常に不安だったのだけれど、優のお母さまはぱあっと顔を輝かせて私の手を取った。

「まあ、あなたが亮太くんの妹さん？」

　これは意外な反応。優の母親に優しい口調で問われ、コクッと頷く。

「はい」

「こんな美人さんだったなんて亮太くんが自慢するのもわかるわあ。ずーっとあなたに会いたいと思っていたの」

　もっと警戒されるかと思ったのに、優のお母さまは好意的な目で私を見た。

　不意打ちだったけどせっかくお会いできたのだから、ちゃんとお惣そう菜ざいのお礼を伝えなきゃ。

「私も一度会ってお礼を言いたいとずっと思ってました。私たち兄妹のことを気にかけてくださって……お惣菜を兄に持たせてくれて……。すごく美味しかったです。特にコーンクリームコロッケがお気に入りで……。私の中のお母さんの味が今では全部優さんのお母さんの味で……。あの……ありがとうございました」

　感謝の気持ちを伝えたいが、感情が先走ってうまく言えない。

　それに、当時のことを思い出したら涙が込み上げてきて、ますます焦った。

「あっ、やだ……すみません。涙が出てきちゃって。す、すぐに止まりますから」

　涙が止めどなく頬を伝う。

「あらあら、喜んでもらえてよかったわ。なんだか初めて会った気がしないわね」

　ハンカチを取り出して、私の涙を拭う優のお母さま。

　とても優しく、愛らしい方で緊張が一気に解けた。

「ふふ。そうですね」

　笑って相槌を打つ私を彼女はジッと見つめる。

「ねえ、もし差し支えなければ、優のところにいる理由を聞かせてもらってもいい？　ちょっと座って話しましょうか？」

　優しく微笑む彼女に手を引かれ、目の前のソファに腰かけた。

「実は私が住んでいたアパートに空き巣が入りまして、まだその空き巣が捕まっていないんです。そのまま住むのはちょっと怖くて。普通なら兄を頼るとこなんですが、今イギリスに行っていて、それで兄の親友の優さんがこのマンションに置いてくれて……」

「まあ、そんなことがあったの。大変だったわね」

　単なる相槌ではなく、彼女は私の肩に手を置いて優しくいたわった。

「優さんには多大なご迷惑をおかけしてしまって、本当に申し訳ないと思ってます。あの……近いうちにここを出て行きますので」

　優との同居が周囲にバレてとんでもない展開になっているし、ずっと居座る気がないことを伝えたら、思いもよらず反対された。

「そんなのダメよ。まだ空き巣が捕まっていないんだもの。ここにいなきゃ。亮太くんだって心配するわ。ねえ、優？」

　優のお母さまがにっこり微笑んで私の背後に目を向ける。

　その呼びかけに驚いて振り返ると、彼がいた。

「ああ。そうだな。許可できない」










ふたりで過ごす時間　―　優 side




「……母さんが来てる？」

　仕事を終わらせ午後九時過ぎに家に帰宅すると、梨乃の黒のパンプスの横に見覚えのある茶色のパンプスが並んでいた。

　さては、じいさんから話を聞いてやって来たな。

　専務が俺の話を拡大解釈して周囲の役員に言い触らすから、今日はその火消しに追われた。

　叔父である社長やじいさんには『まだ結婚はしない』と言って騒がないよう釘を刺したのだが、じいさんは事実を確認するため滝川に探りを入れに来た。

　話を聞いた滝川もおもしろがってじいさんに梨乃を紹介して、彼女からクレームのＬＩＮＥがきて……。

　俺の家のことは伝えてなかったから、会長が現れて梨乃はさぞかし驚いたに違いない。

　会社で目が合ってすぐに視線を逸らされたのは、そのことに怒っていたからだろうか。それとも、今朝のキスのことがあって恥ずかしがっていたのか。

　梨乃にキスしたのは、『北條さんは私のような女を抱くわけない』と言われてついカッとなったのもあるが、自分が彼女に触れたかったから。優しい兄でいるのももう限界だったんだ。

　すぐに終わらせるつもりが、唇を重ねた瞬間からビビッと身体に電流が走るような感覚に襲われ、キスを深めた。

　あの時じいさんから電話がかかって来なければ、あのまま彼女を抱いていたかもしれない。理性をなくしたのは初めてだ。

　滝川が知ったらきっと「絶対に手を出すと思ったよ」と俺を笑うに違いない。

　認めるよ、滝川。

　俺は梨乃に惚れている――。

　学生の時からモテていて、自分から女性を口説くことはなかった俺。

　誘われれば相手をする。但し、恋人にはならない。

　デートくらいはしたが、家には絶対に呼ばなかった。相手に期待されても困るし、面倒な揉めごとはごめんだったから。

　過去に一度だけ短期間付き合った女性がいたが、仕事で会えないことが多く、『仕事と私、どっちを取るの？』と迫られて辟へき易えきした。『仕事』と俺が即答したら、相手が憤慨してジ・エンド。それ以来、特定の彼女は作らないと決めている。

　ひとりっ子だから、ひとりでいることになんの寂しさも感じなかった。

　恋人ができれば束縛される。だが、束縛されると感じること自体、相手に対して好きという感情がないわけで、自分以上に大事に思える相手がいなかっただけなのかもしれない。

　このままずっと気ままな独身貴族でいると思っていたのだが、梨乃と同居するようになって俺は変わった。いや、彼女と一緒に残業した夜から変化の兆しはあった。

　あの夜から彼女のことが気になったし、同居させることになんの迷いもなかった。

　それは……今考えると、俺が梨乃に惹ひかれていたから。

　もし、空き巣にあったのが梨乃じゃなかったら、俺は自宅に連れて来ないで、知人の家にでも預けていただろう。本能的に彼女を自分のそばに置きたかったんだと思う。

　一緒に住むようになってまだ数日しか経っていないが、単調だった生活が楽しくなった。

　同じ物を食べて、同じテレビを観て、同じ空間にいて……そんなたいしたことはしていないのだが、ひとりでいる時よりもリラックスしている自分がいる。

　普段会社で見ることはない彼女の姿を目にするのもとても新鮮で、スッピンで寝癖があってもすごくかわいいと思える。

　梨乃は親友の大事な妹で、俺の部下。今はその肩書きだけでは足りない。

　もっと近い存在になりたいと願うのは、彼女のことを好きになったからだ。

　空き巣事件が解決すれば、やがて梨乃はこの家を出て行くだろう。

　ずっとここにいてほしい。

　そう思うのは自分勝手だろうか。

　じいさんたちに結婚話を否定はしたが、内心この話を本当にしたいとも思った。

　今日会社で滝川が言った言葉が頭から離れない。

『藤原さん、会長に紹介しておいたから感謝しろよ。ああいういい子は囲い込まないと逃げられるぞ』

　確かになにもしなければ梨乃は逃げそうだ。

　じいさんの次に母さんが現れておろおろしているのではないだろうか。

　顔面蒼白になっている梨乃の姿が頭に浮かぶ。

　靴を脱いで玄関を上がると、リビングの方から母さんと梨乃の声が聞こえてきた。

　静かにリビングに入ったら、ふたりはソファに座って話し込んでいて、想像していたのと違った。

　初めて会ったにしては親しげだ。

「まあ、そんなことがあったの。大変だったわね」

　母が梨乃を気遣うように言うと、彼女は母に真剣な表情で詫びた。

「優さんには多大なご迷惑をおかけしてしまって、本当に申し訳ないと思ってます。あの……近いうちにここを出て行きますので」

　俺は迷惑だなんて思っていない。

　そう口を出しそうになったが黙っていた。

　梨乃は背を向けていて俺に気付いていない。しかし、母とは目が合って俺に微笑んだ。

「そんなのダメよ。まだ空き巣が捕まっていないんだもの。ここにいなきゃ。亮太くんだって心配するわ。ねえ、優？」

　母に急に話を振られたが、その時俺の方を振り返った彼女の目を見てはっきりと告げた。

「ああ。そうだな。許可できない」

「あの……でも……本当に申し訳なくて」

　梨乃は俺と距離を置くように謝るが、そんな彼女を見たくはなかった。

「亮太だったら申し訳ないなんて思わないだろ？」

　優しく言い聞かせようと試みるが、彼女も結構頑固で素直に「うん」と言わない。

「それはそうですが……」

「だったら、たまに母さんの相手をしてくれないか？　俺は忙しくて付き合えないから」

　交換条件を出せば、気持ちが軽くなるだろう。

　俺の提案に母親が目をキラキラさせた。

「あらあ、いいわね。早速連絡先交換しましょうよ」

　ノリノリの母親は、梨乃の手を掴んでにっこりと笑う。

「え？　あっ、はい」

　母のペースに呑のまれて返事をする梨乃。

　さすが母さん、いい働きをしてくれる。

「優、母さんのスマホに登録して」

　機械オンチの母が俺にスマホを差し出すので、ふっと笑って受け取った。

「はいはい。梨乃もスマホ用意して」

　梨乃にそう要求すると、彼女はキョトンとしながらも、ソファにあったスマホを手に取る。

「スマホ……はい」

　梨乃と母の連絡先を交換し、スマホを母に返した。

「はい。これで登録済み」

「ありがとう。早速ランチとかどう？　よく丸の内の方に行くから、美味しいお店教えてくれると嬉しいわ」

　俺をそっちのけで母が梨乃を誘うと、彼女もニコッと笑顔で返した。

「あっ、はい。ぜひ」

「よかったわ。近いうちに連絡するわね。うちにも優と一緒にぜひ遊びに来て。優もちゃんと連れて来てよ。あなたお正月くらいしか帰ってこないんだもの」

　母の小言に苦笑いしながら頷く。

「わかったよ」

　母は俺の返事を聞くと、ソファから立ち上がった。

「じゃあ、私は家に帰るわね」

　梨乃に会えたせいか、ご機嫌の母は玄関先で俺に耳打ちした。

「これからお正月は賑にぎやかになりそうだわ。私が梨乃ちゃんを取っても焼き餅を焼かないでね」

　フフッと笑う母は、俺にライバル宣言する。

　どうやらひと目見て梨乃を気に入ったようだ。亮太の妹ということもあって初めて会った気がしなかったのかもしれない。

　母と梨乃を取り合うのか。

　そんな想像をして自然と口元が綻ぶ。

　母と梨乃が仲よくしてくれれば俺も嬉しい。

　タクシーで帰るという母を玄関先で梨乃と見送ると、リビングに戻った。

「想像していた通り、美人で素敵なお母さまですね」

　母の印象を彼女はそう語るが、肯定できなかった。

「そうか？　どこにでもいるちょっと詮索好きの普通の母親だ。今日来たのも梨乃に会うためだったんじゃないかな」

「いえ、シャインマスカットを届けにいらしたんですよ」

　目の前にある有名デパートの紙袋を梨乃は指差すが、その袋を見てつい笑ってしまった。

「それは口実だ。きっとじいさんから話を聞いて真意を確かめようと、デパ地下でブドウを買って来たんだと思う」

　そんな想像をする俺を彼女はじっとりと見た。

「そう言えば、おじいさんってうちの会社の会長だったんですね。今朝会ってビックリしましたよ。教えてくれればよかったのに。みんなにも内緒にしてるのはどうしてですか？」

　専務やうちの部の佐藤課長もそのことは知らない。

「会長の孫っていう目で周囲に見られたくなかったからだよ」

　俺の返答に彼女は納得した様子で頷く。

「……ああ。なんとなくわかります。自分の力で勝負したかったんですね。でも……どうして私にも隠していたんですか？」

　なぜか悲しそうな顔をする彼女に、俺の考えを話して聞かせた。

「隠していたわけじゃないが、あまり驚かせたくなかったんだ。ただでさえうちに来た時の梨乃は俺になにかと遠慮してたから」

「そうだったんですね」

　俺の返答にぱあっと顔を輝かせる彼女。

　ひょっとして秘密にしていたと思って不安にさせてしまったのだろうか？

「驚かせて悪かった。ところで夕飯は？」

　彼女の頭にポンと手を置いて確認すると、掛け時計に目をやった。

　もう午後の九時半過ぎ。

　キッチンで料理をした形跡はないし、彼女がちゃんと夕飯を食べたか気になった。

「食べました。コンビニのおにぎりですけど。昨日焼肉だったし、ちょっと胃を休ませたくて」

　お腹に手を当てる梨乃。

　そんな少食だから身体も華奢なんだと思う。

「俺より若いのになに言ってんだか」

　もっと食べた方がいいと注意しようとしたら、彼女はしれっと話を逸らす。

「なにか作りましょうか？」

　梨乃が気を使ってそう言ってくれたが笑顔で断った。

「いや、自分で作るからいい。料理結構好きなんだ」

　スーツのジャケットを脱いでシャツの袖をまくると、冷蔵庫からベーコン、玉ねぎを取り出して包丁で細かく切っていく。

　その様子をそばで梨乃が眺め、手をパチパチさせた。

「すごい上手ですね。手際もいいし、シェフみたい」

「それはどうも」

　クスッと笑いながら、ご飯と切ったベーコン、玉ねぎをケチャップと一緒にフライパンに入れてケチャップライスを作った。

　次に卵を用意して半熟のスクランブルエッグを作り、その上にケチャップライスをのせて卵の形を整えながら包み込む。

　できあがったオムライスを皿に盛ると、彼女が感嘆の声をあげた。

「わー、形が綺麗～。プロじゃないですか？」

　だが、これで終わりではない。赤ワインとケチャップをフライパンで煮立ててソースを作り、オムライスにかける。

「すごく美味しそう～。ケチャップに赤ワイン入れるんだあ。勉強になります」

　少しおちゃらけながらできた料理を褒める彼女の口に、「はい、味見」とオムライスを運ぶ。

「熱っ……でも美味しい」

　ニンマリする彼女。どうやら気に入ったらしい。

「もっと食べるか？　半分とか？」

「それじゃあ、優の分がなくなりますよ。あとひと口だけ」

　彼女を釣るには食べ物がいいかもしれない。

　遠慮がなくなって距離が縮まる。

「じゃあもうひと口」

　またオムライスを梨乃の口に運ぶと、彼女は悶もん絶ぜつした。

「うーん、幸せ。ご馳走さまでした」

　この顔。とてもかわいくて、触れずにはいられない。

　手を合わせる彼女に、たまらずチュッと口付ける。

「お粗末さまでした」

「え？　ゆ、優？」

　目を見開いて赤面する彼女に、にっこりと微笑んだ。

「オムライスより、梨乃の方が美味しいかもな」




　その週の週末は、梨乃を誘って山やま梨なしに向かった。

「車二台持ってるなんてリッチですね。しかも、ワンボックスとはいかないまでも大きい」

　助手席に乗っている梨乃は興味深そうに車内を見る。

「山とか行く時、毛布とかエアベッドとか椅子を詰められて便利なんだ。テント張らなくても車中泊できるから」

　会社に行く時はセダン、山や湖に行く時は今乗ってる大型のミニバンと使い分けている。

「今、キャンプ流は行やってますけど、テントは準備と後片付けが大変ですもんね」

「ああ。だから、俺は山とか行っても車で寝る派。帰ってテント洗う必要もないからな。たまに滝川と一緒に行く時もある」

　俺の話に彼女は意外そうに言った。

「そうなんですね。滝川さん、夜はずっとホテルで女の人といるイメージですけど、アウトドア系もするんだ。女性同伴じゃないんですか？」

「ないな。梨乃が想像してるより地味に生活してるよ。滝川も俺も」

　昔はともかく今はね。

「いや、車二台も持ってて地味にとは言わないですよ」

　語気を強めて反論する梨乃を見て微笑ましく思う。

「最近、よく突っ込み入れるようになったな」

　同居前だったら、心の中で思ってはいても遠慮して口に出さなかっただろう。

　ここ数日で彼女との距離が縮まったように思う。

　俺の家にいる時はスッピンでいることが増えたし、オフィスにいる時のような服ではなく部屋着でまったりしている。

　さすがに下着姿ではもうゴロゴロしていないが、いい傾向。

　俺もぐいぐい攻めず、まずは一緒にいることが普通なんだと彼女に思わせることにした。

「だいぶ慣れてきたんです。ちょっと前までは口をきくのも恐れ多い存在だったんで。なんていうか江戸時代の将軍みたいな」

　クスッと笑って俺をからかう彼女。

「で、大奥があるって想像してただろ？」

　わざとムスッとした声で追及すると、彼女は笑ってはぐらかした。

「あはは、どうでしょうね」

　しっかり想像してたな。

　その後、本もと栖す湖この湖畔にあるキャンプ場に車を停とめ、地面にレジャーマットを敷き、その上にホットクッションを置いた。ラッキーなことに周囲でキャンプしている人はいない。とても静かだ。

　今日は日が落ちてぐっと冷え込み、気温は四度。

　時刻は午後七時過ぎ。

　吐く息も白く、ダウンジャケットを着ていても寒さを感じた。

　だが、眺めは最高。

　月明かりの中で見る富士山は絶景だった。

「幻想的で綺麗」

　ほうっとしばらく景色を眺める梨乃。

　そんな彼女を見ていると、ここに連れて来て正解だったと思う。

　いろいろとキャンプの準備をしていたら、梨乃がクッションを手に取った。

「わあ、このクッションあったかい」

「それＵＳＢ接続だから便利なんだ。梨乃はゴロゴロしたいだろ？」

「よくわかってますね。あとこれも」

　ブランケットを手渡すと、彼女は幸せそうな顔で頬擦りした。

「このブランケット、肌触り最高！」

「夕飯の準備できるまでそれに包くるまってろ」

　俺の指示を聞いて、彼女は明るい笑顔で頷く。

「はい」

　最近感じるこの変化がいい。打ち解けて俺に素直に甘えるようになった。

　料理なんてやりたい方がやればいいし。それに、俺も苦には感じない。

　テーブルと椅子、調理器具を用意してコンソメベースのスープパスタを作る。

　身体はあったまるし、手間もかからず、洗い物もそんなに出ないから楽だ。

「さあ、できた」

　皿に盛りつけてテーブルにのせる。

「相変わらず手際いいですね」

　梨乃が立ち上がって横に置いた椅子に腰かけると、俺も席に着きふたりでいただきますをして食べ始める。

「パスタ美味しい。スープの味つけもちょうどいいですね。やっぱり優を嫁にしたい～」

　パスタを咀そ嚼しゃくしながら冗談っぽくそんな話をする彼女に、ちょっと踏み込んで言った。

「夫としては考えてないのか？」

　ゴクッと唾を飲み込む彼女。

「そ……それは……。急にリアルな話を振らないでくださいよ。返答に困るじゃないですか」

　動揺しながら俺を責める彼女を見てニヤリとする。

「困るってことは考える余地はあるんだな？」

「揚げ足取るのズルいですよ」

　上目遣いに俺を見る彼女に軽く謝った。

「悪いな。そういう性格なんだよ。今はもう尋問しないから食べろ」

「今はって後で尋問するんじゃないですか」

　彼女の指摘にふっと笑う。

「なかなか鋭いな」

　パスタの後はデザート。近くの林で木の枝を拾い集め、焚き火をする。

「炎ってなんか見入っちゃいますね。高校の学園祭のキャンプファイヤー以来ですよ。こういうの」

　彼女の話に、懐かしくて笑みがこぼれた。

「梨乃の時代にもキャンプファイヤーしたんだな。あれ始めたのは俺たちの代からだ」

「そうだったんですね。すごい盛り上がって、あのキャンプファイヤーを一緒に見るってカップルがいっぱいいましたよ。私は友達と見てましたけど」

　どこか自虐的に笑う彼女。

　だが、俺にとっては悪い話ではない。

　ここで恋人と一緒に見ていたと言われたら、過去のこととはいえちょっとおもしろくなかっただろう。

「俺も主催側だったから、亮太たちとずっと一緒だったな」

　そんな思い出話をしながらマシュマロをビニール袋から取り出したら、梨乃がすぐに反応した。

「あっ、マシュマロ。ひょっとしてその焚き火で焼くんですか？」

「そう。はいこれ、炙あぶって」

　マシュマロを金串に刺して梨乃に手渡すと、彼女は子供のように目をキラキラさせた。

「わあ、一度やってみたかったんです。優はやったことあるんですか？」

「滝川と。あいつ甘いの好きだからノリノリでやってた」

　俺はマシュマロを焼くつもりはなかったのだが、あいつが買ってきて『キャンプの定番だからやろう』と言ったのだ。

「なんか想像できます。滝川さん、マシュマロひと袋全部食べちゃいそう」

　俺の話を聞いてクスッと笑いながらマシュマロを火で炙るが、角度が悪かったのか地面にボトッと落ちた。

「あっ！」

　固まる梨乃に、俺が持っていたマシュマロを渡す。

「はい、これ。結構ドジって言われないか？」

「よーく言われます。お兄ちゃんとか親友に。次はちゃんとやります」

　寒いのに腕まくりして慎重にマシュマロを炙る彼女。その目は真剣だ。

　そう言えば、あのおしゃべりの滝川もなにもしゃべらずジッとマシュマロを見つめて炙っていたな。

　梨乃も甘いものが好きみたいだし、スイーツを目にすると気合いが違うのかもしれない。

「それくらいがいい」

　キツネ色に焼けたマシュマロを見て梨乃に声をかけると、「いただきます」とご機嫌な顔で言って、マシュマロにかじりついた。

「あっ、熱い！　でも、美味しい。この蕩とろける感じがいい」

　ほくほく顔でマシュマロを食す彼女を見て、つくづくこういう瞬間が大事なんだって思う。

「優は食べないんですか？　美味しいのに」

「俺はひとつでいいかな。梨乃が食べたいならもっと焼くが」

「もっと食べたいです」

　梨乃がとびきりの笑顔でおねだりする。この顔を見たら、ひと袋全部、彼女のために炙りたくなった。

　マシュマロを食べた後は、マットの上にふたり並んで座り、富士山を眺めた。

　キャンプをしている人は思ったより少なくて、周囲は静かだ。

「夜の富士山って初めてかも」

　富士山を眺めながら嬉しそうに微笑む彼女の目が、月明かりの中でキラリと光る。

　景色よりも彼女に気を取られた。

　綺麗だな。

　リラックスして心から微笑む彼女が無性に愛いとおしく思えた。

「来てよかったか？」

　俺の趣味を押しつけてしまうのはよくない。

　ちゃんと梨乃の感想も聞いておきたくて確認したら、彼女はわざと怒った顔で答えた。

「当然ですよ。こんな綺麗な景色見て、ガッカリするわけがないでしょう？」

「それはよかった」

「寒いけど、また来たいな」

　そんなかわいいおねだりをする梨乃を背後から抱きしめると、彼女の身体がビクッとした。

「じゃあまた来よう。これなら寒くないだろ？」

　抵抗されるかと思ったが、彼女は照れているのか俯き加減に「はい」と頷く。

「ずっとひとりがいいって思ってた。何度も見ている景色が梨乃と一緒だと新鮮な感じがする。最高に綺麗だ。ついでに梨乃も綺麗だよ」

　梨乃の耳元で囁くように言うと、彼女は激しく狼狽えながら言い返した。

「つ、ついでってなんですか。それに、そ、そのセクシーボイスで褒めないでください。み、み、耳に直接響いて心臓がドキッとします」

　動揺しまくりでかわいい。

「どうしてドキッとするんだろうな？」

　意地悪く聞いたら、彼女は怒った。

「もう、知りません！」

　顔は見えないが、きっと彼女の顔は真っ赤になっているに違いない。

　これ以上弄るのはかわいそうなので、話を変えた。

「そう言えば、今まで聞いたことなかったけど、梨乃はどうしてうちの会社に入ったんだ？」

「兄に『OKITA はいいぞ』って勧められたんです。福利厚生がしっかりしてて、ボーナスもいっぱい出るからって。今考えると、優たちがいるから安心だったんでしょうね」

　親友が妹にうちの会社を推す姿が容易に想像できる。

「なるほど。亮太の勧めねえ」

　俺がゆっくりと相槌を打つと、彼女はその瞳を翳かげらせ、ポツリと呟くように続けた。

「小さい頃は父が弁護士をしていたので、パラリーガルになりたかったんです」

「小さい頃は？」

　その言葉に引っかかりを覚えて聞き返したら、彼女は少し悲しそうに笑った。

「両親が離婚して父とは疎遠になったから、目標を失っちゃって……いざ就職活動するって時にすごく悩んだんですけど、兄の勧め通りにして正解でした」

　急に晴れやかな顔で俺を見たので安心した。

「どうして正解だと思ったんだ？」

「仕事は楽しいし、優や滝川さん、それに朝井くんたちがいるから」

「そこは余計なおまけはつけずに、俺がいるからって言ってほしかったな」

　茶目っ気たっぷりに言う俺を梨乃がクスッと笑いながら注意する。

「おまけなんて言っちゃダメですよ。滝川さんと朝井くんが知ったらきっと猛抗議します」

「確かに。それにしても梨乃がうちに就職するきっかけが亮太だったなんてな。意外だった」

　なんだろう。俺も梨乃もあいつの策略にはまっているような気がする。

　イギリスに発つ前、梨乃を滝川にも紹介していいはずなのに、亮太は俺しか呼ばなかった。

　俺たちをくっつけようとしていると思うのは、勘繰りすぎだろうか？

　たとえ亮太の企みだったとしても、こうして梨乃と一緒にいられるのだからあいつに感謝しないとな。

「今日は付き合ってくれてありがとう」

　梨乃の耳元で囁くように告げると、彼女が俺の方を振り返った。

「わ、私の方こそ連れて来てくれてありがとうございます。パスタもマシュマロも美味しかったです」

　パッと咲いた花のように明るく微笑む彼女が、とても愛おしい。

　それからどれくらい富士山を眺めていただろう。

　午後十時過ぎに車に戻って後部座席に敷いてある布団に入った。

　布団は二組で大人ふたりがギリギリ寝られる広さ。

「お布団、あったかいですね。なんだか修学旅行してる気分」

　彼女がクスッと無邪気に笑うと、布団に片肘をつきながら悪戯っぽく目を光らせた。

「枕投げは無理だが、怪談話ならできる」

　近くにあった懐中電灯を掴んでライトをつけると、適当に話を作って梨乃に聞かせる。

「昔、あるところに美しい娘がいて、この湖に棲すむ主が彼女を見初めて嫁にした。それで……！」

「ぎゃあ～！　それ絶対ダメなやつですよ。特にこんな湖畔なんて幽霊出そうじゃないですか！」

　梨乃が少し怯おびえながら俺の手をガシッと掴む。

「そんなにお化けが怖いのか？」

「ガチで怖いです。絶対どっか行かないでくださいね」

　念を押す梨乃に少し笑いながら頷いて、懐中電灯のライトを消した。

「わかった。わかった」

「その言い方は全然わかってない。ひとりきりにしたら一生恨みますよ。トイレ行く時も起こしてくださいね」

　今度は俺の布団に入って抱きついてくる彼女。

　自分がどんな危険な真似をしてるかわかっているのだろうか？

　俺に襲われるとか考えていないに違いない。

「もし、今ここにいるのが俺じゃなくて亮太でも一緒の布団に入るか？」

　彼女に確認すると即答された。

「そりゃあ、お化け怖いですもん。入って、お化けが出たらお兄ちゃんを盾にしますよ」

　その回答に笑ってしまったが、亮太と同じ布団に入られるのは嫌だ。

　胸の中がモヤッとして彼女を組み敷いた。

「え？　優？」

　驚きで彼女の瞳が揺れる。

「たとえ兄でももう一緒の布団に入るな。妬やける」

　まだ恋人でもないのに独占欲剥むき出しの発言をして、彼女の唇を奪った。

「うう……ん」

　くぐもった声をあげる梨乃の頭を掴んで、自分の唇を押しつける。

　柔らかくて……甘い――。

　俺だけのものにしてしまいたい。

　そんな欲にかられ、彼女の下唇を甘噛みしながら、彼女の上着の中に両手を突っ込んで、脇腹から胸へと手を這はわせる。

　その肌はすべすべして滑らかで触り心地がいい。だが、ブラが邪魔だった。

　左手を背中に回してブラのホックを外すと、彼女の胸を鷲わし掴づかみしながら激しくキスをする。

　身体を弓なりにして身もだえする梨乃。

　キスを終わらせ、彼女の首筋から鎖骨、それから胸へと舌を這わせて、彼女の胸の先端を舐なめ上げた。

「ああ……ん！」

　身を捩よじって喘あえぐ彼女を見てニヤリとする。

「感じやすいんだな」

「……違う」と否定しながらギュッと目を閉じる梨乃の足に手を移動させて撫で上げ、足の付け根に触れたら、彼女が身体を強張らせたのでハッとした。

「梨乃？　怖い？」

　顔を上げて尋ねると、彼女は気まずそうに答える。

「……あの……ごめんなさい。初めてで……慣れてなくてちょっと怖くて……。この年で経験ないなんて引きますよね？」

「そんなことない。俺も性急すぎた」

　梨乃の頬をそっと撫でると、優しく包み込むように抱きしめた。

　彼女を抱きたいが、無理強いはしたくない。

「……私、父親に捨てられたっていうのがあって、それがトラウマで今まで男の人と付き合ったことがないんです」

　梨乃の告白を聞いて妙に納得した。

　俺の家で暮らし始めた時も、やたら遠慮して距離を置こうとしていたよな。

「今、こうしているのは怖いか？」

「いいえ。でも、この展開に戸惑ってます。どうして優がキスしたのかもわからなくて……」

　俺の問いに伏し目がちに答える彼女の顎を掴んで、目を合わせる。

「そう言えば、俺の気持ちをちゃんと伝えてなかったな」

　今まで女に告白したことがなかったから、肝心なことを忘れていた。

　彼女が困惑するのも当然だ。

「梨乃が好きだよ。これからは全力で口説くから覚悟して」

　そう宣言すると、口をパクパクさせながら驚く彼女に優しく口付けた。










彼が欲しい




『梨乃が好きだよ。これからは全力で口説くから覚悟して』

　一カ月前に優に言われた言葉がまだ頭から離れない。

　男性から告白なんて初めてされた。

　しかも、相手はうちの会社一のモテ男。

　その人が私を好きだと言う。

　その日から事あるごとに彼は私にキスをしてくるようになった。

　ソファで寝てたら、彼が会社から帰ってきてチュッとキスして私を起こしたり、会社に行く時に不意打ちで唇を重ねてきたり……。

　まだ抱かれてはいないけれど、もうこっちは終始ドキドキしっ放し。

　なにか夢でも見ているのだろうか。

　まるで私が読んでいる漫画みたいじゃないの。

　いったい私のどこを好きになったと言うのか。

　だって、彼には恥ずかしいところばかり見られている。

　あれは二週間前のこと。

　急に生理になってしまってナプキンと鎮痛剤を買いに行こうとしたのだけれど、あまりにもお腹が痛くて玄関で座り込んでいたら、優がそんな私を見つけて少し驚いた様子で声をかけてきた。

『どうした？　どこか痛いのか？』

『お腹が……痛くて……』

　腹部を押さえる私を見て、優はスマホを取り出した。

『救急車を……』

『待って！　私……生理なんです。鎮痛剤とナプキンを買いに行きたく……』

　慌てて止めて彼に事情を話す。

　生理痛で救急車を呼ばれてはたまらない。

　恥を忍んでそう伝えたら、彼は『ああ』と小声で答えて私を抱き上げ、リビングのソファに運んだ。

『梨乃は休んでろ。俺が買ってくる』

　そんなやり取りをして、優にナプキンを買いに行かせてしまった。

　お兄ちゃんにだって行かせたことはないのに。

　優はその名前の通り優しい。その優しさはお母さん譲りだと思う。

　先週、彼のお母さんとランチを一緒に食べたのだけど、『私、すごく娘が欲しかったの。一度でいいからお母さんって呼んでもらっていい？』とお願いされた。

『はい。お母さん……でいいですかね？』

　お願いされるままそう呼んだら、優のお母さんが目を輝かせて私に抱きついた。

『いいわ。もう一回』

　急に抱きつかれてびっくりしたけれど、その温かさに、心がなにか優しいもので満たされた。

　それに、優のお母さんはフローラル系のいい匂いがした。

　お母さんって本当にいい匂い――。

　私も小さい頃は包み込むように母に抱きしめてもらったことを思い出した。

　忘れていた感覚。

『お母さん』

『もう一回いいかしら？』

　そんなやり取りが何度も続いた。あまりにも感動されたので、もうそのまま彼女を『お母さん』と呼ぶことになった。

『無理言っちゃってごめんなさいね。でも、本当に娘ができたみたいで、嬉しくてついついはしゃいじゃって』

　優のお母さんは謝ったが、私も母親の愛に飢えていたからとても嬉しかった。

　愛されたくても、愛されない辛さ。

　私の心の傷が、優のお母さんと一緒にいることで少し癒えたように思う。たとえ本当の母親でなくても、『お母さん』と呼べる人がいることがどんなに幸せなことか実感した。

　連絡するっていうのは社交辞令かと思っていたから、お母さんから電話をもらった時は驚いたけど、ランチはとても楽しく、私にとって夢のような時間だった。

『次は美味しいディナー食べに行きましょ』とまた誘ってくれて……。

『はい』と大喜びで返事をした。

　多分、私を気遣ってくれたんだと思う。

　そんな優しいお母さんから生まれた優。

　彼といると、今まで男性に対して抱いたことのない感情が湧き上がってくる。

　優と一緒にいたいって……。

　私……優を好きになっちゃったのかも。

　でもそんなの絶対にダメだ。

　私は幸せを望んではいけない。

「藤原さん、なにかありました？　今日はパソコン画面が【！】で半分埋まってますけど」

　朝井くんの指摘にハッと我に返る。

「あっ！　嘘！　なにやってるんだろうね」

　画面を見て苦笑したら、朝井くんがデスクに片肘をついて私を見た。

「今日はずっとボーッとしてておかしいですよ。なにか悩みがあるなら聞きますけど」

　ここは第三者の意見を聞いてみるべきだろうか。

　しかし、自分と優のことを朝井くんに話すのはちょっとマズい。

「あのね。私の大学時代の友達が、すっごい美形に告白されたらしいの。でも、その子は恋愛とかしたくないのに、気持ちがちょっと揺れてて困ってて……」

　架空の友達のことにしたのだけれど、彼にはしっかりバレていた。

「なるほど。藤原さんは自分の気持ちに正直になった方がいいですよ」

　あくまでもしらを切る私。

「だから、私じゃなくて友達の話なの」

「はい、わかってます。そのお友達には北條さんの胸にドーンと飛び込めと言ってください」

　朝井くんのアドバイスに声を潜めて抗議した。

「だからね、朝井くん、違うってば」

「はいはい。全部わかってますって。人生一回しかないんですから、楽しんでください」

　爽やかな笑顔で言われ、もう否定する気も失せた。

「でもね、どうして私なの？って疑問に思うの。だって、あっちは女なんてよりどりみどりなんだよ。なにか夢でも見てるみたいで……。でも、私は恋愛とか結婚とかしちゃいけないんだよ」

　思い切って自分の気持ちを打ち明けると、いきなり滝川さんの声が耳元で聞こえた。

「なるほど。それは今が幸せすぎて怖いってパターンだな」

「え？　滝川さん？　急に背後から現れないでくださいよ」

　ギョッとして滝川さんに抗議したら、彼は真面目な顔で謝った。しかし、その目は笑っている。

「ごめん、ごめん。楽しそうな話……いや、真剣な話してるなって気になって」

「完全におもしろがってますね」

　じっとりと滝川さんを見ると、彼は笑みを殺しながらあまり役に立たない助言を私にする。

「大事な部下の悩みをおもしろがるわけないじゃないか。まあ、あれが本気になったら、あたふたしたところで逃げられないから観念するんだね」

「でも……今は私のことがめずらしくて口説いているだけで、そのうち飽きられるかもしれませんよ」

　親友の妹だからちょっと特別に感じるだけなのかもしれない。

　私もあんな美形が近くにいて動揺しているだけかもしれないし、両親の結婚を壊した自分は恋をすべきではない。

「藤原さんはネガティブに考えすぎ。頭空っぽにしなさい」

　滝川さんがクスッと笑って私の頭をツンと突くと、朝井くんも優しく微笑んで相槌を打った。

「そうそう。ちょっとお馬鹿になるくらいが藤原さんにはちょうどいいですよ」

　本当にいい上司といい後輩だと思う。

　でも、過去の呪縛もあってそう簡単に切り替えはできない。

「ふたりとも息合ってますね。反論できなくなるじゃないですか」

　笑顔を作ってこの話を終わらせる。

　もう恋愛のことは考えたくなくて、ひたすら仕事に集中していた。

　新商品のプロモーションを考えていたら、課長に肩をポンと叩かれた。

「藤原さん、また悪いんだけど、今度は招待状の発送作業を頼むよ。これも明日発送したいんだ。カタログの時より量は少ないから」

　当然のように仕事を押しつける課長。

　ホント、優や滝川さんとは大違い。

　今、近くに優も滝川さんもいない。きっと彼らのいないタイミングを狙っていたのだろう。

「これも栗田さんの仕事ですよね。課長からもっと彼女に注意した方がいいと思います。彼女のためになりませんよ」

　いつもなら仕方なく引き受けるのだが、思い切って自分の意見を言ったら、佐藤課長の表情が険しくなった。

「部下の君に意見される覚えはない。いいから、しっかりやれ！」

　罵倒されるように言われ、身体がビクッとした。

「……はい」

　ギュッと拳を握りしめ、小さく返事をする。

　課長は理不尽すぎる。

　ただただ悔しくて、怒りを抑えるのが大変だった。

　その後自分の仕事を終わらせ、招待状の発送作業に取り掛かる。

　時刻は午後七時過ぎ、宛名シールを打ち出すところから始めたら、プリンターが紙詰まりを起こした。

　詰まった紙を取り除いたりしていたら結構時間がかかって、もう八時近い。

「業者を呼ばなくて済んだだけでもラッキーかな」

　ハーッと溜め息をつきながら、また隣のミーティングルームで作業をする。

　朝井くんは客先に行ってしまったし、助っ人は期待できない。

　優と滝川さんは今日は社長に呼ばれて会食。

　オフィスには数人残っているだけで静かだ。

　優が帰宅する前には終わらせたい。でないと、また残業のことを聞かれそう。

　家に仕事のことは持ち込みたくない……って、私……もう彼のマンションが自分の家だって思ってる。

　そのことに自分でも驚いた。

　封筒に宛名貼りをしていくが、しばらくして誰もいなくなったのか、話し声もなにも聞こえなくなった。

「今日もボッチで残業」

　ポツリとそんなことを呟いたら、電気がパチッと消えた。

「え？　停電？」

　思わず声をあげ、椅子から立ち上がる。

　手探りで窓の方へ行き、カーテンを開けると、隣のビルは電気がついていた。

　うちのビルだけ停電？

　なにかの工事で配線を切っちゃったとか？

　原因を考えていたらカツン、カツンと靴音がそばで聞こえて、いきなり誰かに口を塞がれた。

「う……ううん」

　もがいて抵抗するが、相手の力が強くてビクともしない。

　手の大きさからすると男性だ。

　カーテンが閉められてしまい、視界は真っ黒。

　いったいなにが起こってるの？

　怖い……。

　恐怖で顔からサーッと血の気が引いていく。

　相手は私の口に猿ぐつわをして、私のブラウスを脱がそうとする。

　ブチッとボタンが飛んで、スマホで写真でも撮られたのかシャッター音と共にフラッシュが光った。

　このままでは乱暴される。

「いや！」と叫ぼうとしても、猿ぐつわをされて声にならない。

　声が出せないということは、誰も助けに来ないということ。

　自分でどうにかしないと。

　無我夢中で抵抗したら、私の爪が顔に当たって相手が「うっ！」と呻うめき、なにかが床に転がる音がした。

「い……つぅ！」

　男が痛そうに声をもらす。

　相手の力が抜けたその隙をついて思い切り蹴り上げた。

　ドンと当たる感触はしても、男は離れるどころか、私を押し倒して床に組み敷いた。

　絶体絶命――。

　誰も助けに来ない。

　私だけでは逃げることもできない。このままこの男に犯されるしかないのか。

　絶望が私を襲う。

　男が私の胸に手を這わせてきてゾクッとした。

　いや～！

　お願い。誰か助けて！

　誰か……優～！

　心の中で叫んだその時、電気がついて男の顔がはっきり見えた。

　佐藤……課長？

　彼の頬には私がつけた引っ掻かき傷があって血が出ていた。

　彼は自分の顔を見られてしまったからか、チッと舌打ちする。

「誰にも言うなよ！」

　佐藤課長がどうして私を襲うの？

　目を大きく見開いて驚いていると、優と滝川さんが部屋に飛び込んで来た。

「梨乃！」

「佐藤課長、なにやってるんですか！」

　ふたりが佐藤課長の腕を掴んで私から引き剥がす。

　助かったとはまだ感じなかった。

　なにが起こったか理解できていなかったのだ。

　床に寝っ転がったままの私を優が抱き起こし、猿ぐつわを外した。

「大丈夫か？」

　そう声をかけながら彼はスーツのジャケットを脱いで私にかける。

　それでようやく自分がひどい格好をしていることに気付いた。

　ブラウスのボタンが取れて下着が見えている。おまけにストッキングも伝染していてひどい有り様だ。

　慌てて手でジャケットを押さえて胸元を隠すが、視界に課長のものらしきスマホが映った。

「写真撮られた……かも」

　呆然とそう呟く。

　顔面蒼白になっている私の肩を抱きながら、優がそのスマホを手に取った。

「佐藤課長、どういうことか説明してもらおうか？」

　ギロッと佐藤課長を睨みつける優。

　その声は冷たく、私が責められているわけでもないのに身体がビクッとした。

「私はなにも悪くない。彼女に誘惑されたんだ」

　嘘よ！　私は誘惑なんてしていない。

　そう反論したいのに震えて声が出ない。

　そんな私の声を代弁するかのように、滝川さんが佐藤課長を厳しい口調で責めた。

「へえ、自分でブレーカー落として彼女に猿ぐつわしたのに、誘惑されたと言うのか？　かなり無理があるな」

「そ、それは……違うんだ。彼女がそうするように……！」

　まだしぶとく言い逃れをしようとする課長を、優がスーッと目を細めて叱りつける。

「黙れ。往生際が悪い」

　それはとても静かな声だったが、空気が凍りそうなほど怒りが込められていて、佐藤課長は震え上がって口を噤つぐんだ。

「どうして俺と滝川がすぐに駆けつけたと思う？　お前が怪しい動きをしていたから張っていたんだよ」

　優の説明を聞いて課長は青ざめた。

「……そ、そんな」

「お前には変な噂があったから、滝川に調べてもらった。以前いた人事部でも女性社員を襲ったそうだな？　裸の写真を撮ってその社員を脅して関係を迫るなんて、最低な奴だ。スマホのロックを解除しろ」

　優は課長にスマホを差し出して、絶対零度の眼差しで命じる。

　すっかり怯えてしまった課長は、「はい」と言われるままスマホのロックを解除した。

　優が課長のスマホを操作して私の写真のデータを消去していたら、朝井くんが警備員を連れて現れた。

「大丈夫ですか！」

　息せき切りながら声をかける朝井くんに、滝川さんが返事をした。

「ああ。朝井、悪いけど社長も呼んできて」

「はい」と返事をして朝井くんが消えると、優は課長のスマホを滝川さんに手渡し、私を立ち上がらせる。

「滝川、彼女を連れて帰るから、後を頼む」

「了解。こっちは心配いらないから」

　滝川さんが優の肩に手を置くと、優は私の腰に手を回して歩き出した。

「どこかで休むか？」

　彼にそう問われたが、首を左右に振った。

「すぐに家に帰りたい」

　一刻も早くここから離れたかった。

「わかった」と優が頷いて、地下の駐車場に置いてある彼の車で帰る。

　頭の中が混乱していて車の中ではなにも話さなかった。

　優もそんな私の気持ちを察したのか、ずっと黙っていた。

　玄関を上がり、「シャワー」と呟くように言ってバスルームに向かう。

　課長に触れられた感触がまだ残っていて、早く身体を洗いたかった。

　脱衣所で無造作に服を脱ぎ、シャワーを浴びる。

　何度も身体を洗い、脱衣所でバスタオルを身体に巻きつけると、洗面台の鏡を見た。

　青白い顔をしてとてもひどい顔。

　腕には課長の指の痕がくっきり残っている。

　課長に襲われた時間は三分もなかったはずなのに、もっと長く感じた。

　もし、優と滝川さんが現れなかったらどうなっていただろう。

　そんな想像をしただけでゾクゾクと寒気がして、床に座り込んで自分の肩を抱いた。

　どれだけそうしていたのか。

　身体は冷たくなるばかりでブルブル震えていたら、コンコンとノックの音がした。

「梨乃？　大丈夫か？」

　優の問いかけにもすぐに言葉が出てこない。

　なんの返事もないので変に思ったのか、優がドアを開けて入ってきた。

　床に座り込んでいる私を見て、彼は棚にあるバスタオルを掴み、私の濡れた髪を拭く。

「こんなに震えて……。風邪を引くじゃないか」

「……ごめん……なさい」

「髪乾かすから、椅子に座ろう」

　優は俯きながらか細い声で謝る私の腕を掴んで近くの椅子に座らせ、ドライヤーで丁寧に私の髪を乾かした。

　もう断る元気もなくて、大人しくジッとしていた。

　ひょっとして、課長はずっと私を襲おうとしていたのだろうか？

　最近私にしか残業を頼まなかったし、オフィスにひとりになると、変な足音も聞こえた。

　その足音は課長のだったのかもしれない。

　髪を乾かし終えた彼は、私を抱き上げて寝室のベッドに連れて行く。

「その格好じゃ風邪を引く。夕飯を作っておくからなにか着ろよ」

　私の頭をポンと叩いてこの場から離れようとする優の腕を、咄嗟に掴んで言った。

「いや、行かないで」

「梨乃？」

　驚いて私をジッと見つめる彼に、自分の感情を吐露した。

「ひとりになるのが怖い。暗闇の中、課長に襲われて……怖かった」

「もっと早く駆けつけられなくて悪かった」

　優は私を包み込むように抱きしめる。

　その温もりにようやく助かったという実感が湧いてきて、涙が込み上げてきた。

「もう……ダメかと思った」

　泣きじゃくる私の頭を彼がそっと撫で、相槌を打つ。

「ああ。怖かったよな」

　涙が止まらない。

「……怖かった」

　彼の背中に腕を回してしがみつく。

　ひとりじゃないって安心したかった。

　二十分くらい経って少し落ち着いてきた私に、彼が優しく微笑む。

「お腹空いただろう？　なにか作って来るから、服を着て……！」

　私に声をかける彼の腕を掴んで懇願した。

「行かないで。お願い」

「梨乃？　俺だって男だよ。そんなバスタオル一枚巻いただけの格好でいるお前に、もう手を出さないでいる自信がない」

　私の頬に手を当てて真剣な口調で言う彼。

「……いいですよ。手を出して」

　今までキスはしてきたものの、彼は強引に私を奪うことはなかった。

　ボソッとそんな言葉を口にする私に、彼は再度確認する。

「本当にいいのか？　自や棄けになってないか？」

　手を出さないでいる自信がないと言っている割にとても冷静だと思う。

「嫌だったら言わないです。私にここまで言わせた責任を取ってください」

　無茶苦茶なことを言っていると思うが、自分の感情をうまくコントロールできない。

「それじゃあ、こうしよう。一時間後も梨乃の気持ちが変わらなかったら、有り難くいただく」

　穏やかな声で提案する彼に思わず突っ込んだ。

「なんですか、それ」

「いいから。今の梨乃は神経が高ぶっていて普通じゃない」

　優は私の肩をトンと押してベッドに寝かせ、自分も横になった。

「今の梨乃に必要なのは身体を休めること」

　兄のような口調で言うので、少しムスッとして返した。

「眠くないですよ」

「眠らなくても目を閉じるだけでいい。身体がリラックスするから。ほら、目を瞑る」

　そう言って私の額にチュッと口付ける彼。

「今日はどうして額なんですか？」

　ちょっと物足りなくて理由を尋ねたら、彼の目がおもしろそうに光った。

「口がよかったか？」

「そ、それは……いつもと違うから……聞いただけで」

　少し狼狽えながら言い訳する私の唇を、彼は親指の腹でゆっくりとなぞった。

「唇にすると、自分を止められなくなりそうだからだ。欲情しそうになるのを、今、理性で必死に抑えてる」

　真顔で説明する彼の言葉にクスッと笑った。

「随分余裕があるように見えますよ」

　ああ、私……あんな怖い目に遭ったのに笑ってる。

　それは優のお陰だ。

「ポーカーフェイスが得意だから。さあ、早く目を閉じないとくすぐるぞ」

　彼が本当に私の脇腹をくすぐってきたので、身を捩りながら声をあげた。

「ギャッ！　それやめてください！　ね、寝ますから！」

　優の両手を掴んでゆっくりと目を閉じたら、彼が私の瞼に軽くキスをした。

「いい子だ」

　子供扱いされているけど、大事にされているのがわかるから嫌じゃない。

　彼が頭を撫でてくれて、ずっと緊張状態だった身体がリラックスしていく。

　頭は興奮状態で眠れないと思っていたのだけれど、彼の体温で私の身体もあったまって、なんだか静かな海に浮かんでいるような気分になってきた。

　とても穏やかで気持ちが落ち着く。

　彼がいれば安心――。

　そう。安心だ。

　心の中の恐怖が消えて、そのまま意識を手放した。




　眠りが浅くなってパッと目を開けると、間接照明はついていたが辺りはまだ暗かった。

　どうやらまだ朝ではないようだ。

　どれくらい眠ったのだろう。

　優がずっと私を抱いて寝てくれたからか、心の不安は消え、頭もスッキリしている。

　彼も私と一緒に寝てしまったらしい。

　時間を確認しようと身体を動かして上体を起こしたら、優と目が合った。

「起きたのか？　まだ午前二時過ぎだし、寝てていいぞ」

「いつもより早く寝たせいか、目が覚めちゃって」

　困惑しながらハハッと笑ったら、彼も起き上がって私の頬に手を添える。

「気分は？」

「優のお陰でよくなりましたよ」

　私の返答を聞いて、優がホッとした様子で微笑む。

「それはよかった。お腹は空いてないか？」

「あんまり空いていないかも。私、優に甘えてばかりですね」

　優を見つめてそう伝えると、彼は極上の笑みを浮かべた。

「もっと甘えていいのにな」

　これ以上優しくされたら我が儘姫になりそうだ。

「優は甘すぎですよ」

　そんな文句を言ったら、彼が「悪い」と謝って……お互いなにかに吸い寄せられるようにキスをした。

　彼の唇が触れただけで、まるで電流が流れたかのように身体がカーッと熱くなる。

　それだけじゃない。彼の思いも伝わってきた。

　梨乃が大事だよって――。

　最初は唇を甘噛みする程度。

　でも、お互いそれでは物足りなくなって、舌を絡ませキスをする。

　まだ足りない。もっと彼が欲しい。

　優に口付けながら彼のシャツのボタンを外そうとするが、やり慣れていないせいかうまく外れない。

「せっかちだな」

　優はクスッと笑って、自分で服を脱ぎ、私が巻きつけていたバスタオルを素早く取り去った。

「あっ……」

　裸を見られ、条件反射で両手で胸を隠した。

　手を出していいなんて自分から言ったのに、往生際が悪すぎ。きっと彼は呆れてる。

　恐る恐る優に目を向けたら、彼は悪戯っぽく目を光らせて私の両手を掴んだ。

「悪いけど、もう待たないよ」

　この上なく優しく、セクシーなその声音に心臓がトクンと大きく跳ねる。

　それに、優の視線が熱い。

　大人の男性の色香を漂わせながら私を見つめるその目。

　私が欲しいと言っている。

　彼にしてみれば、この一カ月ずっとお預け状態だったのだ。

　キスは何度もしてきたけれど、決してひと思いに抱くことはなく、私の心の準備ができるのをずっと待ってくれていた。

　私だって、抱かれるなら彼がいい。

　彼にしか抱かれたくない。

　そう思うのに、まだすべてをさらけ出す勇気が出ない。

「お願い。そんなジッと見ないで。恥ずかしい」

　プロポーションに自信がなくて、赤面しながらか細い声で伝える。

「どうして？　綺麗なのに」

　私の目を見つめながらどこか楽しそうに問う彼に、思わず聞き返した。

「本当に？　私の身体を見て幻滅してない？」

「いちいちかわいいこと言うな。嘘なんか言わない。全部俺好みだよ。細い首筋も、俺を誘っているようなその胸も」

　彼の感想を聞いて、ますます顔の熱が上がった。

「ああ～、言わないでください。それに、ホント、見ちゃダメです」

　パニックになりながらそんなお願いをしたら、彼にあっさり却下された。

「聞いたのは梨乃だよ。それに、見ないと抱けないだろ？」

　クスッと笑って、絵画でも鑑賞するように私の身体をじっくりと眺める彼は意地悪だ。

「だって、もう心臓がおかしくなりそうなくらい緊張してるんです。息だってどう吸っていいかわからな……ぎゃっ！」

　必死に弁解する私の胸に彼が突然手を当てたものだから、思わず叫び声をあげた。

「本当だ。心臓の鼓動がとても速い」

　年上の彼はいつだって余裕。

　そもそも緊張でガチガチになっているところなんて見たことがない。

「……優、本当にもうどうしていいかわからない」

　涙目で訴える私の頬を優は両手で包んだ。

　その手はとても温かい。

「それじゃあ、俺のことだけ考えればいい。いや、俺のことだけ考えるようにさせる」

　そう告げて優は微かに笑い、私に顔を近付けてそっと口付ける。

　俺様な言葉だったけれど、彼のキスはとても優しかった。

　唇が触れただけで心の不安が少しずつ消えていく。

　それは、まるで魔法のよう。

　どんな薬よりも即効性があって、私の心を温かいもので満たしてくれる。

　彼はキスを終わらせると、ベッドにゆっくりと私を押し倒した。

　すぐに覆いかぶさってくる彼を見て、ゴクッと息を呑む。

　怖いんじゃない。これから彼に抱かれる……そういうドキドキ感。

　課長に襲われそうになったのに、優に対して恐怖を感じないのは、それだけ私が彼を信頼しているから。

　この一カ月ずっと一緒に過ごしてきて、心だけではなく、身体も彼の存在を受け入れている。

　心臓の音が相変わらず煩いけど、この緊張はとても贅沢なものなのかもしれない。

　好きな人に抱かれる。

　こんな幸せなことってない。漫画でも、私の妄想でもないのだ。

「本当に綺麗だ」

　真剣な眼差しで言って、キスをする彼。

　口を塞がれているのもあるけれど、今度はその言葉になにも反論しなかった。

　優は私の身体にがっかりしていない。

　そう思ったら嬉しくて、自分の心臓の音も気にならなくなった。

　彼は唇を重ねながら、私の胸に手を這わせ、ゆっくり撫で上げる。

「ああ……ん！」

　艶っぽい声をあげる私を見て、彼は満足げな顔をした。

「感じやすいな」

「だって……」

　言い訳しようとしたら、彼が私の胸の先端を舌で舐め回してきてなにを言おうとしたのかもわからなくなった。

「あ……んん！」

　喘ぎながら優の頭に手をやると、彼はパクッと私の胸を口に咥くわえて吸い上げ、反対の胸も丁寧に揉みしだく。その快感に身体が震えた。

　また喘ぎ声が出そうになって手を口に当てる私を見て、彼がおもしろそうに目を光らせた。

「どうして口に手を当てている？」

「だって……声が……んん！」

　優の質問に答えようにも、彼が私の胸を揉みながら首筋に舌を這わせてきたから、うまく声にならない。

「そんなことをしても無意味だ。感じてるなら素直に声を出せばいい」

「む……無理。あ……ん！」

　彼が胸を掬すくい上げるように揉んだと思ったら、その先端を激しく刺激され、声が抑えられなかった。

　狂おしいほどの甘い快感。

「それでいい。梨乃がちゃんと感じてる顔が見たい」

　セクシーな声で言われたが、なにも言い返せなかった。

　優は私に口付けると、角度を変えながらキスをして、舌を入れてきた。

　私の舌と絡めて、何度も吸い上げる。その間も彼は手を止めずに胸を愛あい撫ぶした。たまらず彼の背中に腕を回してもだえる。

「うっ……ん！」

　彼はしばらくキスを繰り返しながら、私の足に手を移動させて、膝から太ももを撫で上げた。

　それからすぐに足の付け根に触れてきて、反射的に足を閉じようとしたら、彼が手を止めた。

「まだ怖い？　やめるか？」

　こんな時でも理性的。でも、それは彼が私を大切に思っていてくれるからだ。

　私が「怖い」と言ったら、彼はまた抱かずに我慢するだろう。

「やめないで。大丈夫」

　心から彼が欲しい。

　もうキャンプの時の私じゃない。

　彼が好き。

　だから、彼と繋がりたい。

　私がこんな風に人を好きになって求めるのは初めてだ。

「わかった。俺を信じて」

　その言葉で足の力を緩めたら、優が指で何度も感じるところを愛撫してきて、我慢できずに彼の背中に爪を立てた。

「あ……ああん！」

「いい声」と彼が私を褒めながら指を巧みに動かし、緩急をつけて触れてきて、気が変になりそうだった。

　身体の奥がきゅんとなって、もっと彼に触れてもらいたくなる。

　ううん、触れるだけじゃ足りない。彼自身をこの身体で感じたい。

「優」

　その名を呼ぶと、彼は私の気持ちを察したようで小さく頷いた。

「できるだけ優しくするから」

　彼は素早く避妊具をつけると、身体を密着させて私の中に入ってきた。

「うっ……痛っ……」

　顔をしかめて痛みをこらえる私の手を優がギュッと握る。

「大丈夫か？」

「うん。……平気」

　彼の目を見てコクッと頷いたものの、痛みがひどくてこのまま続けられるか自分でも不安になった。

　初めては痛いと噂では聞いていたけどここまでとは……。

「大丈夫なはずないよな」

　優は心配そうに私を見つめる。嘘を付いているのはバレバレ。

　手を離して身体を引こうをする彼にしがみつくように抱きついた。

「いいの。来て。お願い」

　これは誰もが経験すること。ここでやめられない。

　それに、相手は優だ。彼が一緒ならこの痛みだって怖くない。

　優を信じる――。

　彼は私を気遣いながら慎重に身体を重ねてきた。

「梨乃、好きだよ」

　愛おしげに私を見つめて囁き、私に口付ける彼。

　ようやく彼とひとつになれた。

　これが愛し合うってことなんだ。

　そう思ったら、じわじわと胸に熱いものが込み上げてきた。

「……私も」

　涙が零れて、うまく言葉にならない。

「大事なものを俺にくれてありがとう」

　優は甘く微笑むと、私の涙を舌で舐め取った。

　彼の言葉で余計に感動が押し寄せてきて……。

　大事なものをくれたのは彼の方だ。

　彼の温かい心が……彼の身体の熱が……私に教えてくれた。

　梨乃が大事だよ。梨乃が好きだよって――。

　父にも母にも見捨てられて、ずっと自分なんか必要とされていないと思っていた。

　でも、今は心から言える。

　この世に生まれてきてよかった。

　優と出会えて、こんな風に愛し合えて私は幸せだ。

「優……あったかい」

　好きな人と結ばれて、こんなに幸福感で満たされるとは思わなかった。

　愛し合うことで、優にもっと近付けたような気がする。

　嬉し泣きする私を優しく抱きしめて、彼はとびきり甘く微笑んだ。

「梨乃もあったかいよ」










嫉妬　―　優 side




「……優」

　梨乃の声で目が覚めた。

　時計を見ると、時刻は午前六時二十六分。

　どうやら彼女と愛し合ってそのまま寝てしまったようだ。

　梨乃は疲れ果てたのか、ぐっすり眠っている。

「寝言……か」

　彼女の寝顔を見て、自然と笑みがこぼれた。

　一度抱いてしまったら、触れずにはいられない。

　もう梨乃は俺のものだ。

　チュッと彼女のそのピンクに色づいた唇にキスを落とすと、ベッドを抜けてシャワーを浴び、キッチンへ行く。

　昨日、結局夕飯を食べずに寝たからかなり腹が減っていた。

「時間もないし、簡単にトーストかな。あとソーセージに目玉焼き、サラダにヨーグルト。こんなところか」

　冷蔵庫から食材を取り出して、簡単に調理する。

　梨乃は寝てるし、今日は会社を休ませた方がいいだろう。

　昨日、佐藤課長に襲われたダメージから立ち直ったようだが、まだ安心はできない。

　後からじわじわとショックが来る可能性がある。

　佐藤課長のことは滝川と一緒にマークしていた。彼は最近いつも梨乃に残業を頼む。そのことが妙に引っかかっていて滝川に佐藤課長のことを調べさせたら、彼の悪事がいろいろと出てきた。

　海外企画部の前は人事部にいたのだが、そこの女性社員にも乱暴を働いたらしい。女性社員の裸の写真を撮って脅し、ホテルに連れ込んで乱暴。その女性社員は精神的に病んで会社を辞めた。

　事件が表沙汰にならなかったのは、専務が女性社員に金を渡して揉み消したから。それ以来、佐藤課長は専務の犬になったようだ。

　昨日も佐藤課長は梨乃に残業を頼んだ。

　だが、それは俺の目論見通り。梨乃の隣の席の朝井に協力してもらい、そうなるよう仕向けた。

　朝井は昨日の定時後、故意に席を外し、課長が梨乃に招待状の発送作業を命じる様子をドアの陰に隠れてこっそり見ていた。

　すぐに朝井は別室で打ち合わせをしていた俺と滝川に報告。

『北條さん、滝川さん、課長がまた藤原さんに残業をお願いしてましたよ』

　昨日の夜は俺も滝川も夜は社長と会食だったから、社長秘書の朝井に頼めばいかようにでも予定を調整できた。

　その時海外企画部の社員のチャット画面を確認すると、佐藤課長を含め五人くらい表示されていたが、梨乃の表示は消えていた。

　会社にいるのに彼女のパソコンの電源がオフだったのは、きっと残業を申請したくなかったからに違いない。以前残業を手伝った時に彼女がそんなことを言っていたし、面倒を避けたかったのだろう。

　怪しい足音が聞こえたのは、オフィスに梨乃と俺しかいなかった時。

　だから、みんなのパソコンの電源がオフになった時に、なにか起こるかもしれないと考えた。

　佐藤課長は俺や滝川が接待や出張などでオフィスにいない日に梨乃に残業を頼む。

　課長がなにかしらの行動を起こすことは容易に想像できた。

　社長室でノートパソコンを広げて、社長に次の新車のキャンペーンの説明をしていたら、佐藤課長以外の社員のチャットの表示が全員オフになった。

『社長、すみません。ちょっと席を外します。理由は後ほど説明します』

　滝川を連れて海外企画部に戻ろうとしたら、専務に出くわした。

『やあ、北條くん、今日は社長と会食ではなかったかな？』

『まずは社長室で新車のキャンペーンの話をしておこうと思いまして』

　俺の説明に専務は少し間を置いて相槌を打った。

『……そうか。社長がつい先日、君が恋人と一緒にいるところを見たと言っていたんだ。かなりかわいい子らしいじゃないか。うちの会社の社員らしいし、今度彼女と一緒に食事でもどうかね？』

　なんだろう。俺がここにいてはマズいというような顔をしている。

『そうですね。都合が合えば』

　この場を去ろうとする俺を彼が引き止めた。

『今、時間があれば、新車のキャンペーンの話も聞かせてくれないか？』

　おかしい。普段そんなことは絶対に言わないはずなのにな。

『すみません。火急の用がありまして、その件は後日改めて』

　軽く頭を下げて滝川と共にオフィスに向かう。

　グズグズしている暇はない。専務に足止めされて数分無駄にしてしまった。

『専務の様子おかしかったな？』

　滝川の言葉を聞いて、頭の中で考えを巡らしながら頷く。

『ああ。俺たちがいるのを見て驚いていたし、引き止めようとしていた。嫌な予感がする。急ごう』

　走って海外企画部に戻ると、ドアの前で朝井に会った。

　オフィスは真っ暗で、人の姿もない。

『誰もいないのか？』

　俺が朝井に尋ねたら、朝井は首を傾げた。

『そんなはずは……。僕は向かい側の会議室にいて、少しドアを開けて仕事をしていましたが、急に電気が消えて……。でも、藤原さんが帰った様子はないです』

『それじゃあ、まだ藤原さんはいるってことか』

　滝川が朝井の言葉に相槌を打ちながらオフィスの電気をつけようとしたが、点灯しなかった。

『あれ？　廊下の電気はついているのにどうしてだ？』

　周囲を警戒して声を潜める滝川に俺も小声で返す。

『ブレーカーが落ちているんだろ？　だが、なにか変だ。課長もいないしな』

　俺がスマホのライトで部屋を照らしてブレーカーを探していたら、隣のミーティングルームからカシャッというカメラのシャッター音がして滝川たちと目を合わせた。

　なんだ？　今の音は？

『僕、警備員さん呼んできます』

　朝井がただならぬ状況を察してすぐに警備員を呼びに行く。

　その後すぐにゴトッという物音がして、慌ててブレーカーを見つけて電気をつけた。

　男の呻き声も聞こえて、滝川とミーティングルームのドアを蹴破るようにして入ったら、梨乃が佐藤課長に押し倒されていた。

『梨乃！』

　俺はここが会社ということを忘れ、咄嗟に彼女を下の名前で呼べば、横にいた滝川は険しい顔で叫んだ。

『佐藤課長、なにやってるんですか！』

　俺と滝川とで佐藤課長の腕を掴んで梨乃から離したが、滝川がいなければ俺は佐藤課長を殴っていたかもしれない。

　梨乃の服ははだけて下着が露わになっていて、怒りで我を忘れそうだった。

　彼女に引っ掻かれたのか、課長の頬には傷があってそこから血が出ていた。

　課長はオフィスのブレーカーを落とし、暗闇の中で彼女を襲った。

　彼の卑劣極まりない犯行が許せない。

　梨乃はどんなに怖かっただろう。

　専務に会わなければもっと早く駆けつけられたのに……。

　課長にいろいろ詰問したかったが、梨乃のことが心配で佐藤課長のことは滝川たちに任せ、彼女を連れて家に帰った。

　ショックが大きかったのか、空き巣にあった日のように彼女は放心していて、正直どう言葉をかけたらいいかわからなかった。

『ひとりになるのが怖い。暗闇の中、課長に襲われて……怖かった』

　そう俺に訴えた梨乃。

　俺は彼女のそばにいて慰めることしかできなかった。

『手を出して』

　梨乃にそう言われてすぐに抱かなかったのは、彼女が普通の状態じゃなかったから。

　でも、結局最後まで我慢はできなかった。

　お互い惹かれるようにキスをして、それで止まらなくなって愛し合った。

　そう。愛し合ったって言葉がピッタリで、求めすぎたと反省をしつつも、彼女も俺を求めてくれたことが嬉しかった。

　今までセックスなんてただ欲望を満たすためにするくらいの考えしかなかったが、情があるとまったく別のものになると、三十歳になって初めて知った。

　多分、愛おしいと思える女性に出会えていなかったからだろう。

　過去の俺は女性をアクセサリー程度にしか考えていなかった。

　女よりも仕事の方が大事で、長い付き合いはしてこなかったし、そう割り切れる女しか相手にしなかった。

　今考えると、ひどい男だったって思う。

　以前梨乃が言ってたみたいに一度に数人の女性と付き合うことはなかったが、デートした女性はたくさんいた。

　俺が望むのは後腐れのないその場限りの関係。永続的な関係を求める女は避けてきた。

　ずっとひとりがいいって思っていたのにな。人生なにが起こるかわからない。

　そんなことを考えていたら、ズボンのポケットに入れておいた俺のスマホが鳴った。

　取り出して画面を見ると、滝川からの着信。

　スマホを指で操作して電話に出る。

「昨日はあれからどうなった？」

　単刀直入に聞くと、彼は真面目な声で報告する。

『社長に課長が藤原さんを襲った事実をありのまま伝えたよ。佐藤課長は処遇が決まるまで自宅待機になった。それで、今日役員集めて会議ってことになったんだけど、社長が北條と俺に出席してほしいって』

　多分、そこで課長の処遇を決めるのだろう。

「わかった。予定する」

　そう返事をして切ろうとしたら、滝川はまだ話を続けた。

『それと、課長はもう一個やらかしててさあ。北條は自分のパソコンまだ見てないから知らないだろうけど、うちの朝井が調べたところによると、昨日の夜、北條のパスワード使って新車の開発データをコピーしたらしい』

「まんまと罠わなにかかったわけか」

　実は課長がそばにいる時にパスワードを打ち込んで、わざと彼に覚えさせた。

　それで、課長が俺のパスワードを使って偽のデータにアクセスするのを待っていたのだ。

『そう。馬鹿な男だよ。朝井に権限与えて課長のメール履歴を調べさせたら、課長はそのデータを専務に送っていた』

　昨日の夜専務が俺を足止めしたのは、課長が仕事をしやすくするためだろう。

「なるほどね。後でその件を話そう」

　俺がそう相槌を打つと、滝川はずっと気になっていたのか梨乃のことを聞いてきた。

『ああ。藤原さんは大丈夫か？』

「昨日の夜はひどくショックを受けていたが、今は大丈夫だ。だが、今日は休ませようと思う」

『そうか。もし彼女が心配なら、今日はテレワークでもいいけど。会議の方は俺がうまくやっておくよ』

　滝川が俺を気遣ってきたが俺は断った。

「いや、大丈夫だ。今日は出社する。じゃあ、また後で」

　梨乃が昨日の夜のような状態ならテレワークも考えただろうが、もうずっとそばについていなくても問題ないと思った。

　それに、悪事を働く奴らは放っておけない。

　通話を終わらせてスマホをポケットにしまうと、梨乃がキッチンに現れた。

「あー、やっぱり。今日も朝食作らなくてごめんなさい」

　俺が作った朝食を見て、土下座しそうな勢いで謝る。

　彼女はピンクのカットソーに紺のフレアスカートを着ていた。

「別に絶対に作らなきゃいけないわけじゃないんだから、そう気負うな」

　優しく宥めたが、彼女は大騒ぎする。

「でも、それじゃあただの居候じゃないですか」

「居候のなにが問題なんだ？　そんなことより、会社に出るつもりか？」

　梨乃の服に目を向けると、彼女は当然のように返した。

「はい、そのつもりですよ。なんでそんなこと聞くんですか？」

「会社に行くの怖くないのか？　それに、身体は大丈夫か？」

「ちょっと怖いかもしれませんが、今日行かないとずっと行けなくなりそうで。それに仕事してた方がなにも考えなくていいです。身体は……その……大丈夫です」

　俺の質問に答えながら彼女は急に赤面する。

「それはよかった。無理させたかなって心配だったんだ」

　梨乃の頬に手を添えて軽くキスをすると、彼女は耳まで赤くなった。

「気分が悪くなったら早退すること。いいか？」

　梨乃の身体を案じてそんな命令をしたら、彼女はちょっとはにかみながら返事をした。

「……はい。あと、課長のことは警察に被害届は出さないでおきます。奥さんとお子さんもいるし。会社がなんらかの処分を下すでしょう？」

「ああ。梨乃がそう決めたならもうなにも言わないよ。それじゃあ、冷めないうちに朝食を食べよう」

　彼女のことを思ってそれ以上課長の話はしなかった。

　作った朝食を梨乃と一緒にテーブルに並べ、いただきますをして食べる。

　もうすっかり俺の日常となった光景。この日常がずっと続けばいい。

　そろそろ彼女のアパートの件をどうにかしないとな。

　課長の件が片付いたら梨乃と話をしよう。

　朝食を食べ終わると、いつものように彼女がタクシーを呼ぼうとしたので止めた。

「今日は一緒に行こう。俺は今日朝から会社なんだ」

「え？　優と一緒にですか？　それはちょっとマズいんじゃあ」

　俺の言葉を聞いて困惑した顔をする彼女。

　この反応はちょっとおもしろくない。

「なにがマズいんだ？」

　説明を求めると、彼女は狼狽えながら答えた。

「だって……社内一のモテ男と一緒に出勤してるのを誰かに見られたら、大変なことになります！」

　彼女に少し青ざめた顔で力説されるが、イマイチ理解できない。

「大変なことって？」

　聞き返したら、彼女は苛立たしげに語気を強めた。

「だから、優と私が付き合ってるって社内中に広まりますよ！」

「それのなにが大変なのかわからない」

　率直な意見を言ったら、彼女に呆れられた。

「前にも言いましたが、優はすっごくモテるんです。その優と私が一緒に出勤したら、優を好きな女の子たちに恨まれます」

「俺は誰からも告られていないが」

　真顔で返す俺を見て、彼女は盛大な溜め息をついた。

「管理職の優にそう気軽に告れませんよ」

「だったら、梨乃はその俺とどうして寝た？」

　自分でも意地悪だと思いつつその質問を投げかけると、梨乃は言葉に詰まった。

「うっ！」

「くだらない話はいい。もう時間がないから行くぞ」

　腕時計に目を向けると、もう八時を過ぎていた。

　梨乃の手を掴んで家を出て、マンションの駐車場にある車に乗り込む。

「私……後部座席に乗っていいですか？」

　助手席のドアを開けて後部座席を指差す彼女に向かって首を横に振る。

「ダメだ。そんなに周りを気にするな。梨乃はもっと堂々としていればいい」

　梨乃に欠点があるとすれば、自信がないところ。

　ちょっと厳しく返すと、彼女は観念したのか大人しく助手席に座ってシートベルトをした。

「斬首台に行く囚人みたいな顔になってる。大丈夫。梨乃が思ってるほど嫌がらせする奴なんていないよ」

　梨乃の頬を優しく撫でると、車を発進させた。

　両思いになったはいいが、彼女には不安もあるようだ。まあ、社内恋愛は周囲の反応も気になる。だが、誰にも俺たちの邪魔はさせない。

　会社に着いて車を降りると、彼女は目をキョロキョロさせて他の社員がいないか確認した。

「そんなこそこそしてる方が悪目立ちする。行くぞ」

　梨乃の腕を掴んでエレベーターに乗る。

　誰も乗って来ないとわかると彼女は壁にもたれかかり、胸に手を当ててハーッと息を吐いた。

「生きた心地がしません」

　緊張しまくってるな。

　だが、課長のことで不安は感じていないようでちょっと安心した。

　彼女と初めて愛し合ったせいだろうか。

　上司と部下に戻るのがなんだか寂しくなって……。

「気にしすぎだ」

　梨乃に顔を近付けてその唇を奪うと、彼女は目をパチクリさせた。

「ちょ……ここ会社ですよ。誰かに見つかったら……」

　激しく動揺する彼女に向かってニヤリとする。

「うまくごまかすよ。別に見られてもいいが」

　自分でもエレベーターでキスなんて馬鹿なことをしていると思うが、彼女に触れたくてたまらない。

「昔、相当遊んでませんでした？」

　じっとりと俺を見る彼女に曖昧に微笑んだ。

「昔のことは忘れた。ほら、着いたぞ」

　梨乃の背中をポンと押してエレベーターを降りると、隣のエレベーターから新人の栗田が降りて来て俺たちと目が合った。

「おはよう」と俺がポーカーフェイスで挨拶したら、彼女は少し緊張した面持ちで返す。

「おはようございます」

　そのままスタスタと海外企画部に向かうが、梨乃は俺より三歩ほど遅れてついてくる。この調子だと交際をオープンにするにはまだまだ時間がかかりそうだ。

　オフィスに着くと、もうすでに滝川がいた。

「おはよう。なんだろう。今日は北條がいつにも増してハンサムに見える。なにかいいことでもあったか？」

　相変わらず、勘が鋭い。

　しかし、たとえ親友でも、梨乃と寝たことは言えない。

「別に」

　澄まし顔でそう答えたら、梨乃がやって来て滝川に挨拶する。

「滝川さん、おはようございます」

「おはよう。てっきり休むかと思ったけど、元気そうでよかったよ。誰のお陰かなあ」

　滝川は梨乃にニコッと微笑むと、なにか言いたげに横目で俺を見た。

「滝川！」

「滝川さん！」

　俺と梨乃が注意したら、こいつは楽しげに目を光らせた。

「突っ込むタイミングが一緒。息も合ってるね」

「もう、知りません！」

　梨乃は顔を赤くして自分の席に行ってしまった。

　滝川とふたりになると、俺は声を潜めた。

「後でいつものところで」

「了解」と返事をして滝川はどこかに消える。

　自席についてパソコンを立ち上げると、溜まっていたメールを処理した。ひと通り見終わってフーッと息を吐いたら、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。

　スマホを取り出して画面を見たら、母からのＬＩＮＥ。

【今度うちに梨乃ちゃん連れて来なさいよ。お父さんも会いたがってるの】

　母は結構せっかちな人で、人の予定を気にしない。

　そういうところはじいさんに似たんだと思う。

【まあ週末なにもなければ、梨乃を連れて帰るよ】

　俺がメッセージを送ると、すぐに既読がついた。

【絶対よ】

　子供みたいだな。よほど梨乃を気に入ったのだろう。

　自分のことを梨乃に『お母さん』と呼ばせているらしいし、かわいい娘ができた気でいるに違いない。

　家に梨乃を連れて行くのはいいけれど、母が結婚しろと煩く言わないか心配だ。

　母は娘も欲しいが、孫も欲しいのだ。

　これ以上返信するときりがないので、もうメッセージは送らなかった。

　うちの父親にも母を暴走させないようにと連絡を入れると、【努力はする】と弱気な返事が来た。

　父は母を溺愛しているから強く言えないのはわかるが、そこは【わかった】と返してほしかったな。

　苦笑いしながら席を立つと、うちの部の資料室に向かった。

　オフィスから少し離れていて、同じ並びの廊下の突き当たりにある資料室は、普段あまり人が来ないから滝川と内緒話をするのによく利用している。

　社員証をドアの横にある機械にかざして中に入ったら、梨乃と滝川が床の上で抱き合っていて思わず目を見張った。

　雷に打たれたような衝撃を受け、頭がフリーズする。

　周囲にはファイルが散乱していて、脚立が倒れていた。

　滝川が俺に気付いてふっと笑い、梨乃に優しく声をかける。

「藤原さん、大丈夫だった？　ほら、北條が来たよ」

「あっ、きゃあ～、すみません！　滝川さんのお陰で大丈夫です。滝川さんこそ大丈夫ですか？　下敷きにしちゃって本当にすみません！」

　梨乃はひどく動揺した様子で起き上がった。俺に気付いていないのか、彼にペコペコ頭を下げている。

　滝川も上体を起こして彼女を安心させるように微笑んだ。

「平気、平気。俺、普段から鍛えてるし。藤原さん、旦那がいるよ」

　滝川が再度俺のことを知らせると、ようやく梨乃と目が合った。

「旦那？　あっ……優じゃない……北條さん」

　滝川が俺を『旦那』と呼んだことを突っ込まず、ポカンとした顔で俺を見据える彼女。

「これはいったいどういうことだ？」

　胸にどす黒い感情が湧き上がってくる。ふたりが抱き合う姿など見たくなかった。

　やっと声を絞り出してふたりに尋ねると、まず梨乃が答えた。

「あの……一番上の資料を取ろうとしたら、脚立から足を踏み外してしまって……。そこへタイミングよく滝川さんが現れて、助けてくれたんです」

「ホント、焦ったあ。藤原さんが怪我しなくてよかったよ」

　滝川は立ち上がると、服についた埃ほこりを払い、俺を見やった。

「北條、俺はちょっとリフレッシュスペースでコーヒー飲んでくるから、藤原さんのケアよろしく」

　俺の肩をポンと叩くと、彼は顔を近付けて声を潜めた。

「顔が青いけど大丈夫か？　お前の大事な彼女に手は出してないから心配するな。それにしても、お前マーキングしすぎ。いくつ彼女にキスマークつけたんだよ」

　ハハッと笑って滝川はこの場から去る。

　今、ここには俺と梨乃しかいない。

　だが、さっきまでは滝川が彼女とふたりきりでいた。そのことが俺の心をざわつかせる。

　脚立が倒れ、ファイルが床に散らばっていて……状況からすれば梨乃の説明に矛盾はないのだが、なんというか、ふたりが抱き合っていたのが非常におもしろくない。おまけに滝川は、俺が彼女につけたキスマークにも気付いた。

「優が資料室に来るなんてめずらしいですね」

　乱れた髪や服装を直しながら、梨乃が俺に話しかける。

「めずらしくはない。滝川とよく利用してるんだ。あまり人が来ないからな」

　素っ気なく答えて、彼女に近付いた。

　もう梨乃につけたキスマークのことしか頭にない。

「え？　優？　どうしたの？　なんか怒ってる？」

　少しビクビクして後ずさる彼女を壁際に追い込んだ。

　今彼女が着ているカットソーは襟ぐりが深く、少し屈めば俺が彼女の胸元につけたキスマークが見える。他にもうなじや首筋につけていて、滝川がそれらに気付くくらい梨乃に近付いたかと思うと嫌だった。

「怒ってるっていうか妬いてる」

　梨乃を見据え、彼女の顎をクイと掴むと、その唇を奪った。

　彼女は俺だけのもの。

　誰にも渡さない。

　嫉妬にかられ、緩急をつけて彼女の唇を甘噛みすると、舌を入れて彼女の口内を激しく刺激し、彼女の舌を吸い上げる。

「うう……ん！」と声を漏らす彼女。

　だが、息付く間も与えず、唇を重ね合わせたまま彼女の上着の中に手を入れてその肌を撫で上げ、胸に手を当て下着の上から揉みしだいた。

「優……ここ……か、会社」

　梨乃が喘ぎ声を上げながら注意したがやめなかった。

「大丈夫。こんな時間に誰も来ない」

　そう言い切って、彼女が着ていたカットソーを脱がすと、ブラも取り去った。

　露わになる胸。

　まるで触れてくださいとばかりに俺を誘っている。

「ちょっ……優」

　咄嗟に手で胸を隠す梨乃の手を掴み、彼女の身体を凝視する。

「滝川が俺が梨乃につけたキスマークを見たらしい。あいつにどこ触られた？」

「キスマーク？」

　わけがわからないといった顔で聞き返す彼女に説明した。

「そう。梨乃を抱いた時にマーキングしておいたんだよ。それで、滝川にどこ触られた？」

　回答を迫る俺に彼女は狼狽えながら俺を見た。

「な、なにも触られてないよ。脚立から落ちて……次の瞬間には滝川さんをマットみたいに下敷きにして倒れただけ」

「マットみたいに下敷きにねえ」

　その答えにちょっと安堵するが、胸のモヤモヤは消えない。

「梨乃は隙がありすぎだ。今度から襟ぐりが深い洋服は着るなよ」

　俺の命令に彼女は遠慮がちに抗議した。

「でも……今日の服……優と一緒に買いに行ったんですけど」

　言われてみれば俺が購入したものだが、他の男が見ることは想定していなかった。

「会社で着るのは禁止。それよりも、男を煽あおるとどうなるか教えておかないとな」

　ただでさえ自分が美人で男にモテるという自覚がないのだから、少しお灸きゅうを据えなければ俺の心臓が持たない。

「優……目が怖いよ」

「黙って」

　若干怯えている彼女の唇を塞いで黙らせると、ピンと張った胸を揉み上げながらキスを深めた。

「うう……ん」と彼女が俺の与える快感にもだえながら口に手を当てる。

「今は声を我慢しないと人が来るよ」

　クスッと笑ってそんな意地悪を言うと、今度は彼女の胸を口に含んで激しく吸い上げた。

「んん……！」と声を必死に我慢しながら弓なりになる彼女。

「会社だから興奮してる？」

　言葉でも責めて、梨乃の胸の先端を舌でゆっくりと舐め上げたら、彼女は俺の肩をギュッと掴んだ。

「んん……優」

　俺の名前を呼んで感じる彼女の顔がなんとも色っぽい。

　手でも胸を愛撫して、彼女の首筋に舌を這わせたその時、ガチャッとドアが開く音がしてハッと我に返った。

「北條さーん、滝川さんがそろそろ会議って言ってました……よ」

　俺と梨乃が抱き合っているのを見て目を丸くする朝井。

「キャッ！」と声をあげる梨乃の身体を俺の身体で隠すと、朝井に告げた。

「朝井、見るなよ」

「は、はい。見ません。僕はなんにも見てません。あの……その……滝川さんが会議だって」

　彼は目に手を当てしどろもどろになりながら俺に伝えるが、指の隙間からしっかり俺と梨乃を見ていた。

「朝井、石になりたいか？」

　ギロッと睨みつけて脅すと、彼は震え上がった。

「な、なりたくありません！　すみませんでした！　邪魔者は消えます」

　大袈裟に頭を下げて謝り、回れ右をして朝井は資料室を出て行く。

　ドアが閉まると、梨乃が胸を両手で押さえながら上目遣いに俺を見た。

「もう！　どこが大丈夫なんですか！　朝井くんに見られたじゃないですか！」

「でも、スリルがあって楽しかっただろ？」

　俺がからかうと、彼女は声を大にして否定した。

「全然楽しくありません！」

「嘘つき。あんなに感じてたくせに」

「そ、それは……身体が自然に反応して……」

　ごにょごにょ口ごもる彼女をギュッと抱きしめて謝った。

「俺もガッツキすぎた。ごめん。滝川と梨乃が抱き合ってるのを見て嫉妬した。冷静に考えれば、あいつは秘書室の朝井と付き合ってるのにな」

　まさかこの俺が人に嫉妬するなんて思わなかった。

「ええ～！　滝川さんて、朝井さんと付き合ってたんですか？」

　俺の話を聞いて驚く梨乃。

　彼女の目を見て、「ああ」と頷く。

「言われてみれば、以前会社に出勤した時、海外企画部にいる滝川さんと朝井さんを見たんですよね。美男美女でお似合い。街角でふたりでいたらきっと目立つだろうな。ふたりともオーラがすごいから」

　嬉しそうに笑みをこぼし、彼女はひとり妄想の世界に入ろうとする。

「そろそろ服着た方がいい。また捜索隊が来るかもしれないから」

　床に落ちていた梨乃の服を拾い上げて手渡したら、彼女がじっとりと俺を見た。

「脱がしたのは優ですよ」










私の幸せ




「藤原さん、ホントすみませんでした。僕なにも見てないですから」

　定時後、朝井くんが私に深々と頭を下げるが、周囲の視線を感じて苦笑いした。

　彼がこんな風に謝るのは今日何度目だろう。

　今朝、資料室で優と私が抱き合っているところを朝井くんに見られた。だが、悪いのは彼じゃない。優だ。

「朝井くん、もういいよ。今朝資料室で見たことは忘れて」

　思い出すたびに恥ずかしくて顔が火照った。

　小声でお願いするが、彼はその話をやたらと蒸し返す。

「だから、僕、見てません。北條さんにもそのことしっかり伝えておいてくださいね。怒らせると怖いですから、あの人」

「わかってる。わかってるからもうその話はしないで。恥ずかしいから」

　赤面する私を見て、彼はようやく察したらしい。

「あっ、はい。すみません」

　朝井くんはぎこちなく謝ってまた仕事に取り掛かったが、気まずい空気は変わらない。

　忘れてと言っても頭から消えないだろうな。

　優の身体に隠れていて私の裸は見えていなかったと思うのだけど、あんな場面を見られたのだからもう羞恥心でいっぱいで、気が変になりそうだ。

　なんとか仕事に集中しようと思うがうまくいかない。

　ふと掛け時計に目をやれば、もう午後七時を回っていた。

　ある程度仕事は終わったし、今日はもう帰ろう。

　パソコンの電源を落としたら、デスクの上に置いておいたスマホが震えた。

　登録のない番号からの着信。

　どこからだろう？

　スマホを手に取ってオフィスの隅に移動し、電話に出ると、警察署からだった。

　私の部屋に侵入した空き巣が今日捕まったらしい。私のアパートの近所の若い女性の家にも空き巣に入ったようで、張っていた警官に取り押さえられたとか。警察の話によると、犯人は、侵入した女性の家で寛ぐスリルを楽しんでいたそうだ。

　その報告にホッとしていたら、会議が終わったのか優が現れた。

「そんな隅っこでなにしてるんだ？」

「あっ、今警察から空き巣を捕まえたって連絡があって……」

　早速報告すると、優も安堵の表情を浮かべる。

「それはよかったな。もうあのアパートは解約しよう。契約してても意味ないから」

　ニヤリとする彼の発言に思わず奇声をあげた。

「へ？」

　解約するなんて考えていなかった。空き巣が捕まったらアパートに戻ると思っていたから。

「もう空き巣に入られて怖くて住めないだろ？　それに今は俺のところにいるんだから他の家なんて必要ないじゃないか。異論はないよな？」

　優が私に顔を近付けて笑顔で確認してくるが、なんだか目が怖い。嫌とは言えない状況だ。

「はい」

　私の返事を聞いて彼はすぐに大家さんに連絡し、今月末でアパートを解約することになった。仕事もそうだけど、なんでもやることが早い。

「仕事は終わったのか？」

「終わったというか、帰ることにしたというか……」

　曖昧に答える私に、彼はゆっくりと微笑んだ。

「じゃあ、一緒に帰ろう」

　朝と同じように優の車に乗って彼のマンションに帰るが、連日いろんなことが起こったせいか身体はくたくた。多分、ひとりだったら、リビングのソファでゴロンと横になっているだろう。

「夕飯どうする？」

　不意に彼に聞かれ、お腹に手を当ててしばし考える。

「夕方滝川さんからの差し入れのケーキを食べたから、そんなにお腹空いていないんですよね。優はなにか食べますか？　作りますよ」

　私の申し出を彼は笑顔で断る。

「大丈夫。梨乃は先にシャワー浴びてくるといい」

　背中をトンと押され、反論するのも億劫で大人しく従った。

　シャワーを浴びてキッチンに行くと、優は部屋着に着替えていて梅肉を包丁で叩いていた。

「なに作ってるんですか？」

　梅を見てちょっとお腹が空いてきた私。

「梅茶漬け。俺もそんなに腹は減ってないし。食べるか？」

　彼に問われ、「はい」と返事をする。

「了解」

　優は待ってましたって感じの顔で笑って、梅茶漬けを作る。

　私はその間に緑茶を入れ、お互いテーブルに着いた。

　いただきますをして食べ始める。

　梅の香りがして思いのほか食が進む。

　多分、私ひとりならインスタントのお茶漬けで済ませただろう。

　でも、彼はお茶漬けでもちゃんとだし汁を作ってひと手間かけている。

　わざわざ梅茶漬けにしたのは、私が梅を好きなのを知っているからだ。

「私……優になにもしてあげていないな」

　箸を止めてポツリと呟くと、彼は私をジッと見つめた。

「俺は梨乃がこうして俺のそばにいてくれるだけでいい」

　なんて甘い言葉なんだろう。

　胸がジーンとして、なにを言っていいのかわからなかった。

「優……」

「なにか特別なことなんてしなくていい。俺のそばにいてくれれば」

「でも……そんなのダメですよ」

　抗議する私に、優はこの上なく優しい声音で告げる。

「ダメじゃない。梨乃はのんびりうちでゴロゴロしてればいいんだ。もう恋人になったわけだし、下着姿で寛いでてもいいけど」

　後半は私をからかってくるものだから、慌てて言いつくろう。

「そ、それは……もう言わないでください。それに、いつお母さんが来るかわからないじゃないですか」

「母さんも断りなくここに入ってくることはないよ。梨乃がいるの知ってるから。だから遠慮せずに下着姿でゴロゴロ……！」

「しませんよ！　……フフッ」

　ムキになって言い返すが、笑いが込み上げてきた。

「なにがおかしいんだ？　自分が梅酒飲んでベロベロに酔うところを想像した？」

　クスクス笑う彼に語気を強めて言い返した。

「違います！　もう梅酒は飲みませんよ。酔って寝て醜態を晒さらすから」

「うちで飲むなら問題ない。もう俺にバレてマズいことなんてないだろ？」

　彼に問われ、少し考えながら答えた。

「……ないかも。でも、私ばっかり恥ずかしいとこ見られて……なんかズルい。優の見られてマズいとこが見たいです」

　じっとりと優を見てそんな要望を伝えると、彼はふっと微笑した。

「ずっと一緒にいれば嫌でも目にするさ」




「髪、変じゃありません？　服もこれで大丈夫ですよね？」

　週末、私は優の実家の玄関前にいた。

　イギリスのチューダー様式の大邸宅で、外観を見ただけで圧倒される。

　時刻は午後六時半過ぎ。

　恋人ができたのは初めてだし、彼氏の実家に行くというのも初めて。

　優のお母さんとは食事もしているけど、やはり実家に伺うのはかなり緊張する。

　洋服選びにも一時間かかった。

　ブランド物のワンピースとかいろいろ考えたのだけれど、彼がグレーのニットと黒のデニムというラフな組み合わせだったので、結局私はベージュのニットにブラウンのロングスカートを合わせた。

「大丈夫。綺麗でかわいいよ」

　服装をチェックする私を見て彼がクスッと笑う。

「本当に？」

　半信半疑で聞き返すと、彼は私の手をしっかりと握った。

「ああ。そんな緊張しなくていい。ほら、入るぞ」

「あっ、ちょっと待ってください。優のお父さまってなにしてる人なんですか？」

　考えてみたら、優のお父さまのことをなにも知らない。

「建築家。北條衛まさるっていうんだけど、知ってるか？」

　北條衛と言ったら、有名な美術館や博物館の設計で知られる建築家じゃないの！

「し、知ってますよ。あの……心臓がすごいことになってるので、私……出直していいですか？」

　尻込みする私に、彼はとびきりの笑顔で告げた。

「却下。うちの父さんも母さんも梨乃に会うの楽しみにしてるんだ。ここで帰したら恨まれる。さあ、行くぞ」

「ちょ……心の準備が……」

　逃げ腰の私に彼が顔を近付けてきて視界が遮られた。

「いらない」

　チュッと軽くキスをして微笑む彼。

「な、な、なにをしてるんですか？　ここ玄関ですよ」

　しかも優の実家なのに！

　彼は激しく動揺する私を楽しげに見ている。

「いや、キスしたら落ち着くかと思って」

　そんな惚けたことを口にする彼を上目遣いに睨みつけた。

「余計ドキドキします」

「だが、頬もピンクになって血色もよくなった。じゃあ、行こう」

　ハハッと笑って優が私の手を引いたその時、玄関のドアが開いた。

「いらっしゃい」

　現れたのは優のお母さん。

　きっと私が騒いでいたから声が聞こえたに違いない。

「梨乃ちゃん、待ってたのよ。さあ、上がって上がって」

　お母さんに手を掴まれ、「お邪魔します」と言うタイミングも逃し、玄関を上がるとリビングに連れて行かれる。

　リビングのソファには眼鏡をかけた五十代くらいの男性がいて私を見て立ち上がった。

「やあ、梨乃ちゃん、いらっしゃい。優の父です」

　優のお父さまは優の二十年後を見ているみたいで、よく似ていた。

「初めまして。藤原梨乃です」

　背筋を伸ばして挨拶し、軽くお辞儀をした。

「もうそんな堅苦しいのはいいわよ。ちょうど食事の準備ができたところなの。食べましょう」

　お母さんに再び手を引かれ、リビングの隣にあるダイニングテーブルの席に座らされる。

　そこには、コーンクリームコロッケ、ポテトサラダ、筑前煮などの料理が並んでいた。全部見覚えのある料理。

　ご飯をよそうお母さんを見て「手伝います」と椅子から立ち上がったけれど、笑顔で断られた。

「今日は座ってて。次は手伝ってもらうから」

　優は私の隣に座り、彼の前にお父さま、私の前にお母さんが座る。

　みんなでいただきますをして食べ始め、私はまず大好きなコーンクリームコロッケを口にした。

　熱々でコーンも甘くて美味しい。

　私の思い出の味。

「……やっぱり美味しい」

　懐かしい美味しさに涙がこぼれる。

「すみません。ずっと食べたかったから嬉しくて」

「そんなこと言うと、母さんが調子に乗って毎日作るぞ」

　優が私の涙を拭ってそんな冗談を言えば、お母さんも優しい笑顔で私に告げた。

「いつでも食べられるわよ。私の料理食べて育った梨乃ちゃんはもううちの子よ」

「じゃあ、私のこともお父さんと呼んでもらおうかな。もう娘だし」

　にこやかにそんな言葉を口にする優のお父さま。

　もう胸がいっぱいで涙が止まらない。

　そんな私を優や彼のご両親は温かく見守ってくれた。

　食事を楽しんだ後は、ご両親の結婚式の写真や優の子供の頃の写真などを見せてもらった。

「お母さんの白しろ無む垢く姿、すごく綺麗。お父さんもカッコいいですね」

　写真を見てそうコメントすると、お母さんは優に意見を求めた。

「梨乃ちゃんは白無垢もウェディングドレスも両方着るといいわよ。きっと似合うわ。優も見たいわよね？」

　その発言に固まる私。

　そ、そうだよね。優も私も結婚適齢期。

　恋愛の次のステップを周囲は考える。

　私……結婚して大丈夫なのだろうか。

　そんな私の心情を察したのか、優がやんわりとお母さんに注意しながら、私の手を握ってきた。

「母さん、俺も見たいけど、梨乃にあまりプレッシャーかけないように」

「ごめんなさい。急かすようなこと言っちゃって。そうね。外野は気にせず梨乃ちゃんの幸せを考えて」

　少し申し訳なさそうに謝るお母さんに「いいえ。気にしないでください」と返した。

　それから優の実家を後にして彼のマンションに帰るが、お母さんの言葉が頭から離れなかった。

　私の幸せ……。

　それは、優とずっと一緒にいること。

　だとすると、結婚ということになる。

　リビングのソファにドサッと腰を下ろしたら、優も私の横に座った。

「母さんに結婚急かされて悩んでるのか？」

「……今まで考えたことなんてなかったから」

　優の質問に正直に答えたら、彼は温かい目で私に告げた。

「梨乃はなにも考えなくていい。俺が結婚したいって思わせるから」

　思わせるって言い切ってしまうこの余裕。

　ホント、とんでもない人に恋をしてしまった。

「すごい自信ですね」

　そう笑って言い返したものの、彼に口説かれたらもう逃げられないと思った。










一生大事にします




「今日は帰るの九時過ぎくらいになると思う。お腹空いたら先に食べてていいよ」

　会社の地下の駐車場に車を停め、優がシートベルトを外しながら私に目を向ける。

「そのくらい待ちますよ」

　今日はクリスマスイブ。

　でも、普通に会社があるから日中は通常モードで、夜に彼のマンションでふたりだけのイブを過ごす予定。

　優との初めてのイブだし、どうか彼の帰りが遅くなりませんように。

　専務はうちの会社の機密データを他社に流していたということで解任され、佐藤課長も栃木にある工場に出向になった。

　私と優の関係は順調で、こうして彼の車で出勤することも増えて、もうハラハラすることはない。

　車を降りてエレベーターに乗ったら、社長がやって来た。

「おはようございます」

　私と優が社長に挨拶すると、笑顔で返された。

「おはよう。今日は優を早く帰らせるようにするから」

　社長が私を見て言うので、苦笑いした。

「私のことはお気になさらず」

　多分、今日がイブだから社長も気を使ってくれているのだろう。

　社長や会長とも何度か食事をして、私たちはすっかり公認の仲。

　優と出勤してエレベーターで社長に会っても、じたばたしなくなった。

　女性社員の嫌がらせも覚悟していたのだけれど、今のところ視線を感じる程度で実害はない。

　きっと秘書室の朝井さんが私と親しくしてくれているお陰だ。彼女はうちの女性社員の憧れの的だから。

　それに、優は社内一の美形だけあって、遠い存在に思っている人もいると思う。手に届かない人だから見てるだけでいいとか。

　私も空き巣の事件がなければ、優に近付くこともなかった。元々男性と親しい関係になるのは怖くて避けていたというのもあったけど、彼は私の上司だから尊敬はしても異性として見てはいなかった。それに、優はハイスペックすぎて違う世界の住人だって思っていたのだ。

　優と一緒に暮らすようになって身近な存在になったからこそ、彼の本当の魅力を知って好きになったんだ。

　海外企画部のあるフロアにエレベーターが着くと、社長に軽くお辞儀をした。

「お先に失礼します」

　優も社長に穏やかな微笑を浮かべ、声をかける。

「では社長、また後で」

　優と一緒にエレベーターを降りて海外企画部に向かうと、滝川さんが後ろからやって来て声をかけられた。

「なんだ。今日来たんだ？　ふたりとも有給とって休めばよかったのに。イブだしさあ」

「その言葉、そっくりそのままお前に返す」

　優がふっと笑みを浮かべれば、滝川さんはハハッと苦笑いする。

「うちは付き合いが長いから、イブだからって騒がないよ。彼女も大人だし」

　長年連れ添った夫婦的な言葉。

「そんなことありませんよ。やっぱりイブは特別だと思います。ちゃんと時間作ってふたりで過ごしてください」

　私の主張を聞いて、滝川さんは引き気味に頷いた。

「まあ。なにか考えるよ」

　海外企画部に入ると、栗田さんもすでに来ていて目が合った。

　なにか言いたげな顔をしているが気にしない。

「おはようございます」と挨拶をして自席に向かう。

　専務や佐藤課長がいなくなってから、後ろ楯がなくなって彼女の勤務態度が少し改善されたが、それでも面倒な仕事は私に押しつけることが多い。

　席に着いてパソコンを立ち上げていると、朝井くんもやって来て元気に挨拶してきた。

「おはようございます、藤原さん」

「おはよう」

　ニコッと挨拶を返す私を、彼は少しからかう。

「藤原さん、今日は有給取ればよかったのに」

「それ、さっき滝川さんにも言われたよ。イブっていう理由で会社は休まないわよ。朝井くんは、今夜は彼女とデート？」

　話の流れでそんな質問をすると、彼は急に暗い顔になる。

「残念ながら、今年はシングルベルです。あー、どっかにいい子いないかなあ」

　いけない質問をしてしまった。

「……ごめん。でも、朝井くん、カッコいいし、すぐにいい子見つかると思うよ」

　必死に励ます私に、彼は笑顔を作った。

「はい。頼れる兄貴にいい子紹介してもらいます」

　頼れる兄貴とは滝川さんのこと。

　朝井くんと滝川さんは本当に仲がいい。

　この話し振りだと滝川さんと秘書室の朝井さんがゴールインする日も近いのかな。

　ふたりとも素敵だから幸せになってほしい。

「頼れる兄貴がいてよかったね」

「ホントですよ。持つべきものはリッチで優しい兄貴です」

　そんなたわいもない会話をしてから、業務に取り掛かった。

　今日はイブだし、絶対早めに仕事を終わらせる。

　そんな不純な動機だが、仕事に集中できた。

　恋の力は偉大だ。

　仕事をサクサク終わらせ、パソコンの電源を落とそうとしたら、例のごとく栗田さんがやって来た。

「藤原さん、すみません。この出金伝票、年内に処理しろって経理に言われたんですけど、藤原さんお願いします」

　二十枚くらいの書類の束を持って私に差し出す彼女を見て、ハーッと溜め息をつく。

　落ち着け。怒って感情的になるな。

「出金伝票の処理の仕方は何度も教えたから栗田さんもできるはずだよ。あと書類はきたらすぐに処理しないとね。ちょっと私のパソコンで処理してみてくれる？」

　なるべく穏やかな口調で促すが、彼女は私を馬鹿にした態度で反論した。

「そんなの知りません。藤原さんの教え方が悪いんじゃありませんか？　仕事よりも恋人探しに夢中のようですし」

　チクリと嫌味を言われ、カチンとくる。

「私は自分の仕事は責任を持ってやってる。栗田さんも……！」

「あのさあ、藤原さんに甘えるのもいい加減にしなよ。もう入社して半年経ったんだ。新人って言葉は通用しない。僕も頑張る後輩ならサポートするけど、やる気ある？」

　離席中だった朝井くんが戻ってきて割って入った。

　その表情は厳しいけれど、彼らしい優しさもあった。

　栗田さんは最初はビクついていたが、彼の話を聞いて小さく頷く。

「はい」

「よし。じゃあ、僕が教えるからちゃんと全部自分でやること。藤原さんはもう帰っていいですよ。お疲れさまでした」

　朝井くんの勢いに気圧され、コクッと頷く。

「……うん。ありがと」

　朝井くん、すごいな。

　後輩の成長を頼もしく思う。

　お言葉に甘えてパソコンの電源を落とすと、マンションへ帰った。

　時刻は午後七時過ぎ。

　リビングには高さ二メートルの大きなクリスマスツリーが飾ってある。

「さあ、料理を準備しますか」

　時間がないから、今日は簡単で豪華に見えるメニューにした。

　アボカドとサーモンのサラダ、コーンスープ、マカロニグラタンにサーロインステーキ。

　ステーキは優が帰ってきてから焼けばいいから、他のを調理しよう。

　ひとり黙々と料理をしてオーブンでグラタンを焼いていたら、優が帰ってきた。

「ただいま。なんかいい匂いがする」

　キッチンにやって来た彼に、ダイニングテーブルに料理を並べながら笑顔で言う。

「いいタイミング。もう料理できますよ。着替えてきてくださいね」

「了解」

　優がキッチンを出て行くと、塩と胡椒を振ってステーキを焼き始めた。

　肉の焼き具合を見ていたら、彼が戻ってきて私の腰に腕を巻きつけ顔を寄せた。

「なにかやることある？」

　そのセクシーボイスで耳元で囁かないでほしい。

　心臓がドキドキする。

「シャンパンの準備お願いします」

　平静を装うも、赤面しているのがバレバレのようで彼はクスッと笑った。

「仰せのままに」

　彼が離れてホッとしたけれど、肉を焼きすぎた。

「あっ、ミディアムレアのはずがウェルダンになっちゃった」

　少し青ざめる私を彼は慰める。

「焦げてるわけじゃないし、大丈夫だ。さあ、食べよう」

　優がステーキをテーブルに並べてくれて席に着いた。

「今日は何時に帰ってきた？」

「七時過ぎです。また栗田さんに仕事頼まれそうになったんですけど、朝井くんがスマートに助けてくれて」

　その話を聞いて彼は楽しそうに私を弄る。

「惚れた？」

　優に聞かれ、すぐに否定した。

「違います。後輩の成長を嬉しく思ってるだけです。そんな浮気性じゃないですよ」

　知っててからかってくるのだから、彼は結構意地悪だ。

「ああ。知ってる。俺たちの初めてのクリスマスイブに乾杯」

　悪戯っぽく目を光らせる彼とシャンパングラスを重ねる。

「乾杯」

　こんな幸せな日が私に訪れるなんて思ってもみなかった。

　夕食を楽しんだ後は、ケーキ。

　優がバラをモチーフにしたピンクのケーキをテーブルに置く。

「これ、有名ホテルの限定五個のケーキじゃないですか。よく手に入りましたね」

　値段も二万円くらいしたと思う。

　自分だったらケーキに二万円も出さない。

「そこはいろいろコネを使って。それに梨乃はケーキ好きだから、喜ぶかと思ったんだ。梅干しのケーキにしようか迷ったけど」

　梅干しのケーキなんてある？

　探したらあるかもしれないけれど、クリスマスって感じじゃない。

「いや、バラでいいです。めちゃくちゃ豪華。お姫さま気分ですよ。写真撮らなくちゃ」

　スマホを取り出して写真を撮るが、ケーキだけ撮るより、優も一緒の方が映える。

「ケーキじゃなくて俺を撮ってないか？」

　ケーキの蝋ろう燭そくに火をつけながら彼がチラッと私を見た。

「まあまあ、いいじゃないですか。細かいことは気にしない」

　笑ってはぐらかす私に彼は促す。

「ほら、蝋燭の火、消して」

「はい」

　明るく返事をして、ふーっと蝋燭に息を吹きかけて消す。

「じゃあ、バラのところは梨乃に」

　優がケーキを切って皿に取り分けた。

「ありがとう！　いただきます」

　ケーキをひと口頬張ると、ほどよい生クリームの甘さが口の中に広がる。

「あー、幸せ～」

「ケーキ食べてる時が一番幸せそうだな。梨乃、頬に生クリームついてる」

　優が自分の頬を指で指して私に知らせるが、よくわからない。

「え？　頬のどの辺ですか？」

　手で頬に触れるが、生クリームの感触はない。そんな私を見て優が席を立ち、私の顎をクイと掴んだ。

「ここ」

　優がペロッとクリームを舐めるが、その行為がエロくて赤面した。

「優……手で取ってくださいよ。恥ずかしい」

「俺たち以外に誰もいないのに、なにを恥ずかしがる必要がある？」

　私の反応をおもしろがる彼。

「あのですね、優はアメリカに行っててキスとか慣れてるかもしれませんが、私はずーっと日本にいておまけに恋人と呼べる人もいなかったんです。お手柔らかにお願いします」

　少しムッとして注意したら、彼に真顔で言い返された。

「俺も恋人と呼べる人はいなかったが」

　その発言を冷ややかに受け止めた。

「優と一緒にしないでください。経験値が全然違いますからね」

「はいはい。梨乃の機嫌が悪くなったから、プレゼントタイムといこうかな。開けてみて」

　優が手渡してきたのは白い封筒。

「え？　なに？」と言いながら封筒を開けると、中に東京―ロンドン間の航空券が入っていた。

「これ……」

　航空券を見て驚く私に、彼は優しく微笑む。

「亮太に連絡したら、年末は帰れそうにないって言ってたから。正月にロンドン行ってあいつを驚かすのもいいだろ？」

「……ありがとう。すごく嬉しい」

　優に抱きついたら、彼は意味深な言葉を囁いた。

「実はプレゼントはまだあるんだ。あのツリーにあるから探してみるといい」

「ツリー？」

　キョトンとする私を、彼は隣のリビングのツリーのところまで連れて行く。

「さあ、どこにあると思う？」

「どこだろう？　飾りがいっぱいあるからすぐにわからない」

　ツリーに顔を近付けてひとつひとつ飾りをチェックすると、見覚えのない深紅の箱がある。

「これだ！」

　子供のようにはしゃいで箱を手に取り、中を開けてみたら、指輪が入っていた。

　驚きで思わず手を口に当てた。

　これは……婚約指輪だ。

　その指輪は光沢のある流線型のプラチナの台にバラの花のようにダイヤが散りばめられていて、とても美しかった。

「綺麗」

「気に入ってくれたようでよかった」

　優は甘い笑顔で微笑んで指輪を掴み、私の左手を取って薬指に指輪をはめた。

「梨乃の夫にしてほしい。嫁でもどっちでもいいけど」

　彼のプロポーズに目頭が熱くなる。

　茶目っ気たっぷりに言う彼が好き。

　好きで……好きでたまらない。

　一カ月前に言われたなら躊躇したかもしれないが、今は違う。

　彼が私を愛してくれるから、大事にしてくれるから、もう迷いはなくなった。

　彼とずっと一緒にいたい。

　結婚したい。

「……はい。私をお嫁さんにしてください」

　涙ぐみながら返事をすると、優は「喜んで」と返事をして私に口付けた。

　互いに好きだという思いがシンクロして、キスは激しくなり、優が私を抱き上げて寝室へ運ぶ。

　今は彼の寝室で寝ていて、ベッドもシングルではなくキングサイズで広い。

　私をベッドに下ろすと、彼もベッドに上がり、上着を脱いで投げ捨てた。

　ひと昔前までは恋人や夫がいなくたって生きていけると思っていた。

　それにセックスにいいイメージを持っていなかった。

　でも、彼と恋人になって肌を重ねることの大切さを知った。

　心で繋がることも大事だけれど、身体でも繋がるともっと彼に近付けた気がするし、安心する。

　もう彼なしでは生きていけない。

　自分もワンピースのファスナーに手をかけて脱ごうとしたら、彼に止められた。

「待った。それは俺の役目だ」

　優が歯を使って背中のファスナーを下ろしていく。

　肌に彼の吐息が当たって、気が変になりそうだ。

　ワンピースを脱がすと、彼は背中にキスを落としながらキャミソールを脱がし、ブラのホックを歯で外して両手を私の脇腹から胸へと滑らせた。

　肌と肌が触れ合って、彼の温もりを感じる。

　彼が私の胸を揉みしだき、甘い快感に襲われた。

「あ……ん」

　思わず声をあげる私に優がクスリと笑う。

「本当に感度がいいな。優等生の梨乃も夜はこんなに乱れるって誰が思うかな？」

　彼はそんな意地悪を言って私と向かい合わせになると、私の胸の先端を舌で緩急をつけて舐め上げた。

「ああ……！」と、何度も喘ぎ声をあげる私。

　たまらず優の髪に触れたら、彼が私を見てニヤリとして、唇にキスをした。

　私の下唇を甘噛みすると、彼の舌が唇を押し開けて口内に入ってくる。

　激しく絡み合う互いの舌。

　こうなってくるともう止まらない。

　優とひとつになりたい――。

　その思いが強くなって、彼の背中に腕を回した。

　だが、彼はすぐに身体を重ねてこない。

　私の頭から爪先まで丁寧に隈なく愛撫する。

　全身が蕩けそうだった。

「お願い……来て」

　もう我慢の限界でギュッと抱きつくと、優が私の中に入ってきて――。

「愛してる」と、私の耳元で囁いた。

　その後の記憶があまりない。

　目を開けたらいつの間にか朝になっていて、彼の腕の中で眠っていた。

　どうやら疲れて寝ちゃったみたいだ。

　時計を見ようとして身を捩ったら、左手の薬指の指輪が目に映った。

　キラキラしていてとても綺麗。

　私……昨日彼にプロポーズされたんだ。

　この指輪を見て、あれは夢じゃないんだって実感する。

「おはよう。もう起きたのか？」

　彼も起きて私にチュッと口付ける。

「うん。そう言えば私、優にクリスマスプレゼント渡してない」

　カフスボタンを買ってあったのだ。

　今は半分物置になっている自分の部屋に取りに行こうとしたら、彼の腕が腰に巻きついた。

「それは後でいい。今は梨乃が欲しい」

「でも……もう六時四十分だよ。ダ……！」

　時計を見て「ダメ」と言おうとしたら、彼にベッドに組み敷かれた。

「会社には間に合わせるから問題ない」

　優は妖しく目を光らせ私の唇を奪う。

　この誘惑に勝てるわけない。

　結局彼に抱かれて、会社に着いたのは始業時間ギリギリ。

　自分の席に着いて慌ててパソコンを立ち上げると、朝井くんが息せき切って現れた。

「おはようございます」

　ネクタイを締めながら挨拶する彼に「おはよう。寝坊したの？」と尋ねたら、彼はハハッと笑ってはぐらかした。

　ネクタイもスーツも昨日と同じ。

　もしかしてお泊まり？

　そんなことを考えていたら、栗田さんも現れた。

　彼女も服が昨日と一緒。

「朝井くん……ひょっとして！」

　昨夜は栗田さんと一緒に過ごしたの？

　栗田さんに目をやると、朝井くんが焦りながら人差し指を唇に当てて注意した。

　私の視線に気付いたのだろう。

「シッ！　藤原さん、当たってますけど、声に出さないでください」

「あっ、ごめん。ちょっとビックリしちゃって」

　ハハッと笑って謝ったら、数メートル先にいる優と目が合った。

　極上の笑みを浮かべている彼。

　さっきまで抱き合っていたんだと思うと、心臓がバクバクする。

　はにかみながら微笑み返したら、滝川さんにからかわれた。

「藤原さん、プロポーズされたんだね。おめでとう。来年には名字が変わってるかもしれないね」

　私の左手の指輪を目め敏ざとく見つけて楽しげに目を光らせる彼に、優がやって来て自信に満ちた笑顔で告げた。

「確実に変わってる」




　次の年の春、私は優と都内の教会で式を挙げた。

「お兄ちゃん、明日には帰るんだよね。忙しいのにごめんね」

　バージンロードを兄と一緒に歩きながら謝ると、兄は優しい笑顔でボソッと言った。

「なに言ってんだ。妹の結婚式だぞ。大学の講義よりも大事だよ」

「その発言。先生失格だよ。でも、ありがとね」

　心から兄に礼を言うと、祭壇の前にいる優に目を向けた。

　ダークグレーのスーツに身を包んだ彼は、いつもの十倍増しでカッコいい。

　私を見つめるその目は温かく、愛に満ちあふれている。

　祭壇の前まで行くと、兄が私を優に託した。

「梨乃を頼む」

「一生大事にするよ。お前の分もね。梨乃と俺を結婚させたかったんだろう？」

「まあね」

　そんな言葉を交わして優は兄と微笑み合うと、ほんの一瞬私に顔を近付けて囁くように告げた。

「綺麗だ」

　さっきの『一生大事にするよ』って兄に言ってた時も涙腺が緩みそうだったけれど、今の言葉でもう我慢できず涙がスーッと頬を伝った。

　今日から私は彼の奥さんになる。

　彼と過ごす日々はとても楽しく、ネガティブなことを考えることはなくなった。

　優に愛されて、自分も彼を愛することを知って、結婚になんの不安もない。

　彼がいなかったら、人を愛する喜びも知らずにひとりで孤独に生きていただろう。

　運命の出会いって本当にあるんだと思う。

　過去のトラウマに苦しんでいた私を、彼は深い愛で救ってくれた。

　神様、彼と出会わせてくれてありがとう。

　私も彼を一生大事にします。

　誰よりも愛しているから――。

「汝、健やかなる時も病める時も……死がふたりを分かつまで愛することをここに誓いますか？」

　牧師の言葉に優は愛おしげに私を見て微笑んだ。

「はい、誓います」

　私も同じことを牧師に問われ、彼に微笑み返した。

「誓います」

　私と優の物語はまだ始まったばかり。

　人生は楽しいことだけじゃない。

　辛いことだってあるだろう。

　でも、どんな困難も彼と一緒なら乗り越えられる。

　そう信じさせてくれたのはあなた。

　感極まった私。

「優、愛してる」

　式の流れを無視してたまらず優に伝えれば、彼は私の目を見て甘く微笑んだ。

「俺もだよ」

　私たちの愛は永遠。

　終わりはない。

　そうはっきり言えるのは、すべて辛抱強く私を口説いた彼のお陰だ。




The　end.
















特別書き下ろし番外編










サンタがくれたクリスマスプレゼント




「桜さくら子こ、今日はお客さんが来るからクッキー作ってみようか？」

　二歳の娘に話しかけると、やる気満々の答えが返ってきた。

「うん、やる！」

　曇りのないまん丸の目。

　娘は目鼻立ちがしっかりしていて、目と鼻は優、口元は私に似ている。

　桜子は優と私の大事な宝物。

　結婚してすぐに桜子を授かり、毎日幸せな日々が続いている。

　会社は退職してしまったけれど、たまに滝川さんと朝井くんがうちに遊びに来るから寂しくはない。

　今日来る客というのも滝川さんと朝井くんだ。

　会社の式典が赤あか坂さかのホテルで午後七時まであって、その後優がふたりを連れて来ることになっている。

　少し食べてくるだろうから、夕飯はお寿司でも頼んでおけばいいだろう。

「じゃあ、エプロン着ようね」

　私の言葉を聞いて娘は「うん」と返事をして自分の部屋に走って行く。

　そんな桜子の後を追った。

　娘の部屋は十畳ほどの広さ。

　天蓋付きのベッドが奥にあって、手前にはドールハウスやおもちゃのキッチンが置いてある。

　天蓋付きのベッドは、娘の二歳の誕生日に優のご両親がプレゼントしてくれたもの。

　二歳になるまでは私と優のベッドの隣に子供用ベッドを置いて寝ていたのだけれど、桜子は今プリンセスにはまっていて、この天蓋付きのベッドが来てからは自分の部屋で寝るようになった。

　でも、気まぐれに私と優のベッドに潜り込んでくることはある。

　引き出しからエプロンを出して身につけようとする桜子。

　だが、後ろの紐ひもが結べないので、「ママ、やって」とお願いされた。

「はい、はい」

　にっこり笑って返事をしながらエプロンの紐を結ぶと、娘は私の手を掴んだ。

「早くやろう」

　娘とキッチンに移動して、用意しておいたボウルにバターを入れた。

「じゃあね、このバターを泡立て器でこういう風に混ぜて」

　最初に手本を見せてから桜子にやらせる。

　粘土遊びや砂遊びの延長で材料を混ぜるのは好きなようだ。

　その顔は真剣。

　普段は甘えん坊で私にくっついているけれど、なにかやらせるとひとり黙々とやる。

「桜子上手だね。次はお砂糖を入れるよ」

　ボウルに砂糖を加えると、娘は「うん」と返してまた混ぜた。

「白くなるまでやってね。手、痛くない？　大丈夫？」

　私の質問に、娘はボウルに目を向けたまま答えた。

「だいじょうぶ」

　抑揚のない声。かなり集中しているようだ。

　その様子をスマホで写真を撮って優に送る。

　それから卵黄や薄力粉を加えて生地を作ると、ラップをして冷蔵庫で冷やした。

「三十分待とうね」

　桜子にそう声をかけると、キッチンに置いておいた私のスマホが鳴った。

　手に取って確認したら、朝井くんからのＬＩＮＥ。

【今日の専務。只今スピーチ中】という文面とともに優がマイクの前に立っている写真が添付されていた。

　そう。優は私たちが結婚した年に専務に昇進した。滝川さんも部長に昇進、朝井くんも主任になり、美形三人衆は出世街道を順調に突き進んでいる。

　朝井くんや滝川さんは私が仕事を辞めた後、優がお昼を食べているところや、打ち上げの様子などの写真や動画を送ってくれて、私や桜子を楽しませてくれる。

「桜子、ほら今パパたくさんの人の前でお話ししてるよ」

　娘に写真を見せると、「わ～パパ、マイク持ってる」と目をキラキラさせて写真に見入った。

　桜子はパパが大好きで、優が会社から帰ってくると必ず玄関で出迎えて抱っこしてもらう。

　朝井くんのメッセージをもらってしばらくして、優からもＬＩＮＥが届いた。

【帰ったらクッキー食べるの楽しみにしてる】

　そのメッセージを見て桜子に報告する。

「パパ、クッキー食べるの楽しみにしてるって。美味しいの作ろうね」

「うん」

　ニコッとする娘と冷蔵庫に入れて置いた生地を型抜きしてオーブンで焼く。

「いつできる？」

　私の服を掴んで聞く娘に、「三十分でできるよ」と答えたら、桜子は踏み台を持ってきた。台に乗ってジーッとオーブンを見つめる娘を見て、笑みがこぼれる。

　待ち遠しいんだね。

　ずっと飽きずにオーブンを見ていた娘が、突然声をあげた。

「あっ、茶色くなってきた」

　オーブンの残りの分数を見たら、あと二分だった。

「もうちょっとでできるよ」

　桜子と一緒にクッキーができあがるのを待つ。

　オーブンがピピッと鳴ると、ミトンをはめて天板を取り出した。

「いいにおい」

　クンと鼻を鳴らす桜子を見て、小さく微笑む。

「ホント、いい匂いだね。ちょっと食べてみよう」

　でき立てのクッキーを皿に数枚のせて、ダイニングテーブルに並べる。

「まだ熱いからフーフーしようね」

　すぐに手を出して食べようとする娘に注意すると、桜子はクッキーを見ながらニンマリした。

「できたてホヤホヤ」

　それは最近覚えた言葉。

「そう。でき立てホヤホヤだね」

　桜子とフーフーしながらクッキーを食べる。

　その後、優が滝川さんと朝井くんを連れて帰ってくる前に、桜子と軽く夕食を食べ、お風呂に入った。

　桜子はイチゴ柄のパジャマに着替えたが、私もパジャマというわけにはいかない。

　黒いシャツにチェック柄のスカートを身につけ、リビングに散らばっているおもちゃや絵本を片付けた。

「マーマ、パパと滝ちゃんと朝ちゃんまだ？」

　私のスカートの裾を掴む娘を見下ろし、優しく微笑む。

「あともうちょっとかな」

　掛け時計を見ると、午後八時を過ぎていた。

　それから出前のお寿司が届いて、八時半ごろ玄関のドアが開く音がした。

「あっ、パパたちだ！」

　暇つぶしにパズルをしていた桜子がそう叫んで、玄関に走って行く。

　その後を追いかけると、玄関に現れた優に娘が抱きついた。

「パーパ、お帰り～！　滝ちゃんと朝ちゃんもいらっしゃい～！」

　とびきりの笑顔で迎える桜子を優が抱っこする。

「ただいま、桜子」

　そんなふたりのやり取りを見て、滝川さんと朝井くんが口を揃えて言った。

「天使だなあ、桜子ちゃん」

　このシンクロ具合、さすが義兄弟だなって思う。

　実は去年、滝川さんは社長秘書の朝井さんと結婚したのだ。

「滝川さん、朝井くん、いらっしゃい。上がって」

　ふたりに声をかけると、優に目を向けた。

「割と時間通りに終わったね」

「滝川と朝井が桜子に会いたくて、会の進行をスムーズに進めたんだ」

　優がふっと微笑したら、玄関を上がった滝川さんと朝井くんがまたハモった。

「そりゃあ、桜子ちゃんを待たせちゃいけないから、当然だよ」

　確かにこれ以上遅くなると、桜子は寝てしまうだろう。

　みんなでリビングに行くが、誰が桜子と座るかで揉めた。

「今日は僕でしょう？　前回お兄ちゃんだったんだから」

　朝井くんの主張を聞いて反論する滝川さん。

「いや、あの時はジャンケンの勝者だった。今回もジャンケンで」

　これは毎度のことで、いつも桜子が仲裁に入る。

「桜子、今日は朝ちゃんと座る。滝ちゃんは後で絵本読んで」

　かわいく微笑む桜子を見て、ふたりはメロメロ。

「姫の仰せのままに」

　滝川さんも朝井くんも声を揃えて言って、娘に恭しく頭を下げる。

　イケメンでモテモテのふたりが二歳の桜子に傅かしずく姿は、見ていておもしろい。

　娘も無邪気にというよりは、自分の魅力をわかっていて言っているような気がする。

　みんなでお寿司を摘つまむが、朝井くんの膝に座っていた娘が、「あっ！」と突然声を出してキッチンに走る。

　私もついて行くと、桜子はキッチンに置いておいた皿を手に取った。

　そこにのっているのは、一緒に焼いたクッキー。

「落とさないようにね」

　優しく注意すると、桜子はコクッと頷いて真剣な表情で皿をリビングに運び、テーブルに置いて、自慢げにみんなに報告した。

「このクッキー、桜子が作ったの」

「綺麗にできたね。どれどれ」

　まず優がクッキーを手に取って口にする。

「おっ、美味しい」

　甘い笑顔で褒めるパパを見て、娘はご満悦。

「えへへ。ほとんど桜子が作ったの」

「それはすごいね。それじゃあ、お兄ちゃんもひと口。ホントだ。すっごく美味しい」

　朝井くんもクッキーを摘むと、滝川さんが突っ込んだ。

「お前、桜子ちゃんから見たらおじさんだよ。俺ももらうね、桜子ちゃん」

　滝川さんも娘にとびきり甘く微笑んでクッキーを口にする。

「とっても美味しいよ。こんな美味しいクッキー初めて食べた。またお兄さんに作ってくれる？」

　桜子の手を取ってお願いする滝川さんに、今度は朝井くんがすかさず指摘した。

「いやいや、お兄ちゃんもおじさんて言わないと」

「俺はおじさんじゃない。年取らないから。ね、桜子ちゃん、お兄さんはおじさんじゃないよね？」

　滝川さんの質問に、桜子は笑みを浮かべながら答える。

「うん。滝ちゃんは王子さまになれるよ。今度またクッキー作ってあげる」

　弾はじけるように笑う桜子を、滝川さんはギュッと抱きしめた。

「ああ～、やっぱ桜子ちゃんかわいい。恋人にしたい」

「お前、嫁がいるだろうが」

　優が引き気味に言うと、朝井くんも冷ややかな視線を投げた。

「姉貴に言いつけますよ。それに、子供に手を出しちゃいけませんて」

「はいはい、言ってみただけだよ。さあ、桜子ちゃん、寝ようか。ベッドで絵本読んであげるよ。なんの本がいい？」

　滝川さんの質問に、桜子は元気よく答える。

「『シンデレラ』がいい！」

　娘のお願いに彼はにこやかに相槌を打つと、チラッと優に目を向けた。

「いいチョイスだね。じゃあ、姫の寝かしつけ、してくるよ」

「ああ」

　優が返事をすると、桜子は「パパにもお願いがある」と彼に近寄ってコソコソ話をする。なにを話しているのか聞こえないが、優が私をチラッと見て微笑んだ。

　だが、すぐに桜子に視線を戻し、「桜子がいい子にしてたらね」と頭を撫でる。

　桜子がなにかおもちゃでもねだったのだろうか。

「うん」

　明るく返事をする娘を優は滝川さんに預けた。

「それじゃあ、頼む。くれぐれも襲うなよ」

　優が笑みを浮かべながらもすごみのある眼光で言うと、滝川さんは苦笑いした。

「北條、その目が怖い。大丈夫、ちゃんとパパ役に徹するから」

　リビングを出て行く滝川さんと桜子を見て、朝井くんが小さく微笑んだ。

「本人としては予行練習なんでしょうね。早く子供欲しいみたいですよ」

　滝川さん、桜子のことをかわいがってくれるし、自分の子供ができたら溺愛するだろうな。

「滝川さん、赤ちゃん生まれたら絶対育メンになるよ。あっ、朝井くんもね」

　私の発言を受けて優がクスッと笑った。

「朝井はまず結婚しないとな。順番間違えるなよ」

「わかってます。信用ないっすね」

　ハハッと朝井くんが笑い飛ばすが、「その笑顔が、見てて信用できない」と優がチクリと言う。

「北條さん、ひどいです」

　拗ねる朝井くんの頭をヨシヨシと撫でた。

「大丈夫だよ。朝井くんは結構、物事を慎重に進めるもんね」

「さすが、梨乃先輩、わかってる……って、先輩、なんかすごくいい匂いしますね。お風呂入りました？」

　鼻をクンとさせる朝井くん。

「あっ……うん。桜子とね」

　急に話が変わって戸惑いながら答える私に、朝井くんが忠告する。

「お風呂上がりの女性は色っぽくて危険です。僕だからよかったですけど、むやみやたらと男に近付いちゃダメですよ。襲われますからね」

　今は会社勤めもしてないのに誰が襲うというのだろう。いらぬ心配だ。

「もう結婚してるのに誰も襲わないよ」

　フフッと笑う私を見て、朝井くんは軽く溜め息をついた。

「北條さん、梨乃先輩にちゃんと注意しておいた方がいいですよ。幸せオーラも出てますます綺麗になりましたからね」

「朝井くん、酔ってる？　それとも、視力落ちた？」

　本気にしない私に、彼は呆れ顔で言った。

「この無自覚さ。北條さんもなにか言ってください」

「大丈夫。後でちゃんと言い聞かせるから」

　ニコッとして優が言い返すが、その笑顔を見て一瞬寒気がした。

　なに今の？

　お風呂に入ってちょっと身体が冷えたのかも。

　そう解釈して、あまり深く考えずに優や朝井くんの話に耳を傾けていたら、滝川さんが戻ってきた。

「桜子ちゃん、ぐっすり寝たよ。寝顔見たらもっと離れたくなくなって、なかなかベッドから出られなかった。北條、梨乃ちゃんとふたりきりの時間が欲しい時は、いつでも桜子ちゃんを預かるよ」

　滝川さんの申し出は、私にはお願いに聞こえた。

　優は少し考えながら滝川さんに返事をする。

「うーん、まあいいか。滝川は奥さんいるし。その時は頼むよ」

「はーい、北條さん、僕も桜子ちゃん預かりたいです」

　手をあげてお願いする朝井くんを、優は軽くあしらった。

「朝井はちゃんと結婚してからな」

　優の返答を聞いて、朝井くんは肩を落とす。

「ここでも嫁……かあ。それなら桜子ちゃんを嫁にください。一生大事にします」

　真面目な顔で演技する朝井くんを見て、優はあからさまに顔をしかめた。

「冗談でも言うなよ、朝井。まだ娘が二歳なのに嫁に行くなんて考えたくもない。それにお前、恋人いるだろうが」

　優は桜子を溺愛している。娘に彼氏ができたら、ショックを受けるに違いない。

「へへっ、すみません。北條さんが嫌な顔するところ見たくって」

　謝りつつもおもしろそうに目を光らせる朝井くん。

　美形三人衆の中では一番下で弟的な印象だったけど、最近落ち着いてきて大人の余裕のようなものを感じるようになった。

　彼が結婚するのもそう遠くない気がする。

　滝川さんと朝井くんが帰って、優はシャワーを浴びに行き、私は桜子の様子を見に子供部屋へ。

　天蓋付きのベッドの中で、娘は滝川さんにもらったクマと朝井くんにもらったウサギのぬいぐるみを抱いて幸せそうに寝ていた。

　その寝顔を見て温かな気持ちになる。

　いつか、この子も自分の王子さまを見つけて恋をするんだろうな。

「おやすみ」

　桜子に顔を近付けてその額にキスを落とすと、リビングに戻って皿洗いをする。

「やっとふたりきりになったな」

　いきなり右肩が重くなったかと思ったら、優の声が耳元でして身体がビクッとした。

「ちょっ……背後からいきなり来ないで。ビックリしたよ」

　私の肩に顎をのせ、腰に両手を巻きつけてきた彼に文句を言う。

「俺しかいないのにビックリするんだ？」

　おもしろそうに目を光らせる夫をじっとりと見た。

「それでも不意をつかれたら驚くよ……ん？　なに？」

　優が私の首筋に唇を当ててきてドキッとする。

「朝井が言う通りだな。まだお風呂上がりの匂いがする」

　お風呂に入ったのだから当然なのに、なぜ咎めるような言い方をするのか。

　今日使った入浴剤の匂いがきつかったのかな。

「今日は桜子と入浴剤使ってお風呂でいっぱい遊んだから」

「入浴剤の問題じゃなくて、色香にやられる感じ。男からするとそそられる」

　優に耳みみ朶たぶを甘噛みされ、心臓が大きく高鳴った。

「ただお風呂入っただけなのに？　……え！　ちょっと、まだ皿洗い終わってない」

　彼が私を抱き上げたので、慌てて抗議した。

「明日の朝でいい。土曜で休みだし、俺がやっとく。それよりも、梨乃は自分がどんなに魅力的かって自覚しないと」

「もう結婚して子供もいるんだよ。考えすぎ」

　反論するが、優は受け入れてくれない。

「でも、朝井の意見は違う。滝川も言ってたよ。『梨乃ちゃん、ますます綺麗になったな』ってね」

「親友の奥さんに不細工になったとは言えないでしょう？」

　真顔で突っ込むが、優は首を縦に振らず、私を抱き上げたまま寝室のベッドに運ぶ。

「そういう場合は滝川は容姿は褒めず、料理がうまいとか言うよ」

「そうかな？　滝川さんは基本女の子なら誰だって褒めると思うよ」

「もう滝川の話はいい。桜子から弟か妹が欲しいってリクエストがあったし、親としては期待に応えないと」

「あっ、ふたりがコソコソ話をしてたのってそのこと？」

　優が私をベッドに下ろし、彼も上着を脱いで上がった。

「そう。かわいいおねだりだよな。おもちゃじゃなくて弟か妹が欲しいなんて」

「あっ、多分公園で会うお友達に弟ができたからかも」

　少し上体を起こしてそんな話をするが、彼はセクシーに微笑んだ。

「公園友達の話もいいから、今は俺に集中しようか。はい、バンザイして」

　言われるままに両手を上げると、優は私の上着を脱がし、ブラのホックを外して取り去った。

「何度見てもいい眺め」

　身体をジッと見られ、カーッと顔の熱が上がる。

「そんな見ないで。恥ずかしい」

　結婚して何度も身体を重ねているけれど、裸を見られると隠したくなる。

「夫の特権奪うなよ。それに綺麗なんだからいいじゃないか」

「綺麗なんかじゃないよ。早く来て」

　優の視線に耐えられなくて両手を伸ばして彼を引き寄せる。

「積極的だな。そんなに俺が欲しい？」

　楽しそうに笑う彼を、「もう、からかわないで」と上目遣いに睨んだ。

「だって梨乃の反応がかわいいから」

「意地悪」

　じっとりと優を見て文句言うと、彼は私の額に自分の額を重ねた。

「好きだから弄りたくなるんだよ」

「その言い訳ズルい……！」

　ズルいよ……と言おうとしたら、彼に唇を塞がれた。

「んんっ！」

　くぐもった声をあげると、優は私の胸を両手で愛撫しながら私の唇を甘噛みする。

　もうよく知ったその唇。彼の舌が口内に入ってきて、なにも考えられなくなった。

　カーッと身体が熱くなって、優と舌を絡ませ合いながら、彼の背中に腕を回す。

　もっと彼と触れ合いたい。

　母になってもやっぱり女としての本能があって、彼を求めてしまう。

　優の頭が下の方に移動して、胸の先端をゆっくりと舐め上げた。

「ああんっ……！」

　思わず叫んでしまい、手で口を塞ぐと、優はクスッと笑った。

「いいよ。もっと声出して。この部屋防音だし」

「いや。恥ずかしい」

　拒否する私を見て彼はニヤリとする。

「いつまでそんなことを言ってられるかな」

　もう私の身体を知り尽くしている彼は、私の胸をゆっくり時間をかけて愛撫する。

　胸を何度も吸われて「ああっ！」と身体を弓なりにして喘ぐ私を見て、彼は満足げに微笑んだ。

「梨乃はこれが好きだよな」

　甘美な痺れが私を襲い、もうなにも言い返せない。

　胸の先端を舐め上げて私を翻弄すると、彼は私の太ももを時間をかけて撫で上げる。

「梨乃のここ好き。柔らかくて触るの気持ちいい」

「それって……太ってるって言いたいの？」

　私の質問に優は私の足の付け根に触れながら答えた。

「違う。太ってないよ」

　身体がビクッと反応して、もう優が与える快感に我慢できず、声をあげながら彼に抱きつく。

「……優」と愛する夫の名を呼ぶと、彼が身体を重ねてきてひとつになった。

「いいね、その顔。すごくそそられる」

　チュッと軽くキスをする彼。

　その後も互いに激しく求め合って、疲れ果てて横たわる私に彼が甘く囁いた。

「愛してるよ、梨乃」

　背後から彼が抱きしめてきて……。

　そのまま優しい眠りに誘われ、夢を見た。

　それはまるで御お伽とぎ噺ばなしのような夢。

　私と優と桜子がお花畑で遊んでいたら、雲の上から優によく似た小さな男の子が私に手を振っていた。

『ママ～、今から行くね』

『え？　危ないよ！』

　咄嗟にそう注意したら、男の子は『だいじょうぶ』と微笑む。

　男の子が雲から飛ぶと、虹の橋がかかって……。

『ママ～！』

　男の子の声が私の腕に飛び込んできて、パッと目が覚めた。

「ん？　……夢？」

　私の声に反応して優も起きた。

「どうした？」

「夢を見たの。優にそっくりの男の子が雲の上にいて私のところに来て」

　夢のことを話して聞かせると、彼は私の頬に手を添えキスをした。

「正夢だったりして」

「だといいけど」

　また赤ちゃんを授かることができたら嬉しい。

　彼の目を見てクスッと笑った。




　その年のクリスマス、小さな天使が私たち家族のもとにやって来た。

「わあ～、小ちゃい～。赤ちゃん、かわいい～！」

　桜子がベッドで寝ている息子を見て大はしゃぎする。

「桜子、赤ちゃん起きちゃうからシッね」

　唇に人差し指を当てて注意すると、桜子はコクッと頷いた。

「うん。私がお姉ちゃんだよ。よろしくね」

　眠っている息子の手を握って挨拶する娘の肩に手を置き、優が優しく微笑む。

「今年のサンタは、最高のクリスマスプレゼントをくれたな」

「本当。サンタさんに感謝しなきゃ」

　ベッドの中でスヤスヤ眠る息子を見て破顔した。

　私と優と桜子のところに来てくれてありがとう。

　一生大事にするからね――。







The　end.










あとがき




　こんにちは、滝井みらんです。今回のお話は御曹司もの。イケメンがたくさん出てくるので、最後までお楽しみいただけたら嬉しいです。

　さて、今日は優と健人に来てもらったんですよ～。


優　　北條優です。こんにちは。

健人　滝川健人です。なんか「健人って誰？」って声が聞こえるな（笑）。

優　　名刺でも配れば？　お前、キャバクラで配ってるじゃないか。

健人　もうやってないって。奥さんに怒られるからやめてくれよ。

優　　へえ、お前の奥さんそんなに怖いんだ？

健人　梨乃ちゃんが怒ってもかわいいけど、うちの玲香を怒らせたら石にされるぞ。

玲香　おもしろそうな話してるわね？　私がなに？

健人　れ、玲香！　どうしてここに？

玲香　北條くんに呼ばれたのよ。健人、みんなが誤解するからやめてよね。

健人　やだなあ。俺は玲香が美人だって自慢してたんだよ。愛してるよ、奥さん。

玲香　健人が言うと薄っぺらく感じるのよねえ。北條くん、健人、浮気してない？

優　　ああ。誘いはあるけど断ってる。『うちの奥さんに殺されるから』って。

健人　おいおい北條、真顔で冗談言うなよ。玲香が信じるだろ？

優　　悪い。お前が狼狽えるのが楽しくて。

健人　ほら、聞いたか、玲香。俺はお前にぞっこんなんだよ。今夜全力で証明する。

玲香　ほどほどにしてね。次の日大変だから。

健人　北條～、俺がこんなに愛してるのに、うちの奥さんこんなにドライで冷たいんだけど（泣）。

優　　バランス取れててちょうどいいじゃないか。お前たちお似合いだよ。



　最後になりましたが、絶不調の私を優しく支えてくださった編集部の鶴嶋さま、山内さま、また、とっても綺麗なイラストを描いてくださった琴ふづき先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆さま、心より感謝しております。

　素敵な時間をお過ごしくださいね！




滝たき井いみらん










他の男になんか譲れない　―　滝川健人side




「……人、健人、起きて。そろそろ起きないとマズいわよ」

　玲香に肩を揺すられ、うっすら目を開ける。

「う……ん。もっと寝ていよう」

　彼女の腰に両手を巻き付けたら、パシッと頭を叩かれた。

「ダメよ。今日は社長がいつもより早く出社するの」

「痛いよ、玲香。つれないな」

　頭を押さえながらあお向けになる俺に、彼女はベッドを抜け出して下着を身につけながらフッと笑う。

「仕方ないでしょう。仕事なんだから」

　正論を言われ、抑揚のない声で返した。

「はい。そうですね」

　昨日仕事が終わった後、彼女と食事をしてホテルに行った。

　夜はとても情熱的なのに、朝になると玲香は冷たいというか、有能な社長秘書に戻る。もっと俺にメロメロになる玲香を見てみたいが、残念ながらそういうタイプではない。美人で男に頼らなくても生きていける完璧人間で、俺はずっと女として彼女を見ていなかった。親友であり、同期でもある玲香と初めて関係を持ったのは、成人式の時。

　式の後に玲香や北條たちと食事をして、その後バーで飲んで、それで次の朝気づいたら玲香とホテルのベッドで寝ていた。

　ちょっと気まずかったが、彼女は『昨夜のことは事故みたいなもの。あまり深く考えないで』と表情を変えずに俺に告げ、ホテル代を置いて去って行った。

　玲香は男前だなって思わず感心してしまった俺。

　その後、俺と彼女は親友であり続けたが、就職してからまた同じようなことがあって、それからお互い気が乗ればホテルで一緒に過ごすようになった。

　束縛のない都合のいい関係。俺か玲香に相手ができれば親友に戻り、別れればまたお気楽な関係を続ける。それを何度繰り返しただろう。

　次第に虚しさを感じるようになって、去年のクリスマスイブに彼女に自分の気持ちを伝えた。

『玲香、俺とちゃんと付き合わないか？』

　俺の言葉が意外だったのか、彼女は目を見開いて驚いた。

『本気で言ってるの？』

『本気。でなきゃクリスマスイブに一緒に過ごさないだろう？』

『てっきり今恋人がいないから仕方なく私を呼んだのかと思ったわ』

『おいおい仕方なくって、俺ってそんな酷い男？』

　苦笑いする俺を見て、彼女はズケズケと言う。

『ええ。女たらしだもの。それにしてもどういう心境の変化？』

『俺も年を取ったのかな。他の女見てもなんとも思わないっていうか、玲香といるのが心地いいっていうか』

　俺の返答を聞き、彼女はどこか神妙な面持ちで返した。

『健人らしくないわね』

『もうなんとでも言えよ。で、玲香の答えは？』

　玲香の目を真っ直ぐに見つめて問うと、彼女は俺の首に両手を絡めた。

『いいわ。その代わり、会社でベタベタしないでよ』

『了解。まあその代わり、夜はいっぱい乱れてもらう』

　フッと笑って、彼女に甘く口付けて――。

　それで今は恋人になったのだが、愛し合うのはたいていホテル。たまに玲香が俺の家に泊まりに来ることはあっても、俺が彼女の家に泊まったことはない。

『今日は玲香の家に行きたい』

　俺が頼んでも、『今忙しいからダメよ』と断られる。おまけに俺と付き合っていることは親友の北條と彼女の弟以外には秘密。なんだか壁を感じる。

　そのことを北條に話したら、『まだ信用されてないんじゃないか？　今までお前ふらふらしてたから』と言われた。

　至極ごもっともな意見。俺が他の女なんて興味がないってことをわからせれば、玲香も俺に心を開くはず。

　そう考えて週末になると彼女と遠出し、会社でいちゃつけない分、密な時間を過ごした。

　だが、俺的にはまだまだ玲香が足りない。週末は一緒に過ごせても、平日の夜は仕事もあって彼女との時間を作るのは難しかった。

　だったら、一緒に住んで完全に俺のものにすればいい。

　次のステップに進みたいと考え、玲香には内緒で婚約指輪も買ったのに、俺がプロポーズしても彼女に断られるような気がして渡せず、そのまま数ヶ月経過。

　自分がこんなにヘタレとは思わなかった。

　俺は玲香に拒絶されるのが怖いんだ。もう俺には彼女しかいないし、彼女しか愛せない。

「ちょっと健人聞いてる？　早く服着て準備しなさいよ」

　急に玲香の声が聞こえて、ハッと我に返った。

「聞いてる。あ～、もっと寝ていたかったな」

　髪をかき上げながらベッドを出る俺を見て、彼女はクスッと笑う。

「だったら愛し合う時間を短くすれば、もっとたくさん寝られるわよ」

「それは却下。玲香を堪能するのが俺の唯一の楽しみだから」

　下着を身につけてシャツに袖を通すと、彼女の頭を掴んでキスをした。

「んん……！」

　くぐもった声をあげる彼女がなんとも色っぽい。

　貪るようにキスをしたが、ちょっと意地悪したくなって途中でやめた。

「これ以上やると遅刻するから」

　ニヤリとする俺を上目遣いに睨む彼女がかわいい。

　親友だった頃には決して見せてくれなかった表情。

「なに？　もっとキスしたかった？」

　玲香の唇をゆっくり指でなぞって誘惑したら、彼女は俺の胸を突いて離れた。

「いいえ。私は先に行くわ」

　素っ気なく言ってスーツのジャケットを羽織り、玲香はスタスタと部屋を出て行く。そんな彼女の後ろ姿を見送ると、小さく笑った。

「無理しちゃってかわいいな。さあて、俺もすぐに出ないと」

　スーツを着てネクタイを締めるが、すぐに部屋から出ず、ジャケットのポケットに手を突っ込んで深紅の小箱を取り出した。

「ホント、いつ渡そうかな」

　箱を開けて中に入っていた指輪に問いかける。

　だが、指輪が喋るわけもなく、箱を閉じてまたポケットに戻し、ホテルを出た。




　会社に出勤していつも通り仕事をこなしていたら、ある会議室の入り口に立っている玲香を見かけた。声をかけようとするも、男性社員が中にいるのが見えてそのまま立ち去ろうとした。

「朝井さん、俺ずっと好きだったんです。付き合ってください」

　その声が耳に届いて足を止め、声の主を確認したら、経理の田た中なか課長だった。俺の同期で目立つタイプではないが、見目も悪くなく、真面目で仕事もできる。

　とんでもない伏兵が現れた。

「田中、ちょっと待った。彼女は俺のなんだけど」

　会議室に飛び込むように入って、玲香を我が物顔で抱き寄せる。

「え？　朝井さんと滝川って付き合ってるんですか？」

　青ざめる彼に意地悪くとどめを刺す。

「そう。もうすぐ俺の奥さんになるから、口説くなら別の女にしてくれ」

「そんなあ。俺のマドンナが～！」

　俺の言葉にショックを受け、田中は会議室から逃げ出すように去る。

「もうすぐ俺の奥さんになるなんて嘘ついてどうするのよ」

　仁王立ちして俺を睨みつける玲香に、ポケットから小箱を取り出して告げた。

「玲香が俺のプロポーズにイエスと言ってくれたら嘘にはならないよ」

「健人？」

　小箱を見て珍しく動揺する彼女の左手を掴み、その薬指に指輪をはめる。

「滝川玲香になってください。一生玲香だけを愛すると誓うよ」

　会議室でプロポーズなんて全然ロマンチックじゃないけど、大切なのは気持ちだ。

「こんな不意打ち……ズルい」

　喉の奥から声を絞り出すように恨み言を言う玲香。

　そんな彼女の目から涙が溢れ落ち、頬を伝う。長い付き合いだが、玲香が泣くのを初めて見た。

「うん。ズルくてごめん。でも、玲香を愛してるから」

　彼女の涙を指で拭い、俺の胸に抱き寄せた。

「私……料理苦手よ。ご飯だってうまく炊けないのよ」

「いいよ。俺、料理できるし」

「それに私、我が儘よ」

「いいよ。玲香の我が儘くらいなんでも聞く」

「他にもあるわ。私、結構嫉妬深いの」

　自分の欠点を並べ立てる彼女を見て、温かい気持ちになる。

「俺のために嫉妬してくれるなんて嬉しいよ。で、そろそろ返事聞かせてくれない？」

　ニコッと笑って優しく声をかけたら、彼女は顔を上げて俺を見た。

「私を……あなたの奥さんにしてください」

　玲香の返事を聞いて天にも昇るような気持ちだった。

　顔を近づけてキスしようとしたら、「キャア～！」という黄色い悲鳴と拍手が聞こえて動きを止めた。気づけば廊下に秘書課の女性社員が数名いて、俺と玲香を見ている。

　そう言えば、ドア開けっ放しだったっけ。

「キスはお預けだな」

　声を潜めて言ったら、玲香の頬がボッと火がついたように赤くなった。

　そんな彼女がとても愛おしい。

　秘書課の女性社員の方を向くと、俺は玲香の肩に腕を回して宣言した。

「皆さんにも誓います。彼女を一生大事にすると。だから温かく見守ってね」

　今度は「おめでとう」と女性社員たちから声が上がり、恥ずかしがっていた玲香がとても嬉しそうに微笑んで礼を言った。

「ありがとう」

　そんな彼女の笑顔がとても綺麗で、見ていてとても幸せだった。

　もう彼女は俺もの。

　他の男になんか譲れない。

　彼女の左手を掴み、その薬指に光る婚約指輪に愛を込めて口付けた。




The end.
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